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１．巻頭言・感謝の辞 

明海大学 学長 安井利一 

2022 年２月５日に開催いたしました今年度の「大学と地域連携の未来」シンポジウムに際して、本学と

連携協定を締結している教育機関の関係者、小中高の先生方、地元地域の方々など 200 余名の方々から参

加していただきましたことに、まずは篤く感謝を申し上げます。また、開会式のご挨拶をいただきました

東京都足立区長・近藤やよい様、浦安市教育委員会教育長・鈴木忠吉様をはじめ、基調講演を行っていた

だきました桜美林大学高大連携コーディネーター・今村亮様、閉会式にご挨拶をいただきました足立区教

育委員会教育長・大山日出夫様に感謝申し上げます。 

さて、本シンポジウムは、本学に地域学校教育センターを 2016 年に設置して以来開催させていただい

ており、今回で６回目を迎えました。新型コロナウイルス感染拡大が続いており、今回も前年同様に、当

初計画しておりました対面方式を改め、Zoom によるオンラインで実施したところです。 

毎年、それぞれの社会情勢に応じてテーマを変えてまいりましたが、今回は、「大学生ボランティアの関

わり方を探る ～社会に開かれた教育課程から考える～」をテーマに設定いたしました。そして、今回のシ

ンポジウムからは、各活動毎の分類による分科会方式を改め、本学の学生が行った支援活動をすべてお聞

きいただき、その上で、基調講演者、教育機関代表、学校代表と本学学生とがパネリストとなるパネルデ

ィスカッションを行い議論を深めることをねらいとしました。パネルディスカッションでは、大学生がど

のようにボランティアに係るのか、社会に開かれた教育課程の実現のためには、高等教育機関に在学する

学生からどのようにボランティアに係ってほしいのかなどを議論を展開しまして、パネリストの皆さんか

ら貴重なご意見をいただきました。 

今後とも、ご参会の皆さま方からいただいたご意見をもとに明海大学は、地域に根差した大学として、

教育・研究の成果を元に小中高の教育活動の支援を積極的に行ってまいりますので、どうぞよろしくお願

い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

2022  年２ 月５ 日
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２．当日のプログラム 

1 シンポジウムタイトル：2022 明海大学「大学と地域連携の未来」シンポジウム 

2 開催日時、会場： 

【開催日時】2022 年２月５日（土）12：00～16：45 

【会場】 Zoom によるオンライン開催（2206 大講義室） 

3 タイムスケジュール 

時間 内容 

12：30 【開会式】司会：奥山 未彩 （明海大学外国語学部日本語学科４年） 

    出地 佑希 （明海大学外国語学部中国語学科４年） 

【学長挨拶】※Zoom によるリモート登壇 

 安井 利一 

【足立区 区長 挨拶】※動画による登壇 

 近藤 やよい 

【浦安市教育委員会 教育長 挨拶】※Zoom によるリモート登壇 

 鈴木 忠吉 

12：40 【基調講演】「ナナメの関係の可能性」～大学生ボランティアの全国事例から考える～ 

  今村 亮 桜美林大学入学部（アドミッションオフィス）高大連携コーディネーター 

13：40 休憩 

 

学生発表 

司会：奥山 未彩 （明海大学外国語学部日本語学科４年） 

13：50 【グループ A】 大学生による日本語指導支援 

田中 愛唯   （外国語学部日本語学科３年） 

【グループ B】 留学生による児童・生徒との交流 

タン ヅェンシイ （ホスピタリティ・ツーリズム学部ホスピタリティ・ツーリズム学科４年） 

江川 有紗／高橋 勇気 （外国語学部英米語学科４年） 

橋本 ありさ／劉 博文 （外国語学部英米語学科３年） 

三森 茉柊  （外国語学部日本語学科２年） 

チャン ティ ミ ズエン （外国語学部日本語学科１年） 

司会：出地 佑希 （明海大学外国語学部中国語学科４年） 

 

【グループ C】 教育委員会等との連携による児童・生徒支援 

佐久間 健祐 （外国語学部英米語学科４年） 

椎葉 晴斗／高橋 凜／及川 龍之介 （外国語学部英米語学科３年） 

上原 二葉／佐久間 陸人 （外国語学部日本語学科２年） 

【グループ D】 大学生による英語学習支援 

五十嵐 彩音／鵜沢 美里／庭山 航瑠 （外国語学部英米語学科４年） 

加藤 天真／佐藤 向日葵／佐保 翼 （外国語学部英米語学科３年） 

内山 瑞貴／児島 晴香 （外国語学部日本語学科２年） 

15：25 休憩 
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３．参加状況 

明海大学 教員・職員・学生 113 

小学校・中学校・高校等関係者 教員 59 

教育機関 東京都教育委員会 6 

足立区教育委員会 11 

浦安市教育委員会 8 

他県教育委員会 4 

一般 6 

参加者合計 207 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時間 内容 

15：35 【パネルディスカッション】 

大学生ボランティアの関わり方を探る～ 社会に開かれた教育課程から考える ～ 

パネリスト 

今村 亮 （桜美林大学 入学部(アドミッションオフィス) 高大連携コーディネーター） 

田巻 正義 （足立区教育委員会 学力定着推進課長） 

佐藤 幸司 （東京都立南葛飾高等学校長） 

君塚 翔伍 （明海大学外国語学部英米語学科３年） 

R.P.P.マドゥランガ・クマーラ （明海大学外国語学部英米語学科３年） 

コーディネーター 

木内 和夫 （明海大学地域学校教育センター教授） 

司会 

出地 佑希 （明海大学外国語学部中国語学科４年） 

16：35 【閉会式】 

【足立区教育委員会 教育長 挨拶】※Zoom によるリモート登壇 

 大山 日出夫 

【閉会挨拶】 

 高野 敬三 （明海大学 副学長） 
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４．開会式 

４－１．開会挨拶：明海大学 学長 安井 利一 ※リモート登壇 

皆さんこんにちは。ただ今ご紹介をいただきまし

た、明海大学学長の安井でございます。 

本日は、「大学と地域連携の未来」シンポジウム

に多数ご参加をいただきまして、誠にありがとう

ございます。 

このシンポジウムは、2016 年に本学の地域学校

教育センターの活動報告会という形でスタートを

したわけでございますが、今回で６回目を数える

ことになりました。このシンポジウムに対しまし

て、後援をいただきました東京都教育委員会、東

京都足立区教育委員会、千葉県浦安市教育委員会、

時事通信社出版局、そして教育創造育成財団の各

団体には、厚く御礼を申し上げたいと思います。 

またこのシンポジウムの発表に係る学生の諸君

は、それぞれの場所で大変お世話になり、また大

きな学習をさせていただいております。大学を代

表して、各ご参加いただいている皆様に、厚く御

礼を申し上げたいと思います。 

このシンポジウムでございますが、タイトルが

「大学生ボランティアの関わり方を探る」という

ことで、「社会に開かれた教育課程から考える」と

いうサブタイトルが付いております。大学といた

しまして、このシンポジウムを通じ、大学生、学

生のボランティアの関わり方について、今後の在

り方を含めて考察する場といたしたいという風に

思っております。またご多忙のところ、基調講演

者として、大学ボランティア、あるいは 10 代の

若者の状況に詳しい、桜美林大学の今村 亮先生を

お招きしております。 

そしてこの後、４グループでのグループプレゼン

テーションにおきましては、本学の学生、教職員

が実施した、小学校、中学校、高等学校における

支援について、学生の発表を核にしながら紹介を

させていただきたいと思っております。 

そして最後に、パネルディスカッションにおきま

しては、基調講演者の今村先生をはじめ、教育連

携をしております東京都足立区教育委員会 学力

定着推進課の田巻課長、そして東京都立南葛飾高

等学校の佐藤校長先生にもご登壇をいただくこと

になっております。お忙しい中、ご参加いただい

たことを改めて御礼を申し上げたいと思います。 

また本日、ご挨拶として、連携を取っております

東京都足立区長の近藤 やよい様、そして千葉県浦

安市教育委員会 教育長の鈴木 忠吉様にもご挨拶

をいただくことになっておりますし、また閉会式

におきましては、足立区教育委員会 教育長の大山 

日出夫様にもご挨拶をいただくという風に側聞し

ているところでございます。皆様お忙しいところ

ご協力をありがとうございます。 

このシンポジウムから、新たな時代での小学校、

中学校、高等学校、そして大学教育の発展に寄与

する、その方法論というものをしっかりと学び、

そして地域連携の未来というものを広げてくれる

事に大きな期待を持っております。どうぞ今日は

宜しくお願いを申し上げまして、学長としてのご

挨拶とさせていただきます。 

ありがとうございました。 
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４－２．足立区 区長 挨拶：近藤 やよい ※録画登壇 

足立区長の近藤やよいです。前回に引き続き、今

回もオンラインとなりましたけれども、是非実りの

ある議論が展開されますことをご期待申し上げます。 

明海大学様と足立区との連携事業につきましても、

大学の皆様方が本当に考慮をいただきまして、様々

な工夫を通じて実を挙げていただいておりますこと

を心から感謝を申し上げます。 

子供達にとっては、先生ではない、大人ではない、

第３の存在としての大学生の関わりが、子供達の自

己肯定感を育てる為に、大いに成果を挙げていると

足立区でも考えております。 

これからも是非、皆様方と永く win-win の関係が

続きますように、宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

4－３．浦安市教育委員会 教育長 挨拶：鈴木 忠吉 ※リモート登壇 

皆さんこんにちは。ただ今ご紹介頂きました浦安市

教育委員会 教育長の鈴木 忠吉です。本日は 2022

明海大学「大学と地域連携の未来」シンポジウムの

開催、誠におめでとうございます。 

はじめに、明海大学におかれましては日頃より本市

教育行政の推進にあたり、多大なるご理解ご協力を

賜り、この場をお借りして厚く御礼を申し上げます。

ありがとうございます。 

本市と明海大学は平成 29 年３月に、教育委員会と

明海大学との連携に関する協定を締結しております。 

締結以前から、明海大学の学生によるボランティア

活動、あるいは地域国際交流、インターンシップの

受け入れなど行ってきているところですが、この協

定の締結により、本市と明海大学の連携が充実され

てきました。今後もなお一層促進させていくことを

願っております。なお具体的な取組として、本日グ

ループの C と D でも発表があるようですけれども、

教員の英語指導力向上の為の研修や、子供達の学習

支援を行う「青少年自立支援未来塾」、あるいは「ド

ラフトゼミ」、また「うらやすこどもクエスト」など

についても、子供達の学びの充実に繋がっていると

ころです。 

現在、新型コロナウイルス感染症の新たなオミクロ

ン株の出現で、ほぼ全国でまん延防止等重点措置区

域となっており、学校や、幼稚園、子ども園、保育

園の休業が拡大している中、昨年度に引き続き、こ

のシンポジウムを通じて、学校と地域の連携の在り

方を変えていくことは、大変大切なことだという風

に認識しております。 

現在学校教育でも、新学習指導要領に「社会に開か

れた教育課程の実現」が叫ばれています。子供達の

生きる力を育むためには、これまで以上に学校、地

域、家庭が連携していく事が重要であると思ってお

ります。本市では明海大学をはじめ、地域の方々の

様々な力をお借りしながら、新しい時代を切り拓き、

しなやかに生きる子供達を育んで行きたいと考えて

おります。 

結びに、明海大学の益々の発展をご祈念いたします

とともに、本市教育行政へのなお一層のご理解、お

力添えを賜りますようお願い申し上げます。また本

日のこのシンポジウムが、実効あるものとなります

よう、今後とも明海大学と浦安市教育委員会の相互

協力をお願い申し上げ、ご挨拶とさせていただきま

す。本日はおめでとうございます。 
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５．基調講演 

◆「ナナメの関係の可能性」～大学生ボランティアの全国事例から考える～ 

今村 亮（桜美林大学入学部（アドミッションオフィス）高大連携コーディネーター） 

 

― はじめに 

皆さん、こんにちは。マスクを取って失礼いたし

ます。ご紹介いただきました、桜美林大学入学部

で高大連携のコーディネーターをしております、

今村亮と申します。どうぞよろしくお願い申し上

げます。拍手ありがとうございます。 

基調講演ということで、どんな話をしようかなと

考えながら参ったんですけれども、私、まず、こ

ちら明海大学のキャンパスに到着して非常に感動

しておりまして、今、立派な司会をお務めいただ

いたのも、明海大学の学生さんということです。 

しかも、今、こちら、キャンパスには教室にこれ

からご発表いただく学生さんが控えておられまし

て、皆さんそれぞれ非常にカッコよく見えまして、

こういった方々が大学生ボランティアとして地域、

そして学校教育や社会教育の現場で活躍している

んだなと思うと、非常に私も勇気が湧くところで

ございます。私も大所高所からものを申し上げる

ということではなく、大昔、大学生だった頃に一

人の、大学生ボランティアだった一人として、皆

さんと一緒に考える機会にしたいと思います。 

おそらく今日のシンポジウムの本番は私の持ち

時間よりもこのあとに続く明海大学の皆さんから

の現場の事例発表かと思いますので、それによい

トスを上げる前座のようなつもりでこの場を盛り

上げていけたらと思います。どうぞよろしくお願

い申し上げます。 

加えて、本日、Zoom でご参加の皆様にも申し上

げます。今、私、手元の端末で、Zoom の方にも

入っておりまして、皆様に１つチャットをお送り

しました。司会の学生さんからもございました通

り、この回は私が一方的に１時間話し倒すという

よりは、皆様からチャットでコメントを頂いたり

しながら進行したいなと思っております。 

早速なんですけれど、一つ、皆さんにご質問を投

げさせていただきました。皆さん今、どちらの地

域からご参加いただいているか、もしよろしかっ

たら Zoom のチャットでご返信いただくことはで

きますでしょうか。 

お、東京都内。ありがとうございます。こういう

時、一番最初に返してくださる方がいると、講師、

大変ホッといたします。あ、浦安、地元。阿佐ヶ

谷、私の家の近くですね。ありがとうございます。

阿佐ヶ谷、浦安などなど続いていますね。遠い地

域からご参加の方もおられますか？あ、新潟おら

れましたよ。いいですね。私はオンラインでの開

催ということを決して悲観的にとらえておりませ

んで、こうやって全国から皆様にご参加いただけ

るというのも、こうしたオンラインの環境を生か

した形だなと思いまして、このシンポジウムの可

能性を感じているところです。ありがとうござい

ます。あ、中央線多いですね。阿佐ヶ谷、西荻窪、

続いています。私も中央線沿いに住んでおります。

ありがとうございます。 

はい、こんな感じでチャットでもやり取りをしな

がら進めていきたいと思っておりますので、ぜひ、

この１時間ご参加いただきながら、お付き合いい

ただければ幸いです。 

― 学生時代のボランティア活動の経験 

それではスライドの方お願いいたします。映って
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おりますか、ありがとうございます。本日は「ナ

ナメの関係の可能性」ということで、大学生ボラ

ンティアの全国事例を基にご紹介しながら、申し

上げていきたいと思っております。「ナナメの関

係」、聞きなれない言葉かもしれませんが、ふむふ

むそういうことね、とこの１時間を通して思って

いただければありがたいと思っております。基調

講演、お話し申し上げるのは、教育コーディネー

ターを名乗りながら、特に 10 代への教育現場で

お仕事させていただいておる今村でございます。 

司会の方々のご紹介にあった通り、熊本が地元な

んですが、大学進学のタイミングで東京に出てま

いりまして、その時には、今日キャンパスにお集

まりの明海大学の皆さんのように、まさか自分が

教育の仕事をするとはつゆ知らず、大学生活を送

っていたんですが、大学３年生の時に、自分の人

生を変える NPO との出会いがありまして、そこ

で大学生ボランティアとしての経験を積んだこと

が、今の自分の人生を大きく位置付けることにな

りました。 

本日、大学生の皆さんもたくさん参加ということ

で、恥を忍んで当時の写真を探したんですけれど

も、これ、大学４年生の時の私で、当時は廃校に

なった中学校を、NPO 運営のための拠点として

港区が貸し出してくださっていまして、そこに私

はたくさんの先輩達や後輩達と一緒に大学の授業

が終わったら集まって、地域、そして学校現場の

子供達にどんなボランティアができるのかなとい

うことを話しながら過ごしました。もう、時には

自分も学生ですから、自分のテストは大変だし、

アルバイトしないとお金は大変だし、かといって

NPO のボランティアの仕事も大変で、アワアワ

アワとしていたこともあったんですけれども、や

っぱり当時、思いっきり一生懸命頑張ったってこ

とは非常に重要な自分の財産になっているなと思

います。 

ここで、会場の皆さん、そしてオンラインでご参

加の皆さんにもちょっと一つご質問してみたいん

ですけれども、皆さんは、ボランティアの経験、

お持ちでしょうか。これを皆さんにご確認させて

いただきたいと思いまして、今、私の画面に皆さ

んの回答が表示されるようになっております。こ

れからチャットで皆さんに１つ URL を送らせて

いただきます。はい。Zoom の皆さん、これ、届

いていますでしょうか。はい、ありがとうござい

ます。今、送った URL に Zoom ご参加の皆さん、

ちょっとご回答いただいてもいいでしょうか。 

Zoom の皆さんに回答、あ、いいですね、「１～

２回だけある」「今まさに熱心に取り組んでいる」、

どんどん入ってきますね。「ない」って方、正直に

答えてくださってありがとうございます。今まさ

に熱心に取り組んでおられる方も結構おられます

ね。会場の学生の皆さんにもちょっとお聞きした

いと思うんですけれども、私が申し上げるところ

で、拍手をしてもらえたらうれしいと思います。 

では、ちょっと熱心な方からいくんですけれど、

今、まさにボランティア活動に熱心に取り組んで

いる方、拍手をお願いします。ありがとうござい

ます。マイクが拾うように強めの拍手をしてくだ

さった皆さん、素敵ですよ。続きまして、機会が

あれば参加しているという人、拍手をお願いしま

す。２回拍手している方、ありがとうございます。

いいですね。打ち合わせ通り２回拍手していただ

いて、会場を盛り上げてくださっています。素敵

な学生さんですね。続きまして、１回、２回ぐら

いはあるかなという方、拍手をお願いします。あ

りがとうございます。意外と明海大学、先生も１

～２回というところで拍手された先生もおられま

すね。ということは、ボランティア活動において

は、先生より学生の皆さんの方が上だということ

が今１つわかりましたね。じゃあ、ちょっと勇気

をもって教えてください。実はボランティア活動

したことありません、って方、拍手してもらえま
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すか。しにくい。いないということで、進んでみ

たいと思います。ありがとうございます。やっぱ

りね、ボランティア活動、すごく意欲的な方がた

くさんおられると知って、うれしく思いました。 

もう１問、質問したいと思います。ボランティア

活動した方ならば、その体験で何か感じたこと、

持ち帰ったことがあったと思うんです。それを皆

さんには、続いて、皆さんがボランティアの経験

から何を学んだか。ちょっと 10 文字以内のキー

ワードで打ち込んでいただきたいと思います。 

皆様、Zoom でご参加の皆様、同じ URL にちょ

っとアクセスをしてみてください。そうしたら今

度はこの質問が出ているはずかと思います。１人

目がどなたがどんなことを打ち込んでくださるか

ドキドキする時間です。 

会場の皆さんにこれ、「双方向の交流」、頂きまし

た。いいですね。こちらが働きかけるだけではな

くて、接する皆さんからも学びがあるという意味

合いでしょうか。いいですね、「助け合う」そして

「思いやる心」、「win-win」いいですね。冒頭の

ご挨拶にもありましたように、win-win、どちら

かが支援して、どちらかが支援されるという関係

よりも、この win-win のバランスがすごく重要で

すね。いいですね。「利他的な行動のすばらしさ」、

いいですね。素敵な言葉です。「優しさ」、いいで

すね。「相手を思いやる心」、そして「支えあって

いること」、いいですね。いろいろできております。 

こんな風に今、オンラインの皆さんからもどんど

ん出してくださっていますが、「あぁ、ボランティ

アというものは、決して誰かのために犠牲的にや

るものではなく、届ける側も学び、成長していく

ものだよね」ということを、今日ご参加の皆さん

がお感じの通り、このシンポジウムに共有すると

頃から、この議論をスタートしていけたらと思い

ます。「人間関係」、いいですね。はい、ありがと

うございます。こういう win-win の関係というも

のが、どんな意味を持つのか、そしてどんな価値

を生み得るのかということをここからご紹介して

いきたいと思います。 

― 10 代の子供達の自己肯定感の低さ 

それでは私の方の話題の方に入らせていただき

たいと思います。ありがとうございます。こんな

感じでどんどんチャットを使ってやっていけたら

とおもいますので、引き続きご協力ください。 

皆さん、積極的にご参加いただいて、非常にうれ

しく思います。 

それでは、こうしたボランティア活動が諸々、

色々な形で事例がある中で、私が特に問題だと思

って学生時代から向き合っていることをご紹介し

ます。それは、自己肯定感の問題です。 

ある調査によると、55.1％の高校生は、自分には

価値がないと捉え、58.3％の高校生が、自分には

得意なことがないと答え、64.8％の高校生が自分

が関わっても社会は変わらない、そういうふうに

答えているのだと言います。特に私は、10 代の子

供達を対象に、もろもろの活動をやってきており

ますので、こうした高校生の調査、非常に関心を

もって、また、どうしたらいいんだろうと焦りな

がら日々向き合っています。 

今日は、後ほどのシンポジウムでは、高校の先生

もご登壇されるということなので、こうした現状

にも積極的に意見交換させていただきたいと思っ

ているんですが、こうした日本の 10 代の状況を

確認するところから、お話を始めさせていただき

たいと思います。 

10 代の自己肯定感の低さ、もうちょっと詳しく

見ると、国際比較の中では、やはりアメリカ、中

国、韓国などの国と比較しても、日本がことさら

高いという状況が見えていると言います。 
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これ、さらに国を広げて見ると、先進国の方に自

己肯定感の低さが目立つという大きな傾向はある

んですが、先進国を抜き出した時にも、日本の顕

著さが目立つということです。ただ、これを私は

他人事の社会問題というつもりはなくて、どうで

すかね、会場の大学生の皆さんも、自分が高校生

の時、自分はもう自信満々、進路も決まっている

し、勉強も問題ないし、このまま明るい未来が開

けている、そういうふうに思っていた方ばっかり

じゃないんじゃないかと思うんです。 

私自身も高校生の時、熊本で学んでいる頃は、も

う全然勉強はできないし、部活動は、どんなに頑

張っても、レギュラーが取れないし、先輩に怒ら

れてばっかりで、「いや、自分なんて」っていう気

持ちがやっぱりありました。 

こうした世代的、年代的な特徴もどうやらあるよ

うでして、この次の比較も見てみましょうか。 

これは、学年別、年代別の、自己肯定感比較です

ね。画面左側、赤と青の折れ線が子供達、学年な

んですが、どんどん学年が上がるにしたがって、

自己肯定感が下がっていく様子が見えます。 

特にやはり中学２年生から高校２年生の辺り、こ

の辺りが、自分への自信のなさというものを非常

に顕著に感じやすいということで、これは何年代

生まれというものを問わない、青年期という、自

分のアイデンティティや生き方を一つ決めていく、

この年代に特有のものでもあると言えるかと思い

ます。そして、こうした、自己肯定感の問題が、

日本全国に広くある、かつ、10 代に起こりやすい

青年期特有の問題であると同時に、そこに追い打

ちをかけるような「きっかけ格差」もございます。 

― 自己肯定感の格差 

これも一つ一つ見ていきたいのですが、例えば、

自然災害、東日本大震災を例えばはじめとして、

その前に阪神・淡路大震災や中越の震災などもあ

りましたが、日本列島は非常に災害に見舞われや

すい地域でして、もしかしたら今、この瞬間、こ

のシンポジウムの最中にこの会場が震災に見舞わ

れないとも言い切れない状況にあります。こうし

た自然災害に見舞われるということが、ある日突

然、格差を生むということが、例えばあったとし

ます。会場の皆さんの中にも、そういう経験をお

持ちの方、いますでしょうか。 

実は私は熊本地震で自分の母の生まれ育った家

を全壊で失っている間接的な被災体験をしていま

す。この頃の熊本、僕の地元はもう、なかなか大

変な状況になっていて、なんとか残っている交通

手段で駆けつけたら、道にせり出して倒れている

建物がたくさんあったりしまして、こんな時、教

育現場もどうなっているかと言えば、やはり、学

校も被災をして、教育活動がままならない状態で、

今、このコロナ禍と似たような状況で、被災後の

学校現場も臨時休校になったりするんですね。 

そういう中で、子供達がボランティア活動に取り

組む、あるいは取り組まざるを得ない、こういっ

た状況があったりする、これも一つのきっかけ格

差の条件です。 

それから２つ目、地域格差ですね。こちら明海大

学のキャンパスはすごく東京ディズニーランドの

近くで、日本全国からうらやましがられるような

地域ですけれども、私の生まれ育った熊本みたい

な所は、やはりこんな恵まれた都会の環境ではな

くて、どうしても都市と地方の格差みたいなもの

はどんどんどんどん広がっていると言われていま

す。地域の格差は情報の格差、学力の格差、経済

の格差、いろいろな形で日本全国を襲っていると

も言えます。 

では、都会に課題がないかというと、そんなこと

はありませんで、本日、来賓としてご挨拶をされ

た足立区長さんが、非常に先進的に推進されてい
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るように、都市部にも子供の貧困の問題はありま

す。道を１本渡ったら、もう何千万円、何億円と

いうタワーマンションがあるような地域でも、信

号１つ渡っただけで、貧困に苦しむ地域があるよ

うなことも都市部では起こっていたりします。こ

うした格差も見過ごすことはできません。そこに

輪をかけるように、感染症の時代が始まりました。 

本日オンライン開催をしているということは、ま

さに一つのその証左ではありますが、学校の休校

ですとか、いろいろな機会が失われるということ

が、広がっています。一つ、調査を持ってきたん

ですけれども、ちょっと２つあるんで、ごめんな

さい。ちょっと戻ってしまいますが、これは、コ

ロナ後いったい子供達にどんな変化が表れたのか

というデータです。 

グラフが青、水色、黄色、赤とあるんですが、こ

のグラフが高くなっている順にコロナ休校の度合

いがひどい順になります。コロナ休校等が広がれ

ば広がるほど、友達と遊ぶ頻度が下がり、学校で

の生活や活動の充実が下がり、規則正しい生活や

起床・就寝のリズムが崩れ、ということが見えて

おります。 

こうしたコロナ前後の比較、今、コロナ期に教育

環境にある子供達が今までよりさらに難しい状況

にあるといえます。これが子供達にどんな影響を

与えているかというデータもあるんですけれども、

これは、左側に、中止になった行事を並べており

ます。 

運動会、体育祭、遠足、修学旅行などなどあるん

ですが、例えば、高校の運動会・体育祭が中止さ

れることによって、生活習慣の欄に２つバッテン

がついているんですけれども、生活習慣が非常に

崩れるという相関性が見られているというデータ

です。ですので、こうしたコロナ後の子供達は、

いろいろな体験の機会を失っていることで、自分

達の成長する機会を失われ、ここにあるような生

活習慣、心身の健康、非認知能力といったものの

発育が十分になされないということが見えてきて

おります。こちらは日本財団の研究を引用させて

いただいている形になります。 

― 教育は誰が担うべきなのか 

～ナナメの関係の可能性～ 

そんな中で、私が今日、このシンポジウムで皆さ

んと一緒に考えたいことは、教育は誰が担うべき

なのかということです。教育を家や学校に丸投げ

するということは、もはや限界があって、これを

どうやってみんなで取り組む、そんな社会にして

いけるかということが極めて重要であり、その可

能性の一つが、今日、私の目の前、この明海大学

のキャンパスに集まっておられる大学生の皆さん

がなされている学生ボランティア、これがその一

つの希望なのではないかと感じている次第です。 

それでは、ここで今日の本題になります、「ナナ

メの関係」というものを一つご紹介していきたい

と思います。それでは、ナナメの関係の可能性を

今日は考えようということで、投げかけさせてい

ただいているんですが、このナナメの関係ってど

ういうことっていうのをご紹介します。私、これ

をわかりやすく説明するためのスライドを持って

きているんですけれども、こんなに大学生の方が

多いと思わなくて、もしかしたら大学生の方には、

用語が専門用語過ぎる可能性があるんですけれど

も、ちょっとわからなかったらごめんなさい。 
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大学生の皆さん、聞くので、僕がこれから出す図

がわかるかわからないか、教えてください。 

まず、ナナメの関係を、ご説明するために、とあ

る一つのモデルをちょっと作ってきたのですが、

まず、子供中心にこれを考える時にこれはさすが

に誰でもわかるだろうということで、こちらの方、

これ、この人、どなたかわかる人、特に大学生の

皆さん、拍手してもらっていいですか。良かった。

ホッとしましたよ。これは国民的アニメ「サザエ

さん」という作品があるんですけれども、それに

出てくる小学生の長男、磯野カツオ君です。カツ

オ君まではわかるということでちょっとホッとし

たので、カツオ君を一つ中心に捉えながら、ナナ

メの関係をご紹介していきます。カツオ君を取り

巻く環境、皆さんちょっとイメージしてください。

ふむふむ、カツオ君ね。カツオ君、世界、思い浮

かべてくださいね。 

カツオ君の縦の関係に誰がいるかというと、こう

いう人達がいます。この２人、わかる人拍手、あ、

良かった良かった、ありがとうございます。磯野

波平さん、これは国民的昭和の親父ですね。そし

てもう一人が、学校の先生なんですけれども、よ

くよく見ると、髪型もツーブロックで、結構令和

チックなんですが、昭和の学校の先生です。この

波平さんと学校の先生が普段カツオ君とどんなコ

ミュニケーションをしているかというと、やっぱ

り、作品を見てみると「おい、カツオ、宿題はや

ったのか」とか、「カツオ、母さんのお手伝いをし

なさい」みたいな、指示、指導の関係がやっぱり

強いんですよね。で、カツオ君は、大体宿題をや

っていないもんだから「おい、磯野、お前は廊下

に立ってろ」とか言われて、なんかバケツをなぜ

か持たされながら、廊下に立つみたいなシーンが

この国民的アニメ、「サザエさん」の中では何度も

何度も繰り返されているんです。 

これも、僕も小学生の父親でして、今となっては、

この波平さんや先生の気持ちがわかるんですよね。

カツオ君、結構ちゃらんぽらんな男なんです。僕

ん家の子供も男の子なので、同じようなものなん

ですけれども、ちゃらんぽらんな男の子を見ると、

こいつがしっかり社会で活躍するには厳しく指導

しなければいけないと思って、ちゃんと期待をか

けてこういうことを学ぶんだよ、こんな大人にな

るんだよ、これを頑張るんだよ、というふうに、

やっぱり期待をかけちゃうんですよ。なので、ど

うしても、期待をかけながら、指示、指導の関係

になっちゃうのが、こうした縦の関係だなぁと言

えるでしょう。 

一方、この縦の関係に対して、横の関係、探して

みました、この方々わかる人拍手してください。

結構わかりますね。明海大学の皆さんは、結構「サ

ザエさん」を見ているんですかね。これはカツオ

君のクラスの友達で、このツーブロックのメガネ

は中島君です。このミニスカートは花沢さんです。

やたらツーブロックの人が今見ると多いですけれ

ど、ではカツオ君のクラスメートとの普段の関係

はどうなっているかというと、「おい、中島、俺は

将来、日本の子供達を支える先生になりたいから、

大学になったらボランティアとかしたいんだよね」

みたいな話をしているかというと、そういうシー

ンってほぼない。皆無なんですよね。 

普段、じゃあ、カツオ君は中島君と何をやってい

るかというと、「おい、磯野、野球行こうぜ」って

誘われて、「おぅ、行こう行こう」と言って、空き

地に行って野球をするということを毎日毎日毎日

毎日繰り返すばかりで、磯野、お前は本当はどう

したいんだ？将来、何になりたい？日本の未来、

どう考えている？みたいなことは、やっぱり出て

こないわけなんです。 

これも、まぁわかるというか、皆さんも思い返し

ていただきたいんですけれども、今日はこうやっ

て大学主催のシンポジウムで、皆さん発表される

わけですよね。こんな大学に認められた素晴らし

い大学生だということを思い出してください、小

学校、中学校の時の同級生に話すと、ちょっと恥

ずかしいですよね。「お前、ボランティアとかやっ

てんの」「教育とか、そんなやってんの」とか、恥

ずかしさあるじゃないですか。やっぱり、この学

校の教室空間ってものは、ちょっと真面目な話と

か、自分が頑張るみたいなことを何となく「あ、
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そうなの、磯野お前、意識高いね」みたいに、な

んかちょっと、引かれてしまうみたいな横の空気

があったりするわけですよ。 

だから、意外と横の関係っていうのも、自分の本

音とか、未来に向けた前向きなことというのは意

外と言いにくかったりするわけです。 

そんなカツオ君は、閉塞した縦横の関係の中で、

日夜、終わらない日常を過ごしているだけなのか

というと、そうではなくて、私、探しました。カ

ツオ君が本音で自分の弱音を伝えたり、自分の未

来の話をしたりする相手は誰か。探しました。こ

の人。わかる人、拍手してもらっていいですか。

あ、すごい、手前の先生方から沢山拍手を頂きま

したが、後ろの学生さん、結構ご存じでいらっし

ゃって、うれしいです。これはサザエさん界でも

マイナーながらに結構人気を博している方なんで

すけれども、名前を伊佐坂浮江さんと言います。 

そう、苗字で気づいた人もいるかもしれません。

伊佐坂、これは磯野家の裏に住んでいる、小説家

の先生の家なんですね。伊佐坂先生って言ってね。

波平さんと仲良かったりする爺ちゃんなんですけ

れども。伊佐坂先生ん家の娘さんは意外と若くて、

今、中学生なんですね。で、浮江さんが、お隣の

家に住んでいると、カツオ君は、ちょっとテスト

が悪くて落ち込んだ時、先生に怒られて落ち込ん

だ時、「浮江さん」って言って、隣の家に行って、

「あらあらどうしたの、カツオ君」「今日学校でね

…」みたいな話をするシーンが描かれているんで

すよ。 

これってすごくスペシャルなことで、縦の関係に

もない、横の関係にもない、ナナメの関係だから

こそできる、本音の関係がやっぱりここにあるな

と思っていて、私はこれを、「ナナメの関係」と呼

んでいいんじゃないかと思い、特に NPO カタリ

バでは、この用語を大事に使いながら、そして、

今日のこのシンポジウムにおいても、明海大学の

大学生ボランティアの皆さんもこのナナメの関係

と捉えながら、この議論を進めていきたいなと思

っております。 

ナナメの関係とは、親や先生でも、また友達でも

ない、ちょっとだけ未来を生きる年上の先輩。 

このナナメの関係というのが、すごくこれからの

教育にとって、重要なんじゃないかと思うんです。 

一つ、これを裏付けるデータを持ってきました。

これは、国立青少年教育振興機構という日本の地

域連携とか、社会教育を司る国立の機関になりま

す。皆さんオリンピックセンター、行ったことあ

りますか。東京の。オリンピックセンターを運営

しているあそこの組織が、すごく充実した青少年

の調査をやっているので、教育に関わる学生の皆

さん、ぜひ見てみていただきたいんですけれども、

見てみると、親や先生、そして近所の人との関わ

りが多かった人ほど、社会を生き抜く資質・能力

が高いという結果が出ています。 

ただ、どんな親に生まれるかっていうのは、今、

「親ガチャ」なんて言葉が言われたりします。ガ

チャガチャを回して、何が出てくるかわからない

みたいに、自分がどんな親から生まれてくるかわ

からないわけですよね。ですが、それを補うよう

に、地域、近所の関わり方というのが充実してい

れば、その親ガチャ的な要素を埋め合わせていけ

るというようなデータだったりします。 

なので、私が今日、このシンポジウムで皆さんと
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語ってみたいのは、こうしたナナメの関係を昭和

のサザエさんの世界でつくるということと、コロ

ナ以降の令和の今、つくるということは、やっぱ

りアプローチや意味合いに大きな違いがあります

ね。これをどのようにつくっていったらいいだろ

う、ということを皆さんと一緒に考えていきたい

と思います。 

私も答えを持っているわけじゃなくって、現場で

もがき、悪戦苦闘している一人ですので、私も学

生の皆さんからぜひヒントを頂きたいということ

です。 

ここまでで、私の話の前半になりました。皆さん

に、ちょっとここで質問をしてみたいんですけれ

ども、皆さんには 10 代の頃「ナナメの関係」と

思える人はいましたでしょうか。そして、その人

はどんな関係の方だったでしょうか。よろしかっ

たらオンラインご参加の皆さん、チャットでお教

えいただければと思います。それでは２～３分取

りますのでお願いします。 

１人目、どなたか打ってくださったら、私は非常

にありがたいんですけど、ちょっと質問文、バイ

ト先の店長、なるほどですね。共通の趣味で知り

合った方、気になりますね。ちなみに私の子供、

小学２年生で、地元熊本の私が東京で子育てする

って不思議な感覚なんですけれども、デュエル・

マスターズというカードゲームがありまして、知

っている人、拍手してもらっていいですか。あ、

うれしい、ありがとうございます。子供めっちゃ

デュエマ好きで僕も子供と一緒に始めたんですけ

れども、近所にカード屋さんがあって、そこでな

んかデュエマの大会に出たり、強いお兄さん、お

兄さんというかほぼオタクなんですけれども、オ

タクのお兄さん達に教えてもらっているんですけ

れども、それめっちゃいいナナメの関係です。 

共通の趣味、大事ですよね。習い事の先生、いい

ですね。音楽とかね、スポーツとかいろいろあろ

うかと思います。近所や部活の先輩。サッカーの

コーチ、いいですね。やっぱりこういう、この人

が今でも思い出せるな、という 10 代のナナメの

関係の人がいるかどうかっていうのは、その後の

成長や生育にすごく大きな影響があるんじゃない

かと思います。 

社会関係資本なんて言ったりしますね。自分が持

っている憧れの関係性、憧れていなくても何かの

時につながれる関係性というのが、リアルでもい

いし、オンラインでもいいし、サブ垢でも何でも

いいし、つながるということがすごく重要だろう

なと感じます。高校で留年した時の元の学生の旧

同級生。なんか複雑なやつ出てきましたね。あ、

高校で、なるほど、これはぜひ詳しく配信が終わ

ってから伺えたらと思います。残念ながら出会え

なかったという方、わかります。そういう方を取

り残さないようにこのシンポジウムで機運をつく

っていけたらと思います。 

皆さん、チャットのご返信、ご協力ありがとうご

ざいます。それではここから続きまして、こうし

た前提を踏まえて、どんな事例、私が関わってき

たかということをご紹介していきたいと思います。 

まず、私のスタンスなんですけれども、申し上げ

ているように、私は特に 10 代との活動に注力し

ています。なので、今日、後半では小学生を対象

に活動されている方もおられるということで、小

学校なんて私、すごく専門外なので、ぜひ学びた

いところです。 

そして、２つ目のポイントは、みんなで取り組む

ということです。これも最初のキーワードで出て

きたことと一致しているんですけれども、こちら

が支援するという一方的なものではなくて、一緒

にやる、みんなでやるということをすごく大事に

していて、支援する側、される側ということが切

り離されない活動づくりということが大事にした

いと思います。 

また、こういう場って、意識の高い人しか参加し

にくいところはあったりするんですよね。でも、

できるだけ誰でも参加できるようにドアをオープ

ンにしておくこと、そして、ドアをオープンにし

ていることだけでも届かないので、学校としっか

り連携しながら、みんなに届くように工夫をして

いるという、この３つがこれから紹介する全ての

事例に共通する私のスタンスになります。 
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― 事例紹介 

～ユニバーサルアプローチと 

ターゲットアプローチ～ 

それでは事例を見ていきたいと思うのですけれ

ども、この事例は２つに分類されます。最近では、

先ほどご紹介した国立青少年教育振興機構が「ユ

ニバーサルアプローチ」と「ターゲットアプロー

チ」という言葉を使い、活動の分類をするように

なりました。「ユースワーク」という言葉で全体を

大きくくくりながら、その種類を分類するんです

けれども、これ、良かったら学生の皆さんも参考

にしてください。上の、ユニバーサルアプローチ

というのは、どんな子供にでも広く届ける。 

そして、誰でも参加できるような取組になります。

一方で下のターゲットアプローチというのは、よ

り困難な層、マイノリティに届けるという種類に

なります。今日、後半の話題でも、どちらもある

なと思ったので、この区分はちょっと大事にしな

がら、進めたいんですけれども、私の実践事例の

中では、このようになっています。 

今日、全部で５つ紹介していけたらと思うんです

けれども、ユニバーサルアプローチの方では今や

っている高大連携のディスカバ！、また、東京都

の教育委員会でずっと一緒にやらせていただいて

いた出張授業カタリ場（KATARiBA）、そして文

京区で運営している中高生の秘密基地 b-lab（ビ

ーラボ）、そして高校生の自発的な活動を応援する

マイプロジェクト、この４つは誰でも参加できる、

広く届ける、こういう種類のやり方になります。 

一方で、今日、ターゲットアプローチとしてご紹

介したいのは、コラボ・スクールというものです。

これがどんなターゲットに向けられたものなのか

も併せてご紹介します。それでは、紹介してまい

ります。 

まず一つ目の事例が、出張授業カタリ場というも

のです。このように体育館に大学生ボランティア

がお邪魔をして、高校生と対話の時間を 120 分間

持つというものです。 

私が大学３年生の時に、初めて形づくったボラン

ティア活動がまさにこれでした。それは自分自身

も、高校の時、自分がどんな進路に進めばいいか

ということが全くわからなかったし、誰に相談し

たらいいかもわからない、ナナメの関係の相手を

持たない高校生でした。そんな方にでも何かヒン

トを届けられないかという取組です。 

大学生が自分の進路選択や、自分が高校時代に悩

んだことを伝え、伝えることによって、心が動い

た高校生達が、ぽつぽつとしゃべり始めるんです

ね。それを丁寧に聞いていって、ワークシートに

形づくってあげて「こういうこと悩んでいたんだ

ね」と言うと、ちょっとすっきりします。そして

最後に、その日その場で出逢った大学生と「この

後こうしよう」って約束をして解散するというこ

とです。 

今日、実はこの明海大学のシンポジウムにお招き

いただいたのも、この活動が一つご縁になってい

て、もう 15 年も前のことなんですけれども、こ

の大学生ボランティアの活動をずっと草の根で一

部の高校の先生とだけやっていたものを、東京都

の教育委員会の当時の先生方が「これは素晴らし

い大学生の取組だ」ということを見出してくださ

いまして、東京都との連携事業として一気に都内、

そしてこの千葉県、そして全国に広がったという

形になりました。 

今、やはりこのコロナ禍なので、どう見ても密な

んですけれども、こういう活動自体、この同じよ

うな形式はままならないんですけれども、このよ

うに、高校生と大学生が対話を通して交流すると

いう機会は、東京都教育委員会の大きな推進もあ

って、2000 年代～2010 年代をかけて、かなり全

国に広がったなと思っている事例です。 
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私がこういうことをやっている間に、日本列島を

襲ったのが東日本大震災でした。私あの時は、ち

ょうど、大学のキャンパスにいて、明日から春休

みのプログラムとして高校生を招待する大きなイ

ベントを計画していたんですけれども、その時、

日本列島を大きな地震が襲いました。皆さんも、

それぞれ大変な目に遭われたと思います。東京や

千葉でさえ、非常に大きな揺れを経験しました。

輪番の停電や交通機関のマヒなど、私達自身の日

常生活にも大きな影響を受けました。 

ですが、それ以上に大きな影響を受けていたのは、

被災３県と言われる、宮城県、岩手県、福島県で

す。私達、東京で対話の出張授業をやっていたボ

ランティア団体だったのですが、まずは被災地に

行かなくてはということで、東北に飛び出してい

って、東京で集めた募金で預かったお金を持って、

これで何かボランティア活動をしようということ

で、次の活動を始めました。 

それが私にとってのターゲットアプローチにな

るんですけれども、被災地の放課後学校をつくり

ました。震災後って家が流されていますので、日

常生活もままなりませんが、同じように学校もダ

メージを受けていますので、なかなかすぐに学校

再開、ままならないわけですね。そんな時に子供

達を集めて預かって、未来への学びをつくるため

の居場所にしようという取組です。 

制服も何もかも流されたような子達を神社の隣

の公民館に集めて居場所にしながら、教科書も何

も全て流されていましたので、勉強、国語、算数、

本当に基礎的なところしかできないんですけれど

も、考え直し、その中で、私も何か地域のために

やりたいと言い出した高校生と一緒に、地域のボ

ランティアのようなことを進めたりするような場

所でした。 

これは今、宮城県の女川町、岩手県の大槌町、そ

して福島県の広野町に３つあるんですけれども、

今も、10 年たった今でもまだまだ、子供達には震

災のダメージが遅れてやってくるような傾向もあ

りまして、10 年たってもこの活動は続けています。 

また、冒頭に申し上げたように、私、熊本で家族

の被災を経験しています。この東日本の支援をし

ている時に、まさか私の地元が被災するとは本当

に思わなかったんですけれども、２夜連続震度７

の地震が私の地元を襲ったというニュースを受け

て、熊本でも同じようなことができないかと思っ

て、現場を回りました。 

そしてできたのが、これも熊本の避難所、大きな、

全盛期で 1500 人ぐらいが住んでいた大きな避難

地、避難住宅があるんですけれども、そこの集会

所で子供達を集めて毎晩毎晩、勉強をする、勉強

というか居場所ですね、をつくるという活動をや

ってきました。 

こうしたターゲットアプローチ、まず今、ここで

は自然災害を挙げましたが、いろんなダメージを

負った子供達を特に手厚くケアするということは

非常に重要になります。 

こうした取組を被災地だけではなくて全国にも

やっていけないかということで、可能性を見出し

たのが、私は東京都の文京区にある青少年プラザ

という取組です。 

この方は、文京区の区長さん、今でも区長さんで

いらっしゃる方で、なんとか自分の地域を子供達

が地域と学校の切れ目なく学び育っていく地域に

しようということで、文京区って東大がある場所
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なんですけれども、その裏の古い体育館を建て替

えする時に教育センターという先生方の研修なん

かを司る地域との複合施設で、子供達が集まる居

場所をつくろうという計画に参加をさせていただ

きました。 

文京区って言うと、すごく有名な学校が多くて、

小学生全員に近いぐらいが中学受験をするような

地域なんですけれども、それでもやっぱり地域の

課題はあって、勉強熱心過ぎる地域のあまり、子

供達は塾と家の往復をするばっかりで、なかなか

思うように自分の居場所をつくれない、息抜きが

できる場所がないような要素があったりします。 

面白い地域で、8000 人しか在住の方はいないん

ですけれども、外からめちゃくちゃ多くの方々が

通学をしてくるんですね。それは文京区にみんな

が通いたいと思うような有名な学校がたくさんあ

るからなんですけれども、するとどういうことが

起こるかというと、8000 人の地元の子達は、地元

の学校になかなか受からないから、外の学校に通

学しないといけないんですね。 

一方で、外から来る子達は、何なら中学１年生な

のに２時間ぐらいかけてここまで通ってくるわけ

ですよ。だから、地域でのんびりしたり、地域と

交流したりするつなぎ目がないというようなこと

があったりして、それで何をしようかということ

で考えたのが、文京区青少年プラザという子供達

の居場所でした。 

まだ、居場所ができる前の施設建設段階から始め

たのが大学生ボランティアとの連携です。この子

も当時の大学１年生なんですけれども、大学生と

一緒に、こういう新しい私達の場所をつくる仲間

を募集します、と言ったら、地元の中学生、高校

生が集まってくれて、ここに今、「b-lab」ってア

ルファベットで書いてあるんですけれども、文京

区青少年プラザって言うといかにも堅くて、中学

生、高校生にとってはお役所っぽい公共施設みた

いに見えかねないので、b-lab という愛称をこの

子達がつけて、建設が進みました。それで中学生

高校生と一緒に、大学生ボランティアが支えなが

ら、みんなでデザイナーさんと一緒にロゴを作っ

たり、作ったロゴで地域のお祭りに出て行ったり、

そして明海大学のボランティアの皆さんがやって

いるように、地域の学校に出張授業で対話を通し

て、かつこういう場所ができるよという PR をし

たりしながら。 

さらに懐が広いなと思ったのは、この場所をどん

な内装にするかということも子供達と一緒にワー

クショップで考えて、それを大学生がまとめて、

図面に引かれました。こんな施設なので、すごい

んですよ、公共施設なのに充電自由、Wi-Fi 自由、

iPad 貸し出します。そして、楽器の練習ができる

スタジオもあるし、ダンスの練習ができるホール

もあって、鏡めっちゃ広いみたいな感じです。漫

画も置いてあるし、みたいな。 

子供達にとっては本当に放課後、自分達が自分達

らしく過ごせる秘密基地としてオープンすること

ができました。これもやはり重要なのは大学生ボ

ランティアです。私のようなおっさんとか行政の

人、先生や親、縦の関係ではなかなかできないつ

なぎ目を大学生が中心にやってくれたことで、オ

ープンしたすぐにも高校生バンドのライブができ

たり、高校生がすごくのびのびと自分達の個性や

可能性を発揮できる機会をつくることができまし

た。当時の写真を見ると、今でも懐かしく、目頭

が熱くなる思いです。そして、このコラボスクー

ルや b-lab の中で私が見出してきたのは、今度は

これを見ていると、大学生ボランティアが生き生

きやっているから、中学生、高校生自身も、私も

何かやりたい、ってなるんですよね。私も何かや

りたい、ってなった高校生のその取組にマイプロ

ジェクトという名前を付けて、全国の高校生に呼

び掛けることにしました。 

どんなマイプロジェクトがあるか、ちょっと紹介

します。b-labから生まれたのはこんなのですね。

エシカルファッション、ご存じですかね。大量生

産、大量廃棄されるようなファストファッション

ではなくて、倫理的にそして環境的にもすごく優

しいファッション、これを広げるためのファッシ

ョンショーをしようという高校生達のグループで

す。 
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一方、コラボ・スクールを見てみましょう。コラ

ボ・スクールでは、次、どんな地震があっても自

分の子供達、孫達、100 年後の世代にも伝えるた

めの木碑を作るというプロジェクトがありました。 

地元の材木屋さんに木材を提供してもらって、津

波が来たら、迷わず高台に行こう、というメッセ

ージを作りました。 

これ、石碑じゃないっていうのがいいんですよね。

木碑だから腐って字が読めなくなるんですよ。だ

からいいと。４年に１回この木を新しく取り換え

ることで、みんなが震災の時のこと、あの時亡く

なった大切な誰かのことを思い出そうというマイ

プロジェクトです。これは今でも４年に１回取り

換えられる、町の大事な行事になります。 

それから、群馬県ではこんな取組。例えば抗がん

剤治療などで髪の毛が抜けちゃったりする方々が

おられます。そういう方々に、髪の毛の寄付をす

るヘアドネーションという活動をする女子高生達

がいます。写真を見るとみんな髪の毛、長いです

よね。できるだけ自分の髪の毛を伸ばして、その、

本当の人の髪の毛で作るかつらというのが、一番

高級なんだそうです。これを寄付して、安価にか

つらを作ることで、誰かを笑顔にする取組だった

りします。また、どんどん進んでいると、これは

気仙沼なんですけれども、自分の地元を PR する

「気仙沼クエスト」というゲームを作った高校生

もいたりして、自分が大事だと思ったこと、やり

たいと思ったことをどんどん形にする高校生とい

うのが今、日本中に広がっています。10 年前、こ

の取組を始めた頃は、この写真にある、これね、

人がたくさんいるように見えるんですけれども、

よく見てもらうとこの黄色の名札をつけている人

達だけが高校生で、「全国アワードです」って言い

ながら、実はたったの 18 人しか集まらなかった

場所だったんですけれども、年を経るごとに多く

の方が参加するようになって、これがコロナ前最

後の大会です。今日も実は午前中、私の地元の熊

本ではこれの発表会をやっていまして、オンライ

ンで参加することができました。去年は１万 3600

人がこうした活動に参加をするようになっていて、

大学生ボランティアが熱心だった 10 年前、20 年

前の流れから 10 年遅れて、今度は高校生が地域

に飛び出して、活動する時代が始まっていると言

えるでしょう。 

― 教育現場の変化～探究的な学び～ 

では、こうした流れに対応して、学校がどう変わ

っているかを補足をしてまとめに入りたいと思い

ます。昨年度、センター試験がついに終わり大学

入学共通テストが始まりました。そして、来年度、

次ですね、２カ月後の４月からは新しい学習指導

要領が始まり、大きな教育改革の節目を日本の高

等学校は迎えています。簡単に言えば、誰かに答

えを与えられるのではなくて、学ぶ目的を自分で

見出していこうという変化にあり、「探究」という

キーワードを軸に、この改革は進んでいます。探

究という言葉は京都のとある市立高校から始まっ

た言い回しなんですが、今、大きな国の改革の流

れに位置付けられました。 

どういうものかというと、文科省の図ではこうい

うふうに表現されているんですけれども、自分で

テーマを設定して、それに対して調査・分析をし

たり、地域に出て実際に活動したものをどんどん

発表しながら次なる自分の課題にしていこうとい

うことです。 

おそらく明海大学の学生さん達、現場に出た経験

をお持ちの皆さんは、自分が現場に出ることで新

しい視野を学び、次なる自分の関心を見出してい

ったという、このらせん状の学びを経験された方

が多いんじゃないかと思いますが、こういう経験

を高校時代からどんどん積んでいこうというもの

が今回の高校教育改革の主旨になります。 

学びに向かう力というものが非常に重視され、今
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まで通り、知識、技能も当然大事なんですが、そ

こに思考力、表現力、判断力を重ねていきながら、

自分達がどのように学んでいくかという時に、探

究的な学びが大事だというふうにされています。 

社会に開かれた教育課程がないとそうした学び

方も実現しませんので、冒頭のごあいさつで学長

先生が仰ったように、こうした学校教育改革の流

れと、社会の側の連携の余力、もちろんそこで主

役の一つとなる大学生ボランティアの力というも

のが、今、あらためて大きな意味を問い直されて

いると言えるでしょう。これ、大学生の皆さん、

びっくりすると思いますが、というか、専門的に

学んでおられるのでご存じと思いますが、４月か

ら入学する高１の教科、皆さんが学んだ教科、科

目とは全く違うものになります。例えば国語科だ

けで見ても、論理国語、文学国語、国語表現、古

典探究、現代の国語、言語文化という６科目に編

成されて、僕なんて４種なので、自分が見ていた

頃の教科書から全然変わっているなとびっくりす

る次第なわけです。で、この中を詳しく見てみる

と、「探究」という名前がついた新科目が７つもあ

って、この探究的な学び方というのが学校教育、

教科の学びの中でもすごく重視されているという

大きな変化を感じざるを得ません。 

また、この自分で課題を見出していこうという時

に、全然知らないどこか遠い世界の課題を見るの

もいいけれど、それだけではなく自分が内から、

これをやりたい、と思えるようなもの、自分がこ

れからこれに関わっていきたいという内から湧き

出すようなテーマでこれに取り組むということを

大事にするんだよということが学習指導要領の解

説書には書いておられまして、こういった課題、

テーマといかにして子供達が出合うかということ

がすごく重要な問題になっていると感じておりま

す。 

その中で、私は今、桜美林大学の高大連携の仕事

の中で「ディスカバ！」というプロジェクトを運

営しており、未知の体験と出会う場所を子供達に

提供しております。明海大学ももちろんそうだと

思いますが、大学というのは未知の課題の宝箱の

ような場所です。ここにある大きな学びを一つ一

つ拾い集めて、探究のプログラムにして高校生に

届けると。でもそんなのに取り組むのは簡単では

ないので、大学生ボランティアがそれをサポート

すると。なので、背伸びして難しいことに挑戦す

るということと、それを大学生が支えるというこ

の二本立てが今の私の解決策です。 

このディスカバ！の広がりは、本年度１万人参加

の規模になっておりまして 2024 年、新学習指導

要領世代が大学入試を迎える年には３万人に届け

るように頑張っていこうと大学生達と日々頑張っ

ているところになります。 

以上で私からは全国事例をたくさんご紹介させ

ていただきましたが、カッコイイことばっかりで

はなくて現場ではうまくいかないことの方がたく

さんありました。そういう泥臭いことも今日はデ

ィスカッションでお話ししていければうれしいで

すし、大学生の皆さんが経験してきた皆さんの現

場と何か重なるところがあったらうれしいなと思

います。 

それでは最後に私からまとめを申し上げて終わ

りますので、皆さんからのご質問を頂いて私のパ

ートが終了になります。 
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ボランティアの意義と課題です。意義はやはり、

私もどんな教育プログラムよりも大学生の皆さん

をはじめとした人と人が出会うコミュニティの力

というものが最強にパワフルだと思いながら教義、

実践を積み重ねています。誰かに熱を届けようと

いう気持ちが伝播したり、触発して連鎖していく

ということが価値です。おそらく今日お集まりの

皆さんたくさんの子供達に関わってこられたと思

いますが、その子供達、おそらく今度は、自分も

いつかボランティアしようと思うようになるはず

です。この連鎖が繰り返して繰り返して繰り返し

ていくことが、何より重要だと感じています。 

どんな教科書よりもどんな先生よりも、それが最

もパワフルだと感じます。 

ただ一方で、何が課題かというと、私はこれが大

学生ボランティアの皆さんの言わば「やりがい搾

取」と言われるような状況にならないようにする

ための、それを支える大人や仕組み、制度を司る

側の課題に問題を感じます。 

特にコロナ禍以降、大学生が、例えばアルバイト

ができないとか、せっかく上京してきて都会の大

学に通って、アパートも借りたけど、オンライン

授業なのでアパート代がもったいないですとか。

大学生の経済問題も大きな社会問題になりました。 

なので、ボランティアなんだから、勉強できてい

るんだから無報酬でいいだろう、と言える時代は

もはや終わっているかなと。皆さん、大学生ボラ

ンティアの学びを提供するということは、ボラン

ティアのコーディネート側に必ず求められる要素

ではありますが、私としては、そこに金銭なのか

何なのか、何らかの対価、報酬をきっちり意識し

ていくことが、大学生ボランティア側とそのコー

ディネート側の win-win において、もはや欠かせ

ないのではないかと感じております。 

こうしたことが継続性につながっていきますの

で、この支援体制については、私も大学でこうい

ったものをコーディネートする一人として深く自

戒をしながらこの議論を進めていく必要があるな

と感じております。 

これを私の基調講演というか、前座としながら、

今日は皆さんと大学生ボランティアの可能性、価

値について議論できることを非常に楽しみにして

おります。本日はどうぞよろしくお願い申し上げ

ます。ありがとうございました。 

― 質疑応答 

【明海大学 英米語学科４年 矢吹】 

先ほど言っていただいた、大学生のナナメの関係

である大学生がどんどん高校生を盛り上げていっ

て、さまざまな活動を活発にしていくとのことで

したが、地方の大学ほど大学生も少なく、大学生

の層も少ない、大学生の人数も少ないなと感じる

ので、そのようなところは大学数がそもそも少な

い地方なので、どのように大学生を確保するだの

の工夫などはありますか？ 

【今村】 

ありがとうございます。すごく重要なご指摘をあ

りがとうございます。ちなみに地元はどちらです

か？ 

【矢吹】 

地元は福島県で、大学が少ないので。 

【今村】 

やっぱりですね。ありがとうございます。私も地

元が熊本県で、福島県とおそらく状況は似たよう

な形かと思います。特に今回、東日本大震災や熊

本地震で感じたことは、都市部ではない地域の若

者の流出ですね。 

大学生に限らず若者がいない、ボランティアの担

い手がいないということは非常に課題を感じなが

ら現場で運営してきました。ポイントは２つかと
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思います。 

まず１つは、大学生ボランティアとはまたちょっ

と違うスキームで地域活動のスキームがあったり

する場合があります。地域の消防団みたいなもの

や青年団みたいなものが都会とは違った形で昔な

がらの地縁のコミュニティとして形成されていた

りします。それがお祭りや地域の行事を通じて大

事に大事に続いている場合がありますので、こう

した地域連携というのは、都会では逆にできない

可能性だと思いますので、もしご質問者さんも地

元に帰ったらそういった地域コミュニティに目を

向けてみるのもいいのではないかというのが１つ

目です。 

２つ目は、私自身が熊本地震被災地や、東日本大

震災被災地でやったことですが、やはり都会から

こうした地域への若者、大学生ボランティアの還

流ですね。都会で学んでいる人には都会では学べ

ない価値が地方で実現し得ると感じます。こうし

たことが実現できるように、大学連携の中では要

は大学のキャンパスにいなくとも、遠隔地でボラ

ンティアすることが単位取得につながるような仕

組みをつくる、ですとか、そこに来てもらった時

にお住まいや生活費を運営側で支給できる体制を

つくったり、など、都会から地方へ若者を還流さ

せる仕組みづくりというのが重要だなと感じた次

第です。 

以上でございます。 
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６．学生発表（グループ A） 

 

１ はじめに 

本報告は東京都立飛鳥高等学校で日本語指導が

必要な外国人生徒に対して、外国語学部日本語学

科および応用言語学研究科の学生が日本語指導支

援を行ったものである。 

２ 実施概要 

（１）全日制課程（１クラス） 

①  年間実施日（月曜日 計 18 日間） 

５ 月 10 日、24 日、31 日 

６ 月 ７日、21 日   ７月 12 日 

９ 月 ６日、13 日  10 月 11 日 

11 月 １日、 ８日、22 日   12 月 13 日 

１ 月 17 日、24 日、31 日   ２ 月 ７日 

３ 月 14 日 

②  参加者 

生徒  ７名 

学生  上記表題の全日制課程欄に記載の５名 

③  内容 

中上級レベルの読解の指導を、５名の学生が

ローテーションで行った。「読む書くにつなが

る日本語読解」を使い、あるテーマに沿った

長文を読み、その後本文の内容確認をしたり、

自分の考えを作文にしたりした。また大学受

験をする生徒もいるので、大学でも通用する

ような指導を意識した。 

（２）定時制課程（日本語講座３クラス） 

①  年間実施日（水曜日 計９日間） 

５月 12 日 ６月 23 日 ７月７日、14 日 

９月 ８日 10 月 13 日、20 日 

11 月 17 日 １月 19 日 

② 参加者 

生徒  13 名（初級４名/中級５名/上級４名） 

学生  上記表題の定時制課程欄に記載の、 

田中 愛唯以外の６名 

③ 内容 

初級~中級の語彙・文法・読解の指導を、レ

ベル別の 3 クラスに分けて行った。クラスに

よって使用する教材を分けながら、読解を通

じた語彙・文法指導を行った。元気な生徒が

多いので、わかりやすくやる気を保てるよう

な授業づくりを心がけた。 

（３）定時制課程（日本語授業 ２クラス） 

①  年間実施日（木曜日、金曜日 計 41日間） 

４月 22 日、23 日 

５月 13 日、14 日、20 日、 21 日、 

27 日、28 日 

６月 ３日、 ４日、17 日、 24 日、25 日 

７月 １日、 ２日、 ８日、 15 日、16 日 

９月 ２日、 ３日、 ９日、 17 日 

10 月 ７日、 ８日、14 日、 15 日、21 日、 

22 日、28 日、29 日 

11 月５ 日、11 日、18 日、 19 日、25 日、 

26 日 

12 月９ 日、10 日、17 日 

１月 13 日、14 日 

②  参加者 

生徒９名（初級６名/中級３名） 

学生２名 永沼 彩乃、田中 愛唯 

日本語指導支援（東京都立飛鳥高等学校） 

参加学生 

全日制課程 
外国語学部日本語学科４年 高橋 美優、林 城毅 

 ３年  呉 義偉、田中 愛唯、山口 莞奈 

定時制課程 

応用言語学研究科博士後期課程３年 林 苗 

外国語学部日本語学科４年 永沼 彩乃、 

  ファム・ティ・ゴック・ハン、林 城毅 

 ３年 浦野 遥風、菊地 竜星、田中 愛唯  
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③  内容 

「みんなの日本語」を使った文法指導を学習

者のレベルを考えながら行った。生徒の年齢

に幅があるため、生徒ごとの目的を把握する

必要があった。また非漢字圏の生徒も多いの

で漢字の指導も必須であった。 

３ 学校の感想 

全日制課程            副校長 池田 厚 先生 

全日制課程では、毎年「在京外国人生徒募集枠」

で 20 名の外国籍生徒を受け入れています。その

中には日本語が殆どできない生徒も含まれており、

レベルに応じた複数の日本語指導講座を開設して

います。昨年度から、生徒を３つのレベルに分け、

明海大学との連携教育を利用した放課後の講座で

は、一番レベルの高い生徒（今年度 10 名）の指

導をお願いしております。コロナ禍の中でオンラ

インによる講座を併用して開設していただき、生

徒たちも楽しく授業を受け、日本語力の向上に繋

がっています。 

日本語教育は、今後、全都立高校で必要になると

思いますし、本校のようにきめ細かい段階を踏ん

だ日本語講座を設定・整備することが、急務であ

ると思います。 

主任教諭 會田 哲也 先生 

全日制課程では日本語講座を習熟度に応じて４

種類設置しており、明海大学の講座では最も習熟

度の高い数名が学んでいます。 

今年度は計 18回の授業を対面とオンラインの形

態で実施しました。生徒たちは年齢の近い先生方

に教えていただくことで、自らの進路の模索につ

いても良い刺激を受けています。 

定時制課程      副校長 東 達康 先生 

日頃から本校の日本語指導にご支援、ご協力を賜

り、誠にありがとうございます。お陰様で日本語

指導支援員の皆様のお力添えで今年度日本語能力

検定試験に挑戦する生徒が、昨年度よりも増加し、

合格者を輩出することができました。きめ細かい

指導と継続して支援を行うことで生徒のモチベー

ションも向上し、成果を出すことができました。

今後ともよろしくお願いいたします。 

                      教諭 紺野 敦志 先生 

昨年度本校に新設された学校設定科目「日本語」

において、今年も本校の教員と明海大学からの日

本語指導支援員による習熟度別の授業を行った。

習熟度別での指導によって、生徒それぞれの能力

に合わせた日本語指導をすることができた。生徒

は日本語の勉強に積極的な姿勢を持つようになり、

「日本語」の授業を受けた多くの生徒が今年日本

語能力試験に挑戦し、今までになく多くの合格者

を出すことができた。 

４ 見えて来た今後の課題 

母語も年齢も多様な生徒の日本語学習の目的を

きちんと把握して取り組むことが大切である。 

５ 実施してみての感想 

生徒の「わからない」が「わかる」に変わった時

や、楽しかった、よくわかったと言ってくれた時

にやりがいを感じる。 

（日本語学科３年 田中 愛唯） 

６ ２月５日の発表 

２月５日のシンポジウムでは、外国語学部日本

語学科３年田中愛唯が登壇し、上記の取組内容を

報告するとともに、日本語を教えることの意義に

ついて語った。 
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１ はじめに 

東京都立南葛飾高等学校で外国にルーツを持つ

日本語指導が必要な生徒に対して、外国語学部日

本語学科及び応用言語学研究科の学生が日本語支

援を行った。 

今年度は、コロナウィルスの感染対策を十分にし

た状態で、対面での日本語指導支援を実施するこ

ととなった。授業の実施にあたり、高校の先生方

に多大なご尽力を賜っている。 

２ 実施概要 

（１）年間実施日（火曜日、金曜日 計 30 日間） 

４ 月 20 日、23 日、27 日 

５ 月 11 日、28 日 

６ 月 １日、15 日、18 日、22 日 

８ 月 25 日、26 日、27 日 

９ 月 10 日、28 日 

10 月 ５日、 ８日、26 日、29 日 

11 月 ２日、 ５日、16 日、19 日 

１ 月 14 日、18 日、21 日 

２ 月 １日、 ４日、 ８日、15 日、18 日 

※８月 25 日～27 日は夏期講習を実施 

（２）参加者 

２クラス 生徒約 20 名 

参加学生 上記表題に記載の 10 名 

（３）内容 

N３を目指すレベルの生徒に対する JLPT 対

策・産出力（話す・書く）の育成が中心である。

JLPT に合格をしても、長文を読んだり、作文

をしたりすることが苦手という生徒が多いの

で、運用力を上げる授業内容を工夫している。 

 

 

 

 

３ 学校の感想 

東京都立南葛飾高等学校 

校長 佐藤 幸司 先生 

本校が在京外国人枠入学者選抜制度を導入して

６年目となりますが、この間、日本語指導を中心

に様々な支援をいただいています。コロナ禍の続

く今年度においても明海大学の学生の皆さんには、

熱心に指導に来ていただき、不安を抱えて入学し

てくる日本語支援の必要な生徒同士のコミュニケ

ーション、関係作りにも効果のある授業を展開し

ていただきました。生徒が学校生活に適応する助

けとなり、大変ありがたく思っております。引き

続きご支援をお願い申し上げます。 

教務部 西川 真吾 先生 

本校の第１学年の在京外国人生徒を対象に、週２

回、生徒の日本語レベルに応じて日本語指導をし

ていただいています。生徒にとって親しみやすい

「お兄さん」「お姉さん」たちに教えていただくこ

とで、生徒は日本語を楽しく意欲的に学んでいま

す。そのため、多くの生徒が日本語能力試験に合

格するとともに、学校生活が充実し、希望進路実

現につながっています。本当にありがとうござい

ます。 

４ 参加生徒の感想 

李 雯雅 さん 

私は入学してから毎週火曜日、金曜日に日本語指

導に参加して、たくさんの日本語を学ぶことがで

きたと思います。先生たちのおかげで日本語のコ

ミュニケーション能力も高くなり、毎回楽しく授

業を受けることもできました。毎週、優しく教え

てくださった先生にとても感謝します。 

この１年間、日本語指導を受けたことで、とても

よい経験ができたと思います。これからも日本語

の勉強をもっと頑張っていき、日本語検定も取り

日本語指導支援（東京都立南葛飾高等学校） 

参加学生 

応用言語学研究科博士前期課程２年  枝常 姫香、富田 遼太郎 

 １年   沈 伽迪、楊 凱 

外国語学部日本語学科    ４年  工藤 楓、永沼 彩乃 

     ３年  菊地 竜星、角田 涼輔、田中 愛唯、山口 莞奈 
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たいと思います。 

成沢 ジョン蓮 さん 

JLPT の N３に合格できました。N３に合格する

のは難しいと思っておりましたが、授業で学んだ

問題が出ました。N３に向けて、７時間目の日本

語授業を頑張りました。先生方の授業はとても分

かりやすく、単語や文章の意味も詳しく教えてい

ただきました。授業のプリントを何回も勉強しま

した。今後は漢字の勉強をもっと頑張ります。 

５ 見えて来た今後の課題 

指導面では、産出面の強化を図ることを目ざした

が、最初はなかなか答えたり書いたりしてもらえ

なかった。限られた回数なので、早期に言語産出

に必要なラポールを形成することは今後の課題の

一つとしてあげられる。 

６ 実施してみての感想 

生徒さんは全体に静かなので、こちらから積極的

に話しかけることを意識している。生徒個人によ

って反応にちがいがあるが、生徒同士でわからな

い問題を母語で相談している様子もみられた。 

支援の回数を重ねるにつれて、生徒さんの方から

話しかけてくれるようになった事が嬉しい。 

（日本語学科 3 年 角田 涼輔） 

７ ２月５日の発表 

２月５日に開催したシンポジウムでは、外国語学

部日本語学科３年田中愛唯が登壇し、実施報告を

行った。ここでは報告内容の抜粋を記す。 

南葛飾高校の日本語の授業では、「読む書くにつ

ながる日本語読解」を使用し、文法と読解の指導

を行った。JLPT の N３レベルを目指している中

級クラスであった。JLPT、日本語能力試験は上

から N１～N５まである。JLPT の N３に合格し

ていても、長文を読んだり作文を書いたりするこ

とが苦手という生徒が多いので、運用力をあげる

授業内容を意識した。穏やかな生徒が多いので、

指導者の側から積極的に話しかけ授業を行うこと

を心がけた。 
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７．学生発表（グループ B） 

 

１ はじめに 

世界のさまざまな国・地域から来ている本学の留

学生及び教職課程を履修している学生と足立区の

小学生が英語を使って異文化交流する「明海大学

あけみ英語村」は、今年度で５年目の取組みとな

った。 

今年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の

ため初めてオンライン形式で開催した。大学図書

館のラーニングコモンズに会場を設け、そこから

Zoom を使って小学校側へ配信をした。本学側で

は、参加する学生に対しては、マスク着用やこま

めな換気、手指消毒などの感染症対策を徹底させ

て実施した。コロナ禍でも例年通り、２回実施す

ることができた。 

２ プログラム 

（１） 開村式（10 分） 

（ア） 安井学長あいさつ 

（イ） 小学生代表あいさつ 

（２） パトリツィア教授とタイソン准教授に 

よるコミュニケーション・アクティビティ 

（30 分） 

（３） 留学生による各国英語村（45 分） 

（４） 閉村式（10 分） 

（ア） 高野副学長あいさつ 

（イ） 小学校校長挨拶 

（ウ） 小学生代表あいさつ 

３ 主なアクティビティの特徴 

（１） コミュニケーション・アクティビティ 

パトリツィア教授の母国アメリカとタイソン准

教授の母国カナダの文化について、両先生が写真

をたくさん使ったパワーポイントを通して紹介を

した。その後、チャンツに合わせてお互いの好き

なことについて小学生とやり取りをした。小学生

も元気よく英語で自分の気持ちや考えを伝えるこ

とができた。 

（２） 留学生による各国英語村 

アメリカやスリランカ、台湾、中国、フィリピン、

ベトナムの計６か国・地域出身の留学生が小学生

と Zoom のブレイクアウトルームを使って交流し

た。留学生が時刻を紹介するパワーポイントを見

せながら、小学生とやりとりをしながら英語での

コミュニケーションを楽しんだ。 

明海大学あけみ英語村 2021－小学生異文化交流プロジェクト－ 

第１回 

日時 2021 年 10 月６日（水）14 時～16 時 

参加者 
足立区立興本小学校 ５年生 73 名、本学留学生８名、本学教職課程履修生名 10 名、 

教職課程センター及び多言語コミュニケーションセンター、足立区教育委員会 

第２回 

日時 2021 年 10 月 21 日（木）14 時～16 時 

参加者 
足立区立足立入谷小学校 ５年生 24 名、本学留学生８名、本学教職課程履修生 16 名、

教職課程センター及び多言語コミュニケーションセンター、足立区教育委員会 
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図 1 

図 3 

図 2 

図 5 

図 4 

図 6 

４ 小学生アンケート結果及び分析（一部抜粋） 

（アンケート回答者：興本小学生・  教員 78 名 

足立入谷小学生・教員 27名） 

図１から、「とても楽しかった」と「楽しかった」

を合わせた肯定的回答が興本小では 94.9％あっ

た。ほとんどの興本小学生が「あけみ英語村」を

楽しんでくれたことが分かった。また、図２によ

ると「先生や留学生の英語は分かりましたか。」と

いう質問に対して、肯定的回答が 84.5％あった。

図３では「英語で伝えたいことは伝えられました

か。」という問いには、91％が肯定的に回答した。

この結果から、この事業を楽しむだけでなく、英

語を聞いて理解したり、話したりしてコミュニケ

ーションする楽しさを体験したようである。 

 

 

 

 

 

 

次に、足立入谷小であるが、図４では肯定的回答

は 96.3％と高評価であった。また、88.9％が英語

を理解できたと肯定的に回答した。図６からは、

「だいたい伝えられた」が１番多かったが、英語

で伝えられたことに 96.3％が肯定的に回答した。

両校のアンケート結果から、小学生はこの事業を

かなり肯定的な体験と捉えることができたようだ。

英語を理解できたり、伝えたりできたことから、

英語に対する前向きな態度を育成する貴重なきっ

かけになったのでないか。 

最後に、小学生のコメントを紹介する。 

 あけみ英語村で色々なことを学びました。 

もともと私は、英語で話すのが苦手でした。

でも今回色々な留学生や大学生のお兄さ

ん・お姉さんと話すことができて英語が好き

になりました。そして色々な国の文化などが

わかりました。またとにかくなんでもいいか

ら話せば伝わること、英語は、話せば話すほ

ど相手に伝わることがわかりました。 
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１ はじめに 

足立区と連携協定を締結した 2016 年度より、足

立区教育委員会と連携して小中学校に対して本学

の研究・教育資源を生かした英語教育支援をおこ

なってきた。その一環として、世界のさまざまな

国・地域から来ている本学留学生が足立区の小中

学生と英語を使った異文化交流学習会をおこなっ

てきた。 

今年度は、コロナ禍２年目であったが異文化交流

学習会を２校の足立区立中学校とオンラインで開

催することができた。本学の図書館のラーニング

コモンズを会場として Zoom を利用して配信した。 

参加する留学生は、マスク着用や手指消毒などの

感染症対策を徹底して実施した。以下に、足立区

立扇中学校でおこなった交流学習会について簡潔

に記した。 

２ 足立区立扇中学校との異文化交流学習会 

① 参加者：本学留学生５名と中学２年生 70名、

３年生 57 人 

② 参加留学生の出身国：アメリカ、スリランカ、

台湾、フィリピンの計４か国・地域 

③ 概要：留学生５名は、２時間目と３時間目の

英語の授業に参加した。留学生は一人ずつ

PC を使い、中学生は４、５人の６グループ

に分かれ、グループ単位で１台のタブレット

を活用して Zoom のブレイクアウトルームに

入り、留学生と交流した。留学生は写真など

を使って自分自身や自国の文化を紹介した。

また、中学生 も自分たちで予め調べておい

た都道府県の１つや自分の興味のあるトピ

ックについて英語で紹介し、その後留学生か

らの質問に頑張って答えた。中学生も留学生

も英語を使ってのコミュニケーションを楽

しんだ。 

３ 足立区立新田中学校との異文化交流学習会 

① 参加者：本学留学生７名と中学１年生 

約 190 人と２年生約 170 人 

② 参加留学生の出身国：スリランカ、台湾、中

国、フィリピン、ベトナムの計５か国・地域 

③ 概要：留学生７名は、３時間目と４時間目の

英語の授業に参加した。留学生は一人ずつ

PC を使い、中学生はクラスごとに６クラス

に分かれ、クラス単位で１台のタブレットを

使用しました。Zoom のブレイクアウトルー

ムを活用した。留学生は写真などを使って自

分自身や自国の文化を紹介し、中学生も自分

の好きなトピックについて英語で紹介し、そ

の後留学生から質問を受けるなど英語で頑張

ってやり取りした。 

足立区中学校異文化交流学習会 

今年度参加校 
足立区立扇中学校 実施日 2021 年 11 月 ５日 

足立区立新田中学校 実施日 2021 年 11 月 15 日 
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図 3 

図 2 

図 1 

図 4 ４ 中学生事後アンケート結果及び分析 

（一部抜粋） 

（アンケート回答者：      扇中学生   117 名 

新田中学生 356 名） 

事後アンケートで９つの質問をした。まず扇中学

校の結果であるが、「英語は必要と感じたか」の質

問に対して、生徒たちのほとんど全て（94.9％）

が肯定的に回答した（図１）。 

必要性を感じないとやる気も起きてこないもの

である。しかし、自分にとって必要だと感じられ

れば、英語学習への大きな動機づけになる。 

図２では、87.2％が「英語学習をさらに頑張りた

い」と肯定的に回答した。今回の事業が１度限り

のイベントで終わることなく、日頃の英語学習へ

の肯定的な波及効果をもたらすことがこの事業の

主目的の１つであるが、この回答結果からこの目

的は達成できたと言えるだろう。 

次に新田中学校の結果であるが、図３からは

97.2％は「英語が必要だ」と感じたようだ。扇中

学生以上に英語の必要性を感じる貴重な体験がで

きたようだ。 

さらに図４からは、日頃の英語学習へのやる気に

関して扇中学生以上に多くの中学生がやる気を持

つことができたようだ。上述したように、この事

業の大きな目的が達成できたと改めて確認できた。 

最後に、中学生のコメントを紹介する。 

 言葉が違う中で自分の伝えたいことが伝わる

かどうか、また相手の言っていることがわか

るのか最初はわからなかったし不安でした。 

ですが交流が進んでいくにつれて中学校で習

っている英語でも留学生の方々と会話ができ

ることに驚きました。だから、中学英語だけ

でなくこれからもっといろいろな英語を学ん

でいけば沢山の人と会話ができるのかなとワ

クワクします。また機会があったら今回の交

流以上に進化した内容のお話ができるように

英語の勉強を頑張りたいと思います。 

 留学生の方と交流することが初めてで、凄く

緊張しましたが、とても楽しんで話を聞くこ

とができました。英語は凄く苦手ですが、今

回の交流で英語の大切さを改めて実感したの

で、英語が少しでも話せるように頑張ろうか

なと思いました。 

 留学生の皆さんは、とても日本のことが大好

きだとわかりました。その中でスリランカの

留学生は高校生の頃から日本語を勉強して、

今も好きな教科は、日本語ということを聞い

て、とても日本のことが大好きだとわかりま

した。そして外国の方と交流するには英語が

とても大切だと身を持って感じました。 
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大学生と話そう会 2021 

１ 実施概要 

９月 26日に都立飛鳥高校の日本人生徒３人と在

京外国人生徒４人、都立南葛飾高校の日本人生徒

10 人の計 17 人が、本学の学生７人と Zoom を通

して懇談する「大学生と話そう会 2021」が開催さ

れた。このイベントの目的は、高校生が明海大学

の学生と交流することにより大学で学ぶことの魅

力、大学生活の魅力、明海大学の魅力などについ

て理解を深めていただくことである。コロナ禍に

よる緊急事態宣言の相次ぐ延長のためオンライン

での開催となり、２校のそれぞれの教室と本学の

講義室とをつないで実施した。 

Zoom のブレイクアウトルーム機能により２校

が２グループに分かれ、それぞれのグループを担

当する本学の学生たちにさまざまな質問をした。

質問の内容は、大学の日常の生活、恋愛、授業、

部活動、ボランティア活動、アルバイト、大学に

進学しようと思ったきっかけ、大学と高校の違い、

大学受験準備、明海大学の魅力など多岐にわたり、

学生がそれに答えていった。 

参加した高校生からは、「大学は学生と先生との

距離が離れていると思っていたが、明海大学は先

生が学生に本当に親身になって教えたり相談にの

ったりしていることを学生の皆さんから直接伺う

ことができた」などの声が聞かれた。 

２ 生徒の感想 

都立飛鳥高校             ケーシー・ネハ さん 

明海大学の先輩たちから、学科の特徴など色々な

ことを教えてもらうことができました。自分が知

りたいことも質問できて、答えていただくことが

でき、とても嬉しかったです。先輩たちと一緒に

話すことができて楽しかったです。ありがとうご

ざいました。 

都立南葛飾高校 ３年        播磨谷 洸 さん 

先日の「大学生と話そう会」では、大変貴重なお

時間をいただき、ありがとうございました。大学

生になるにあたって気になる事や不安な事を、先

輩方にお尋ねすることができて、キャンパスライ

フがより楽しみになりました。一緒に参加した同

級生たちと一緒に合格ができて、本当に嬉しいで

す。４月からお世話になりますが、４年間、よろ

しくお願い申し上げます。 

３ 学校の感想 

都立南葛飾高校進路指導主任  武田 陽三 先生 

「大学生と話そう会 2021」においては、南葛飾

高校から 10 名の生徒が参加させていただきまし

た。生徒たちは、先輩方をはじめ、教授の先生方

からのメッセージもいただき、明海大学の良さや

自分の学生生活について、より強くイメージする

大学生と話そう会 2021、田柄高等学校訪問交流会 

大学生と話そう会 2021 

参加学生 

外国語学部日本語学科２年 三森 茉柊、１年 能勢 舞桜 

外国語学部英米語学科４年 高橋 勇気、３年 及川 龍之介、小林 悠太 

経済学部経済学科    ３年 史 楷鋒 

ホスピタリティ・ツーリズム学部ホスピタリティ・ツーリズム学科１年 

 シャルマ・ススミタ 

田柄高等学校訪問交流会 

参加学生 

外国学部日本語学科  ４年 ゼン・シンウ、テン・ミョウ 

外国語学部英米語学科３年 R.P.P.マドゥランガ・クマーラ、リュウ・ハクブン 

                    １年 カ・ジャフ、コ・コウセイ、チャン・ズイ・ヒエン 

                         チャン・ティ・ミ・ズエン、グエン・フォン・ジャン 

                         チン・カジ、トウ・ゴウ 

経済学部経済学科    ４年 チン・シンハン、１年 チョウ・テイ 

ホスピタリティ・ツーリズム学部ホスピタリティ・ツーリズム学科４年 タン・ヅェンシイ 
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ことができました。また、受験に向けてのモチベ

ーションを大いに上げる機会となり、その後の勉

強にも一層力を入れて取り組むことができました。

本当にありがとうございました。 

４ ２月５日当日の発表 

２月５日のシンポジウムでは、外国語学部日本語

学科２年三森茉柊と外国語学部英米語学科４年高

橋勇気が登壇して本事業の発表を行った。 

発表では、上記の実施概要の報告のほか、学生

自身の感想として、「コロナ禍により、対面での懇

談には至らなかったが、高校生と交流し、明海大

学のことや学生生活のことを知ってもらういい機

会になった。」ことなどが語られた。 

田柄高校訪問交流会 

１ 実施概要 

７月７日に、本学と高大連携校である東京都立田

柄高等学校において留学生との交流会が行われた。

これは、本学外国人留学生と高校生との交流を通

じてお互いの文化に触れ理解を深めることを目的

としたものであった。本学からは、中国、台湾、

ベトナム、スリランカ出身の本学外国人留学生 14

名が交流会に参加した。その後、留学生は田柄高

等学校の１年生５クラスに行き、それぞれ自国文

化について思い思いの写真や動画やスライド資料

を投影しながら紹介を行った。 

最後に留学生全員が視聴覚教室に集まった。校長

先生から英語での歓迎のごあいさつをいただき、

国際交流委員を務める生徒たちと懇談して交流を

深めた。参加した留学生の一人は、「このように異

文化の人たちが集まって協働学習を行うことは、

とてもいい経験になります。」と語っていた。 

２ 生徒の感想 

都立田柄高校１年     ラハパール・ススマ さん 

明海大学の留学生の皆さんが、都立田柄高校に

来ていただいた交流会のひとときは、素晴らしい

体験になりました。「祖国紹介」を英日両語で行

った後、プレゼンテーションソフトを使ってクイ

ズショーを日英両語で行いました。クラスみんな

で笑顔になることができました。直接お互いに個

人の趣味を聞き合うなどもできました。 

Please … come and visit us again! 

３ ２月５日当日の発表 

２月５日のシンポジウムでは、外国語学部英米

語学科３年リュウ・ハクブンと外国語学部日本語

学科１年チャン・ティ・ミ・ズエンが登壇し発表

を行った。発表では上記の実施概要の報告の他、

懇談会の席上で田柄高校の生徒に、多様な文化の

違いを乗り越えて協力しながら学校生活を楽し

んでほしいとのメッセージを送ったことが語ら

れた。 
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８．学生発表（グループ C） 

 

１ はじめに 

東京都教育委員会では2016年度から都立高校生

の基礎学力の定着を図るために放課後の補習授業

「校内寺子屋」事業を実施している。東京都立葛

西南高等学校では事業開始当初からこの事業に数

学と英語で参加し、６年目を終えようとしている。

英語に関しては本学の学生が一貫して講師を務め

ている。 

２ 実施の概要 

（１）実施期間 

第１学年火曜日クラス（計９回） 

2021 年 10 月５日～2022 年１月 18 日 

第１学年木曜日クラス（計 12 回） 

2021 年 10 月７日～2022 年１月 20 日 

（２）実施場所 

東京都立葛西南高等学校５階教室 

（３）対象生徒 

東京都立葛西南高等学校１年生約 20 名 

（４）講師担当者（計７名） 

上記表題に記載の学生で、いずれも教職課程

履修者 

（５）教材 

「とってもやさしい英語中学１年」（旺文社） 

他及び講師作成教材 

３ 実施の様子 

学生が３名で担当する形を基本とした。英語に苦

手意識をもちながらも、校内寺子屋での授業を機

に学び直しに意欲を示す生徒や、学習を諦めそう

になっている生徒など、さまざまな生徒と向き合

う中で、教職が単なる知識の伝達ではなく人を育

てる仕事であることを痛感する貴重な機会となっ

た。 

４ 実施してみての気付きと感想 

長いようであっという間に過ぎた４か月間でし

た。初めて生徒に向けて授業をする私は、さまざ

まな課題にぶつかりました。その中でも「生徒が

答えやすいような発問を心がけること」「全員がそ

の問題について理解すること」を最後まで意識し

て取り組みました。コロナウイルスの影響で少し

しか生徒の皆さんと過ごすことができませんでし

たが、貴重な経験になりました。    （磯野 奨） 

私は校内寺子屋で初めて教える立場になりまし

た。最初は緊張して思い通りに授業ができないこ

ともありましたが、講師同士で教え方や授業進度

などを話し合い、情報を共有しながら生徒に分か

りやすく教える工夫をしました。プリントや授業

アンケートなどを自分たちで作りました。私は生

徒のわかった！を聞くことでやりがいを感じるこ

とができました。                （上原 二葉） 

私は校内寺子屋に参加してみて、人に物事を伝え

ることの難しさを感じました。特に初回の授業で

は緊張して納得いくような授業をすることが出来

なかったり、生徒とコミュニケーションを上手く

取れなかったりといったことがありました。しか

し回数を重ねるうちに少しずつ授業をすることに

も慣れ、生徒と有意義な時間を過ごせました。 

（内山 瑞貴） 

私は寺子屋を経験し、感じたことが２つあります。

１つ目は、教えることの難しさです。友達に教え

るのとは異なり、過程や考え方を説明することが

複雑に感じました。２つ目は、教師の大変さです。

授業前に予習やプリントの準備はもちろん、生徒

の考えを予想し、授業プランを練ることがいかに

大切かを身に染みて感じました。  （桑原 百蘭） 

校内寺子屋では貴重な経験をさせていただきま

した。事前に授業範囲を予習し、授業用のプリン

トを作成し、黒板の前に立って、生徒の皆さんと

東京都立葛西南高等学校「校内寺子屋支援」 

参加学生 
外国語学部英米語学科２年 磯野 奨、上原 二葉、内山 瑞貴、桑原 百蘭、児島 晴香 

 小林 優汰、佐久間 陸人 
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一緒に授業を作ることができたので、一回一回の

授業が自分にとってとても身になるものでした。

また、生徒の皆さんとたくさんコミュニケーショ

ンを取ることができたので、私自身たくさん元気

をもらうことできました。        （児島 晴香） 

まず初めに、勉強を教えるということは簡単なこ

とではありません。しかし生徒と触れ共に学ぶこ

とで培うことのできることは言葉では表すことが

できない程に意義深く豊かなものであります。与

えることだけが教育ではなく、生徒から与えられ

ることにも大きな意味があります。私の寺子屋で

得た経験は必ず今後の人生に活かされていきてい

くと確信しています。            （小林 優汰） 

この活動を通し、集団に教える立場の難しさを改

めて感じました。全体の反応、雰囲気などを見な

がら授業を進めていかなければいけないことを学

びました。また、生徒の興味をいかに勉強に向か

わせるかという点も難しくこれからの課題である

と感じました。この活動で培った経験をもとに、

さらに自分のスキルを磨き、良い教師を目指した

いと思いました。              （佐久間 陸人） 

５ 学校の感想 

東京都立葛西南高等学校長    関山 勝之 先生 

本校１年生を対象とする英語学習の放課後基礎

指導「校内寺子屋」に７名の学生を派遣いただき

ました。苦手意識のある英語を、基礎基本から「年

齢の近いお兄さん・お姉さん」が指導してくれる

ことは、生徒にとって親近感と安心感があり、基

礎学力の定着に結びつきました。感謝申し上げま

す。 

１年 小西 和輝 さん 

短い期間ではありましたが寺子屋での勉強は僕

にとってとても良い体験になりました。 

英語の授業を大学生の三人に教えてもらいまし

た。はじめはどんな雰囲気なのか、どんな人たち

が教えてくれるのかわからず少し緊張しました。

しかし、笑顔で僕の質問にうなずいてくれ、生徒

一人ひとりに優しく接してくれて安心しました。

先生がずっと黒板を書くのではなく一つの問題に

対してみんなが考える時間を確保してくれて、生

徒が間違っていたら生徒自身の力で答えにたどり

着くようにフォローしてくれました。 

１年 赤﨑 匠 さん 

僕は寺子屋に参加して良かったと思います。なぜ

なら寺子屋に参加してから定期考査で良い点を取

れたからです。寺子屋では授業の復習をしてわか

らないところがあれば先生に聞いて、わかるまで

教えてくれるから自分で理解でき、定期考査で良

い点を取れているから寺小屋に参加してよかった

と思いました。 

６ ２月５日当日の発表 

２月５日のシンポジウムでは、外国語学部英米語

学科２年上原二葉及び佐久間陸人が登壇して報告

を行った。報告では、授業の準備や授業中で工夫

したこととして、①生徒の学習定着度に合わせた

補助教材を用意したこと（プリントなど）、②分か

りやすい板書計画を心掛けたこと、③生徒と目線

を合わせたこと、④生徒と一緒に授業を作ったこ

と、⑤授業改善のため振り返りを実施したことな

どが話された。また、授業を受けた生徒の感想と

して、①年齢が近いため相談しやすい。②定期テ

ストの前では寺子屋の時間でテスト対策を行うこ

とができた。③復習を行うことの大切さが分かっ

た。④少人数授業のため自分のペースで学べた。

⑤あきらめないで学び続けることの大切さが分か

ったことなどが紹介された。 
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英語教室で指導する高橋 凜 

 

１ はじめに 

浦安市青少年自立支援未来塾は浦安市立中学校

の生徒に対し、子どもたちの確かな学力の向上や

学習習慣の定着を図ることを目的としている。 

各中学校近隣の公民館を会場として、地域の教職

経験者や大学生などが７月から３月までの間に英

語と数学の２科目について 15 回の学習支援を行

った。2021 年度当初は両科目とも全 19 回の実施

予定であったが、新型コロナウイルス感染拡大に

かかわる緊急事態宣言のために４回が中止となっ

た。 

２ 年間の実施報告 

本学学生が参加している会場についてのみ、実施

日と参加者名（姓のみ）を示す。 

（１）英語教室 

①美浜中未来塾 （児島・矢代） 

②日の出中未来塾 （内山） 

③明海中未来塾 （佐保・鈴木） 

①～③の実施日 

2021 年６月３日～2022 年３月３日 

隔週の木曜日 18：30～20：00 

④高洲中未来塾 （佐藤・高橋・直井・保足） 

④の実施日 

2021 年６月２日～2022 年３月２日 

隔週の水曜日 18：30～20：00 

（２）数学教室 

①堀江中未来塾 （村上） 

2021 年６月８日～2022 年３月８日 

隔週の火曜日 18：30～20：00 

②見明川中・富岡中未来塾 （網中・村上） 

2021 年６月９日～2022 年３月９日 

隔週の水曜日 18：30～20：00 

③入船中・美浜中未来塾 （中里・児島・椎葉） 

④日の出中未来塾 （伊藤・手崎） 

③及び④の実施日 

2021 年６月 10 日～2022 年３月 10 日 

隔週の木曜日 18：30～20：00 

３ 参加学生の感想 

（１） 英語教室参加学生 

英語教室で私が受け持っているクラスでは英語

の得意不得意、問題を解くスピードや生徒自身の

モチベーションなどにバラつきがありました。授

業の進め方は、最初の数回は問題集の範囲と時間

を決めてこまめに出題をし、みんなが解き終わっ

たらその都度一斉に丸つけと解説をしましたが、

それでは物足りない生徒も出てきてしまったので、

後半では範囲のみを決めて授業時間内に解き終わ

るようにすることを目標にしました。 

早く終わってしまった生徒は学校の宿題や別の

問題冊子に取り組んで個人差を埋める方法を工夫

しました。英語が苦手な生徒も他の生徒の進捗状

況に焦ることなく自身の学習に集中できるように

なったと思います。また、得意な生徒はわからな

いところを自発的に質問してくれるようになり、

授業時間を有効に利用できるようになりました。

                  （英米語学科３年 高橋 凜） 

2021 年度 浦安市青少年自立支援「未来塾」 

参加学生 

経済学部経済学科    ４年 伊藤 正紀、中里 圭 

                    ２年 村上 風日 

外国語学部日本語学科２年 網中 萌恵 

英米語学科          ３年 佐藤 向日葵、佐保 翼、椎葉 晴斗、髙橋 凜 

            ２年 内山 瑞貴、児島 晴香、手崎 龍之介、直井 乃々美 

                 保足 晟吾、八代 涼花 
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英語を教える支援員として初めて参加しました。

中学生は思春期ということもあってか、あまり自

分から話してくれない生徒からとても親しげに話

してくれる生徒まで様々で、英語を教えるだけで

なく、浦安市の中学生と関わることができたこと

が私の中でとてもよい経験となりました。 

生徒が学校で学習している中でのつまずきを少

しずつ減らしていくことに努力しました。生徒の

英語力の向上をサポートすることで自分も成長で

きました。      （英米語学科２年 八代 涼花） 

最初はどう教えたらいいのかわからなく不安な

状況でしたが、生徒と触れ合っていくうちにその

不安が消えていきました。 

指導内容を考えることに難しさを感じていまし

たが、生徒の「分からない」を「分かる」に変え

たらいいと思うと気持ちが楽になり、今日は何を

教えようかなという楽しみにかわっていました。

生徒の満足度はわかりませんが、少しでも英語を

好きになってくれた生徒がいれば嬉しいです。中

学生の少人数を対象に教えましたが、教職を履修

する上でいい体験になりました。 

（英米語学科２年 直井 乃々美） 

（２）数学教室参加学生 

私は美浜公民館にて、入船中学校と美浜中学校の

生徒に数学を教えていました。90 分は中学生には

少し長い時間だったので前半と後半に分けて学習

を進めました。前半では主に配布された問題冊子

を使って数学を教えました。後半では数学以外の

科目の学習をサポートしました。 

最初の方の回では、コロナ禍の影響で学校での授

業があまり進んでいないようで、新しいことを教

えるのは難しい状況でしたので、私はこの未来塾

は学習する場であるという意識を生徒に持たせる

ようにしました。今年度未来塾に取り組んできて

学んだことは、勉強を教えることももちろんです

が、中学 1 年生を相手にすることの難しさを感じ

ました。 

最初は静かに取り組んでくれていましたが、徐々

に集中力が無くなる生徒もいましたので、こうい

った学校現場にも実際に起こり得る問題に対処す

るという経験がとても勉強になりました。 

支援員の中には現職の先生もいて、適切なアドバ

イスをいただくことができました。将来教員を目

指している身として、私自身とても勉強になりま

した。          （英米語学科３年 椎葉 晴斗） 

４ 今後の課題と展望 

今年度は英語教室も数学教室と同じ開催回数と

なり、参加学生にとっては継続的に中学生の学習

支援を行えるようになった。また数学教室の支援

員として、経済学部学生に加えて外国語学部の学

生も参加した。また参加人数ものべ 15 名と、過

去最高数であった。この背景には未来塾を経験し

た上級学年学生が、未来塾における経験がその後

大いに役立つということを下級生に伝達する機会

を設定したことがあると思われる。 

明海大学側には参加希望者数が増えることは喜

ばしい事実ではあるが、浦安市全体での支援員数

に制限があることから、今後は希望者全員が支援

員として採用されない可能性もあることを募集時

に学生に周知する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

英語・数学の両教室で指導した児島 晴香 

数学教室で指導する椎葉 晴斗 
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１ はじめに 

「ドラフトゼミ」は、NPO 法人ワーカーズコー

プが浦安市教育委員会の委託を受けて実施してい

る学習支援事業である。小学４年生から高校３年

生及び高校在学年齢までの子供がいる困窮世帯及

び母子（父子）世帯を対象に、学習支援をはじめ、

日常的な生活習慣、仲間と出会いができる居場所

づくり、進学に関する支援、高校進学者の中退防

止に関する支援、子供と保護者の双方に必要な支

援を実施している。支援を担当しているのは浦安

市内の大学の学生が中心であり、明海大学からは、

現在外国語学部の 13 人の学生（上記）が年間を

通じて週３日間、夕方の時間帯に会場に赴いて支

援を行っている。計 120 日間実施した。 

２ 実施方法 

８月からは、NPO 法人ワーカーズコープの実施

日程表に基づき担当学生を本学で各日２名ずつ割

り当てていく方法をとった。 

３ ２月５日当日の発表 

２月５日に開催したシンポジウムでは、外国語学

部英米語学科４年佐久間 健祐及び同３年及川 

龍之介が登壇し報告を行った。以下は、その発表

内容の抜粋である。 

本事業は、貧困に置かれている子ども達や親御さ

んへの支援を行うものであり、生活困窮者自立支

援法（平成 25 年法律第 105 号）に基づいて行わ

れている事業である。 

子ども達の抱える貧困問題の現状として、およそ

７人に１人の割合であり、増加傾向にある。 

その原因としては、少子高齢化、晩婚化、非婚化

による単身世帯及び一人親家庭の増加に伴う世代

間における貧困の連鎖、地縁（ちえん）、血縁によ

る繋がりの希薄化による社会孤立などが挙げあら

れる。 

ドラフトゼミには、①学習支援、②居場所作り、 

③社会体験の３つの柱がある。 

一つ目の学習支援では、基本的に１対１、もしく

は２人を同時に見る形である。日頃の学校の宿題

のサポートであったり、中学、高校、大学進学に

向けた受験対策講座などの支援を行っている。 

受験の筆記試験対策としては、公立高校の過去問

題集を用いた模擬試験を行い、試験後の復習を行

っている。 

受験の面接試験対策としては、空き部屋を利用し

た面接練習を行い、入室から退出まで本番通りに

練習している。 

 

浦安市学習支援事業「ドラフトゼミ」 

参加学生 

外国語学部英米語学科４年 佐久間 健祐、高橋 勇気 

 ３年 及川 龍之介、君塚 翔伍 

 ２年 磯野 奨、上原 二葉、川元 麻衣、桑原 百蘭、児島 晴香 

 小林 優汰、坂脇 海翔、手崎 龍之介 

外国語学部日本語学科２年 三森 茉柊 
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二つ目の居場所作りでは、イベントを通じた内面

的なサポート、クリスマスパーティー、スポーツ

イベントなどを実施している。これらの場が子供

たちの新たな居場所となってほしいと願っている。 

三つ目の社会体験では、様々な職場での仕事体験、

トリマー、新聞記者などの体験を行っている。こ

れは、実際に仕事を体験できる機会になるため、

子どもたちにとってプラスの出来事になっている。 

また、高校進学者の中退防止に関する支援も行っ

ている。 

 さらに、雑談の相手もするが、その時の子ども

達の様子は大変生き生きとしている。雑談をする

目的は、学習時間の合間で日常的な話を聞き、コ

ミュニケーションをとり、信頼関係を深めること

である。 

新たな試みとして、実体験に基づいたプレゼンテ

ーションを行っている。一つは「オーストラリア

語学研修」について行い、もう一つは「人生に役

立つ講義」というのを予定している。 

４ 参加した学生の感想 

英語を通じて生徒の力になれているという実感

がある。子ども達から成績向上の声や学習に対し

ての前向きな気持ちを聞くことが喜びになってい

る。英語で伸び悩んだ経験を活かし、今後も子ど

も達と向き合っていきたい。 

（３年 及川 龍之介） 

子どもたちとの向き合い方を知り、寄り添うこと

を大切にするようになった。自分たち大学生は根

本的な問題の解決は出来ないが、内面的なサポー

トをして支えることは出来る。将来教員になる時

のためにこの活動の時間を大切にしていきたい。 

（３年 君塚 翔伍） 

生徒と様々な話をしてコミュニケーションをと

るうちに異なる視点から児童・生徒を見られるよ

うになった。実際に英語の学習を支援している際、

将来英語を使って働きたいという生徒も出てきて

いるため、支援に熱が入る。今後も積極的に夢を

叶える手伝いをしていきたい。 

（４年 高橋 勇気） 

学習支援に携わり２年が経過した。私を含む４年

生は今年でボランティアを引退し次の世代に引き

渡すことになるが、今後も何らかの形で学習支援

のサポートに引き続き携わり、子供たちがより良

い人生を送れるサポートができればと考えている。

                        （４年 佐久間 健祐） 
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９．学生発表（グループ D） 

 

１ はじめに 

本学は、浦安市教育委員会と 2017 年度に教育に

関する連携協定を締結した。以来、現在に至るま

で学生が市内の小学校の外国語の授業に参加して

授業の補助等を行う取組みを実施してきた。 

参加学生はいずれも教員志望の学生で、本学の

「小学校英語基礎概論」の授業を履修した学生で

ある。本年度もコロナの影響で開始が 10 月から

となったが、４校の小学校の協力を得ることがで

きた。学校からは、児童と年齢の近い学生が参加

することの利点などを評価していただくとともに、

教職を目指す学生にとっては、教育実習だけでは

得られない貴重な学びの場となった。 

２ 実施概要 

（１） 実施期間 

2020 年 10 月 19 日～2021 年１月 20 日 

（２） 実施場所・実施時間 

① 美浜南小学校  24 時間 

② 日の出小学校  ２ 時間 

③ 高洲小学校    23 時間 

④ 高洲北小学校  14 時間 

合計  63 時間 

（３） 参加学生 

上記表題に記載の８名 

（４） 主な取組 

授業では、学級担任や英語専科の教員や

ALT の求めに応じて対話の相手役をしたり、

発音のモデルをしたり、ペアワークで児童の

相手をしたり、児童への指示を手伝ったり、

英語のゲームに参加したり、個別の支援を必

要とする児童への援助を行ったりした。また、

教材準備の補助をしたり、必要に応じて配布

物の整理などの校務の補助を行ったりした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浦安市小学校英語支援 

参加学生 
外国語学部英米語学科４年 鵜沢 美里、江川 有紗、奥野 日菜 

 ３年 池上 温哉、佐保 翼、鈴木 歩、武藤 美優、横田 裕哉 
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３ 学生の感想 

この取組の成果として３点が挙げられる。 

１点目は、行き届いた指導である。学級担任、英

語専科、ALT に加えて学生が入ることにより、児

童が気軽に発音方法を聞くことができたり、指示

が通りやすくなっていたりしたと感じた。 

２点目は、児童にとっての新鮮な出会いの場にな

るということである。大学生という普段とは異な

った立場の大人と接することで普段とは異なった

面を見せてくれるかもしれない。 

３点目は、授業外での児童の様子を観察できたこ

とである。児童を様々な視点から見守ることがで

きた。                    （４年 鵜沢 美里） 

小学生は毎回元気で、私も毎回笑顔になることが

できた。ALT とのティーム・ティーチングの打ち

合わせの仕方について、先生方の工夫を学んだ。

さまざまな児童がいるので、個々の児童に配慮す

る必要性があると感じた。 

私は２校訪問したが、学校ごとに指導法の違いが

あることを学んだ。「小学校英語基礎概論」の授業

で学んだ知識を実際に活用することができた。 

（３年 佐保 翼） 

 

４ 学校の感想 

今年度は、新型コロナウイルスの感染を予防する

ために、学校では、来校者を制限しました。その

ため、直接支援していただく機会をあまり取れま

せんでしたが、明海大学の学生さんが、低学年の

外国語活動に加わり支援いただけることは、子供

たちにとっても大きな喜びとなりました。心より

感謝申し上げます。 

（日の出小学校 校長 吉田 惠美子 先生） 

今年度、明海大学の学生さんによる英語授業への

支援をしていただきました。コロナ禍であり、３

学期の支援は難しくなりましたが、明るく元気い

っぱいの学生さんは、前に立ってアクティビティ

ーの手本を見せたりゲームに参加したりと大活躍

でした。子どもたちも皆さんとの関わりを楽しん

でいました。ありがとうございました。 

（高洲小学校 校長 石橋 順子 先生） 

ボランティアのみなさんとの英語での楽しいコ

ミュニケーションを通して、児童は、より意欲的

に外国語活動に取り組むことができました。本校

の英語専科や ALT と一緒にわかりやすく活動の

説明をしたり、発音のモデルを示したりしてくれ

ることで、児童一人一人の理解を深めることがで

きました。きめ細やかな英語支援に感謝いたしま

す。  （高洲北小学校 校長 鈴木 明美 先生） 

５ ２月５日当日の発表 

２月５日のシンポジウムでは、外国語学部英米

語学科４年鵜沢美里と同３年佐保翼が登壇し、本

取組みの報告を行った。上記の活動内容のことや

近年の訪問小学校数や訪問学生の推移、訪問の成

果、感想などについて報告を行った。 
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2021 年度 足立区英語マスター講座修了者によるスピーチ・プレゼンテーションコンテスト 

参加学生 

外国語学部英米語学科 科目等履修生 藤田 祐也 

 ４年 庭山 航瑠、嶋田 宗晋、五十嵐 彩音、江川 有紗 

   奥野 日菜、鵜沢 美里 高橋 勇気 佐久間 健祐 

   矢吹 駿介 

 ３年 佐藤 向日葵、高橋 凜、及川 龍之介、加藤 天真 

   小林 悠太、椎葉 晴斗 

 ２年 上原 二葉、内山 瑞貴、川元 麻衣、児島 晴香 

      磯野 奨、桑原 百蘭、高橋 昴瑛、直井 乃々美 

      中川 綺乃、八代 涼花 

 

１ はじめに 

明海大学・足立区連携事業における「英語マスタ

ー講座修了者によるスピーチ・プレゼンテーショ

ンコンテスト」は足立区英語マスター講座を修了

した者がその成果を発表とする機会を提供し、足

立区の中学生が継続的に自分自身の英語運用能力

を磨き、さらにその力を高める機会とすることを

目的として 2019 年より開催されている。運営を

サポートする英米語学科教職履修学生にとっては

「英語を話すことの指導」について学ぶ機会とな

っている。 

２ 実施概要 

（１）実施日時 2021 年 10 月 31 日（日） 

        午前９時から午後３時まで 

（２）会場 明海大学浦安キャンパス 

成果発表会  2201 講義室 

特別講座    2203 講義室 

（３）参加人数（発表者・補助学生・教職員） 

発表生徒６名、発表学生４名 

参加生徒保護者 10 名、足立区職員７名 

明海大学補助学生 27 名 

審査員２名、METTS 教員４名 

明海大学学長、足立区教育長 

（４）実施方法 

新型コロナウイルス感染防止対策として発表者

及び運営関係者のみの参加となったが、明海大学

学長及び足立区教育長の臨席を得て発表者の士気

を高揚することができた。 

具体的な感染防止対策として、演台にアクリル版

のシールドを設置するとともに、各発表後にはシ

ールド、マイクをその都度消毒するなど徹底した

対策を講じての実施となった。 

本学英米語学科教職課程４年生が司会進行と会

場での除菌作業を担当した。また、審査員補助や

会場整備、記録写真撮影、オーディオ操作等を３

年生が担当した。 

開会式に続いて足立区から６人が発表し、続いて

本学英米語学科教職課程２年生４人もスピーチを

発表した。 

午後には審査員を務めた本学多言語コミュニケ

ーションセンターのパトリツィア・ハヤシ教授と

タイソン・ロード准教授がコンテスト参加者を対

象として論理的な理由づけをテーマとした特別講

義を行った。 

発表会プログラムは次の通り。 

 発表タイトル 

発表者氏名・所属学年 

1 Is Japan really okay as it is now? 

ツダ ツグミ 区立第四中２年 

2 My favorite thing to do 

シミズ ヨウヘイ 区立六月中２年 

3 When COVID-19 over 

ナナオ ユズキ 区立第四中２年 

4 Festival of Peace 

カジ ユリア  区立第六中３年 

5 Let’s change the official language of 

Adachi City to English 

モトジマ ヨシカズ 都立江北高１年 
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6 About online classes in Japan and the 

Philippines 

モトジマ ヒマワリ 

都立晴海総合高２年 

7 Why don’t you go to the election? 

内山瑞貴  明海大学２年 

8 Writing a dairy 

川元麻衣  明海大学２年 

9 Put down your smartphone 

上原二葉  明海大学２年 

10 Review your eating habits 

児島晴香  明海大学２年 

 

 

 

 

 

 

 

３参加学生の感想 

足立区の中高生たちにとって、大勢の前で英語ス

ピーチを発表しさらに質問に答えるという経験は、

これからの英語学習への関心意欲を深めるきっか

けになったと思いました。 

私たち教職履修生にとっては、足立区の先生方や

大学の先生方が、生徒たちの日々の努力を成功体

験へと高めていく指導や行事の企画運営のやり方

を目の当たりにすることができてとても勉強にな

りました。発表後の質疑応答で、回答に詰まって

しまった生徒に対してパトリツィア先生とタイソ

ン先生が即座に質問を変えて生徒から回答を引き

だすことにより、生徒の自信や自己肯定感の確立

に繋がったと思いました。 

私達は初めて英語での司会進行を経験し、短い時

間の中で発表者とのコミュニケーションを図ると

いう貴重な経験をさせていただきました。臨機応

変な対応力が求められ、これから教員を目指す私

たちにとって、気持ちが引き締まる時間でした。

事後アンケートで司会者をほめていただいたとい

うことなので、とても光栄に感じました。 

（司会担当 英米語学科４年 五十嵐 彩音） 

４ 事後アンケート結果 

※「とてもそう思う」「そう思う」の回答を合わ

せて「肯定的」とした。 

※「そう思わない」全くそう思わない」の回答を

合わせて「否定的」とした。 

※どちらの回答も全体に占める％で示した。 

（１）足立区からの発表会参加者及び保護者 

質問 肯定的 否定的 

この発表会に参加できてよかった。 100 0 

自分が受けた賞に満足している。 100 0 

明海大学の対応はよかった。 100 0 

成果発表会全体についての感想・意見 

・は中高生の感想 ◇は保護者の感想 

・とても緊張したが、よい経験になった。 

・大学生が優しくて楽しかった。 

・発表時に視線が下にしか行かず全然だめだった。 

・参加して英語への自信がついた。機会があればまた参加

したい。 

・ネイティブの先生の授業が楽しかった。 

・ネイティブの発音に触れることができてよかった。 

・人前でスピーチをする機会がもっとあればいいと思っ

た。 

・表現の方法を学びたくなった。 

・スピーチ原稿の添削やリハーサルのおかげでよりよいス

ピーチができた。（足立区に対する謝辞） 

◇大学生が機敏に動いて会を進めていたのが良い印象だ

った。 

◇司会のメンバーが明るくて面白かった。 

◇コンテスト開始前にアイスブレイキング的な活動があ

るとよかった。 

◇学園祭が縮小されている中開催していただき感謝して

いる。 

◇こういう機会を与えてくれたことに感謝します。 

◇学生さんたちの努力に感謝している。 

５ 成果と課題 

マスター講座修了者の発表レベルが年々向上し

ている。同時に司会を担当する４年生の英語運用

能力も向上し、スムーズに進行された。中高生に

とっても、明海大学学生にとっても有意義な事業

であったと言える。 

 

 

参加した足立区の中高生 
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１ はじめに 

足立区民対象の英語講座は、2020 年開催予定で

あった東京オリンピック・パラリンピックに向け

て 2017 年に足立区が独自で「おもてなし語学ボ

ランティアブラッシュアップ講座」を開始するに

あたり、併せて「初級英語講座」も開設すること

となり、以降毎年５月から７月の第１クール、９

月から 11 月の第２クールに各５回ずつの講座を

行ってきた。 

2020 年度はコロナ禍の中で、講座開催は中止と

なったが、2021 年度は第１クールには初級講座を、

第２クールには中級講座をどちらも Zoom を利用

したオンラインでおこなった。 

講師は第１回目から継続して明海大学教職課程

センター・地域学校教育センター百瀬美帆教授と

多言語コミュニケーションセンター教授パトリツ

ィア・ハヤシ教授、タイソン・ロード准教授が務

めてきた。また、すべての講座に明海大学外国語

学部英米語学科教職履修学生数名が指導補助にあ

たった。 

２ 2021 年度実施報告 

※第１クール、第２クールとも実施はすべて日曜

日の午前 10 時から 11 時 30 分までの 90 分。 

両講座共通のタイトルは「アフターコロナ時代の

海外旅行を応援『海外で役立つ英会話講座』」 

第 1回目講座 ロード准教授とハヤシ教授 

（１）第１クール 

回 実施日 レッスンタイトル 補助学生（姓のみ） 

1 5 月 23 日 At the Hotel 及川・佐藤・

鈴木・武藤・

上原 

2 6 月 6 日 At a Restaurant 及川・佐藤・

鈴木・上原・

手崎 

3 7 月 4 日 At the Clothing 

Store 

佐保・上原・

桑原・川元・

手崎 

4 7 月 11 日 Traveling 

Smoothly: 

Problems at the 

Hotel 

及川・佐藤・

佐保・鈴木・

武藤 

5 7 月 25 日 Our Ideal Tour 及川・佐保・

鈴木・上原 

（２）第２クール 

回 実施日 レッスンタイトル 補助学生（姓のみ） 

1 10 月 17 日 International 

Cuisine 

矢吹・佐藤・

内山 

2 11 月 7 日 The Arts 高橋勇気・ 

及川・君塚・

佐藤・手崎 

3 11 月 14 日 Global 

Architecture 

高橋勇気・ 

及川・加藤・

佐藤・上原 

4 11 月 21 日 Festivals 高橋勇気・ 

及川・加藤・

佐藤・高橋

凜・上原 

5 11 月 28 日 Grand Finale 及川・君塚・

佐藤・鈴木・

上原 

2021 年度 足立区民対象生涯学習講座(英語) 

参加学生 

外国語学部英米語学科４年 高橋 勇気、矢吹 駿介 

 ３年 及川 龍之介、加藤 天真、君塚 翔伍、佐藤 向日葵 

                         佐保 翼、鈴木 歩、高橋 凜、武藤 美優 

 ２年 上原 二葉、内山 瑞貴、川元 麻衣、桑原 百蘭 

   手崎 龍之介 
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３ 受講者事後アンケート 

（１） 初級編 受講者アンケート 

※受講者 23 名 肯定的評価 95％ 

・オンラインは初めてで、緊張したが、楽しく

最後まで参加できた。 

・ブレイクアウトルームなど少人数で受講する 

こともできて、とても良かった。 

・このレベル設定なら参加しやすいので、今後 

も実施してもらえるとうれしい。 

（２） 中級編 受講者アンケート 

※受講者 20 名 肯定的評価 58％ 

・こういう講座は初参加だったが、すごく充実 

していた。 

・先生方が明るく楽しく盛り上げてくれて、楽 

しく参加できた。 

・オンラインなのが少し残念だった。対面式の 

方がよかった。 

４ サポート学生の役割と感想 

これまでの対面実施の場合は、会場におけるグル

ープ活動時にグループごとに１名の学生が入って

活動の補助や、受講者の理解を促すサポートを行

ってきた。オンライン講座においても同様に、受

講者をブレイクアウトルームに分けた際に、各ル

ームに学生を１名ずつ配置してディスカッション

の進行を第１の役割とした。第２の役割は初級講

座において受講者が感じる不安感を学生が日本語

を使用することで軽減するようにした。 

５ サポート学生の感想 

足立区民の皆さんがこの足立区民対象の英語講

座で英語を学ぶ姿を見て、私自身が英語で話す楽

しさや改めて学び直す必要があることに気が付き

ました。足立区民の皆さんはこの講座を楽しく受

講されていて、間違いを恐れず堂々と話されてい

ました。進行役として上手くまとめられるかとい

う不安がありましたが、回数を重ねるうちに楽し

く進行役を行えるようになりました。また、進行

上で、言いよどんでしまったり、単語が出てこな

かったりする場面があったので、英語は日々の積

み重ねであることを学びました。 

（英米語学科３年 佐藤 向日葵） 

私は足立区民講座に数度参加し、足立区民の方々

の英語対話力向上のお手伝いをさせていただきま

した。この講座は英語教育のノウハウを学ぶきっ

かけにもなり、教育者を目指す私自身にとっても

良い機会だったと思います。 

（英米語学科２年 手崎 龍之介） 

６ 見えてきた課題と今後の展望 

オンライン講座にはつきものの接続に関する不

具合や、提示された資料が見えづらい等の課題は

今後改善に取り組みやすいが、学校や職場といっ

た共通の活動母体を持たない一般の方々を対象と

したオンライン講座には、講師側だけでは解決で

きないいくつかの課題が見えた。特に中級講座に

おける課題をあげる。 

（１）受講者レベルのばらつき 

対面でもオンラインでも、受講者の英語運用能力

を均一化することは不可能だが、特にオンライン

講習では受講者間の協力が生まれづらく、ブレイ

クアウトルームに参加するか否かも受講者側の意

思に任されるため、講座途中から参加人数が減少

するなどの問題が生じた。 

（２）サポート学生の英語運用能力・進行技術 

流ちょうな英語を話す受講者がグループ内にい

る場合に、サポート学生が受講者の発言を理解で

きなかったり、ディスカッションの進行に臆して

しまったりする場面が見いだされた。毎回の講座

前にはサポート学生に対して、進行の方法や英語

の表現等を指導したがカバーしきれない場面もあ

った。しかしながら、こうした実体験が学生にと

ってはさらなる英語学修へのモチベーションとな

ったことは間違いない。 

７ 実施担当者の感想 

足立区民講座でのサポート活動は、歴代の英米語

学科教職履修学生が「参加してみたい」と願うボ

ランティア活動のひとつである。学生にとって生

涯学習を実践する受講者と交流する機会を得るこ

とはとても貴重な経験であることは間違いない。 

今後もこの事業が継続されることを願ってやま

ない。 
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１ はじめに 

MEIKAI-JOE プラスは、明海大学が文部科学省の

委託を受けて行っている事業である。 

（１）目的 

小学校外国語活動・外国語科が導入された新学習

指導要領を円滑に実施するため、 教師の負担を軽

減しつつ、質の高い授業を行える指導体制を構築す

るため、2020 年度に引き続き明海大学「小学校外

国語科等講座」を開発・実施すること。 

（２）連携教育委員会 

ア．本学と連携協定を締結している自治体 

東京都足立区教育委員会 

千葉県浦安市教育委員会 

秋田県横手市教育委員会 

イ．それ以外の自治体 

福島県いわき市教育委員会 

新潟県妙高市教育委員会 

（３）受講対象者 

上記（２）で示した教育委員会に属する公立小学

校の教員等とする。 

本稿ではこの事業に生徒役として協力した学生の

活動について報告する。 

２ 実施報告 

全 10 回の講座のうち、2021 年８月２日に行った

第３回講座において、講師１名が学級担任役、英語

母語話者講師１名が ALT 役、学生たちが児童役を

務めることにより、指導内容を模擬授業形式で紹介

した。 

（１）タイトル： 

Chants を活用した ALT とのティーム・ティーチ

ングについて 

（２）講師： 

教職課程センター・地域学校教育センター 

教授 百瀬美帆 

明海大学多言語コミュニケーションセンター 

教授 パトリツィア・ハヤシ 

同       准教授 タイソン・ロード 

（３）児童役を要する指導場面 

※以下学級担任を HRT と示す。 

① 授業開始時の Small talk における児童役 

・学生が示すこと：ALT や HRT に対する反応

と自然なやりとり 

② Chants の指導場面における児童役 

・学生が示すこと：リズムに合わせて ALT や

HRT に続いて Chants を復唱すること。 

３ 受講者・参加学生の感想 

（１）受講者の感想 

（講座評価アンケートの自由コメントより学生

の参加に関わる部分を抜粋した） 

・ぐるぐるが面白かったです。 

・講師の先生方、協力してくださった学生の皆様、

ありがとうございました。 

・学生が実際にいてくださり、分かりやすかった

です。 

・実演を踏まえていただいたので、チャンツのや

り方はよく分かりました。 

（２）児童役学生の感想 

・児童役をすることにより ALT と学級担任の役

割を具体的に理解することができた。 

2021 年度 MEIKAI-JOE プラス 模擬授業における協力 

参加学生 
外国語学部英米語学科３年 及川 龍之介、佐藤 向日葵、高橋 凜、米元 拓海 

 ２年 上原 二葉、児島 晴香 
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・授業におけるポイントに気づくことができた。 

・小学校における英語指導について興味を持った。 

・他のボランティア活動を通して活用することが

できた。 

４ 実施してみての感想 

小学校における外国語活動・外国語指導が開始さ

れ、外国語指導を専門としない小学校の学級担任の

中には教師自身の英語力不足や、指導法についての

情報不足に悩みを抱えている割合が高いことを踏

まえ、第３回講座は受講者に指導法を体験してもら

える内容とした。その中で、講師側が指導例を示す

際に児童役の存在が不可欠であると考え教職履修

学生に協力を仰いだ。その結果受講者側には「わか

りやすかった」と評価され、学生側には小学校英語

教育についての気づきを与えることができた。 

学生の感想にある「他のボランティア活動を通し

て活用することができた」とあるのは、ここで得た

知識や指導技術を足立区の小学生を対象としたあ

けみ英語村や浦安市の小学校英語教育支援の場に

おいても活用することができたということである。 

英米語学科教職履修学生のほとんどが中学校また

は高等学校の英語教員免許状取得を目指している

が、このような機会を得ることにより、机上で学ぶ

小中高の英語教育の接続をより実践的に学ぶこと

ができたはずである。 

５ ２月５日の発表と今後の課題 

代表学生がこの活動についてシンポジウムで発表

した際には、「小学校英語基礎概論で学んだ知識・

技能を活用する場であった」「このような体験の機

会をより多く与えてほしい」との感想と要望を述べ

ていた。今後同様の「小学校外国語科等講座」が継

続されるか否かは定かではないが、英語教員を目指

す学生にとって、現職の先生方からの生き生きとし

た感想や意見を直接耳にしたり、自分たちが学修し

た知識・技能を実践する機会の提供を今後も担保し

ていくことが今後の課題である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表スライドの一部 

児童役の学生 6人と講師 3人 
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10．パネルディスカッション 

◆大学生ボランティアの関わり方を探る ～ 社会に開かれた教育課程から考える ～ 

パネリスト 

 今村 亮  （桜美林大学 入学部(アドミッションオフィス) 高大連携コーディネーター） 

 田巻 正義（足立区教育委員会 学力定着推進課長） 

 佐藤 幸司（東京都立南葛飾高等学校長） 

 君塚 翔伍（明海大学外国語学部英米語学科３年） 

 R.P.P.マドゥランガ・クマーラ（明海大学外国語学部英米語学科３年・スリランカから留学中） 

コーディネーター 

 木内 和夫（明海大学地域学校教育センター教授） 

 

【木内】皆さん、こんにちは。ただ今から「2022

明海大学 大学と地域連携の未来シンポジウム」の

後半のパネルディスカッションに入らせていただ

きます。私は地域学校教育センターの木内と申しま

す。１時間という短い時間ですが、ご協力をよろし

くお願いいたします。 

ご存じのように明海大学は、足立区、浦安市教育

委員会、東京都立高校、千葉県立高校との連携によ

り年間を通じてさまざまな場面で大学生ボランテ

ィアを展開しています。残念ながら昨年、今年とコ

ロナ禍の中、思うような活動ができなかったように

思います。これからも続くであろうコロナ禍の中、

明海大学の学生が活動できるボランティアを模索

できるような話し合いができればと存じます。 

今年のパネルディスカッションでは、本学の大学

生ボランティア活動の在り方に対し、高大連携コー

ディネーターの視点、教育行政の視点、受け入れ高

等学校の視点、参加した日本人学生の視点、そして

参加した留学生からの視点から掘り下げることに

より、明海大学の今後の地域連携の在り方を探って

まいります。パネルディスカッションの中でご質問

のある方はチャットに記入してお知らせください。 

それでは最初に本日登壇していただきますパネリ

ストの皆様から自己紹介をしていただきたいと存

じます。トップは本日の基調講演講師の桜美林大学

の今村亮様、よろしくお願いいたします。 

【今村】皆さん、こんにちは。桜美林大学で高大

連携のコーディネーターをしております今村でご

ざいます。今、学生の皆さんからの素晴らしい事例

報告を聞いて、ここまで幅広いラインナップのこと

をやっているのかということを非常にびっくりい

たしました。 

私自身も大学生時代に教育のボランティアをした

立場として、今度のパネルディスカッションではこ

こから先、どんな展開が広がっていくべきなのか、

そして今の課題は何なのかということをもうちょ

っと掘り下げてお話しさせていただければと思っ

ております。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

【木内】今村様、ありがとうございました。続き

まして、足立区教育委員会の田巻課長、よろしくお

願いいたします。 

【田巻】足立区教育委員会学力定着推進課長の田

巻と申します。改めましてよろしくお願いいたしま

す。 
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足立区では全ての子供達に学力をきちっと身に付

けてもらいたいということで、学校教育の中できち

んとさまざまな手を打って、子供達に学力を届けよ

うということで取り組んでおります。その中で英語

教育についても力を入れたいということでさまざ

まに言っているんですけれども、明海大学の方は留

学生が非常に多いということで交流授業を通して

子供達にさまざまな場面で英語を使う、話す、聞か

せる場面を提供していただいております。 

本日はそういったところのお話をさせていただい

て、現場の様子をお伝えできればと思っております

ので、どうぞよろしくお願いいたします。 

【木内】田巻課長、ありがとうございました。続

きまして、南葛飾高校の佐藤校長、よろしくお願い

いたします。 

【佐藤】皆さん、こんにちは。東京都立南葛飾高

校の佐藤です。 

私の学校をはじめとして都立高校５校、それから

県立浦安高校、計６校がこの明海大学と高大接続連

携協定を結んで、もう一番古い学校からは７年にな

ります。この間、学生の皆さん、それから大学の先

生方にさまざまな形でのご協力、ご指導をいただい

ております。本当にどうもありがとうございます。 

南葛飾高校は東京都の在京外国人生徒募集枠の設

置校となっています。毎年 20 名前後の外国につな

がる生徒達が入学してきます。この生徒達の日本語

指導の部分で明海大学の学生の皆さんに、ご指導を

いただいているところです。学校の教員だけでは得

難い非常に生徒の気持ちに寄り添う授業ができて

おります。本当に学生の皆さんには感謝申し上げた

いと思っております、その辺のところも含めまして、

本日後半のところでお話をさせていただければと

思っています。本日はどうぞよろしくお願いいたし

ます。 

【木内】佐藤校長、ありがとうございました。続

きまして、学生の君塚君、よろしくお願いいたしま

す。 

【君塚】英米学科３年の君塚翔伍と申します。よ

ろしくお願いいたします。これまで３年間の中でさ

まざまなボランティアに参加させていただいてき

たのですけれども、ボランティアに興味を持った理

由としては、私は将来、教員になりたいと思ってい

ますので、その際にボランティアで実際に児童、生

徒と直接触れ合うことができますので、彼らとの接

し方だったりとか、勉強の教え方などを学ぶことが

できると思ったからです。 

また、将来の理想の教員像を考える時に、実際に

接している中でそれが見つかっていくんじゃない

かというふうに考えていたので、ボランティアに参

加することを決めました。本日はよろしくお願いい

たします。 

【木内】君塚君、ありがとうございました。最後

は留学生のクマーラ君、よろしくお願いいたします。 

【クマーラ】こんにちは。同じく３年の R.P.P.マ

ドゥランガ・クマーラと申します。スリランカ出身

で、2017 年に来日し、明海大学日本語研修課程を

修了して、現在３年に在学しています。 

私が日本留学を希望したきっかけは、『おしん（番

組）』を観たことで、日本語に興味を持ち始めて、

高校で日本語を学んだことで日本留学をしようと

考えて 2017 年に来日しました。短い時間ですけれ

ども、本日はよろしくお願いします。 

【木内】クマーラ君、ありがとうございました。

ここからはそれぞれの視点、立場で、本学の大学生

ボランティアについて掘り下げを行ってまいりま

す。１人４分程度の時間でお願いいたします。短い

時間だと思いますがよろしくお願いいたします。 
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それでは、最初に今村様からお願いいたします。 

【今村】ありがとうございます。私、このパネル

ディスカッションでまずは掘り下げたい、お話を伺

ってみたいと思っているのは、今、ご紹介いただい

た君塚さんとクマーラさん、学生の皆さんの成長に

ついてです。 

先ほどの事例発表でも４つのグループどれも非常

に素晴らしい発表で、発表の仕方が上手というだけ

ではなく内容が非常に充実しているなということ

を感じました。そしてこのコロナ禍の中でもそのハ

ンディキャップを乗り越えながら、時にオンライン

化したり、時に感染予防に注意しながら現場に訪れ

たりしながら試行錯誤している様子が学生の皆さ

んを非常に成長させているなと非常に実感したと

ころです。 

なのでパネルディスカッションでぜひ伺ってみた

いのは、学生の皆さんが先ほど事例発表では話し切

れなかった本当はここがめちゃくちゃ苦労した、大

変だった、みたいな苦労話ですとか、実は最初はも

しかしたらすごくひょんな、ちっぽけなきっかけで

参加したのかもしれないので、最初参加したきっか

けは何だったのか、この辺りを伺えたらなと思って

おります。 

また、あわせまして、学生のボランティアがこの

ように成長して活躍している裏側には受け入れ側

である高校の先生方サイドとしては佐藤校長、そし

て行政サイドとしては田巻課長の方でおそらく受

け入れ側もいろいろと出番を整えておられたんじ

ゃないかなと思いまして、受け入れ側のこんな工夫

が学生の活躍、成長につながったんだよという裏話

も伺えたらなと思った次第です。 

私からは以上です。よろしくお願いします。 

【木内】今村様、ありがとうございました。 

学生への希望、それから学校サイド、行政サイド

の希望も出ましたので、それを踏まえまして、説明

をお願いいたします。 

田巻課長、よろしくお願いいたします。 

【田巻】私の方はスライドがありますので、実際

どういう効果があったのかということも含めて簡

単にご説明させていただければと思います。 

こちらが連携の３本柱になっております。留学

生・大学生と児童・生徒の交流というのが１つ目。

２つ目は教員の人材育成の支援をしています。また、

区民を対象とした講座ということで、３つの構図に

なっております。次のスライドですが、留学生・学

生と児童・生徒の交流というところでは、あけみ英

語村と言って、小学生の１学年丸ごとで大学に来さ

せていただいて、実際の英語でのやり取り、コミュ

ニケーションをするという授業があります。また、

中学校に留学生をお招きして、そこでまた中学校で

中学生と留学生の交流、英語でやり取りする、とい

う授業がありますが、残念ながら、今年度はコロナ

禍ということでしたので、オンラインでの交流とな

っています。今年度は４校実施しております。 

こちらがあけみ英語村に参加した小学生のアンケ

ート結果になります。オンラインでの開催というこ

とで非常になかなか難しいトライアルな企画だっ

たんですけれども、かなり肯定的な回答が見られて

おります。 

やり方を工夫することで目的は概ね達成できたの

かなというふうに感じております。先ほど学生さん

のスライドの中では大学から通信している様子が

映されておりましたけれども、足立区の方ではこう

いう教室に児童が集まってということで大画面の

前でやっている様子がうかがえます。 

次のスライドなんですけれども、こちらが中学生

との交流の状況で、やはり高い満足度になっており

ます。英語が楽しかっただけではなくて、文化を実
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感したり、英語の必要性を感じたりもっと話せるよ

うにということで、さらなる学習意欲の向上にも、

動機づけにもつながっているのかなというふうに

捉えております。 

次なんですが、数字的な部分に加えて、ちょっと

具体的な声を拾ってみました。こちらは小学生の声

なんですが、「楽しかった」というのが圧倒的です。 

その他にも「外国には行ったことないんだけれど

も、紹介してもらって行きたくなった」ですとか、

「少しだけれども自信が持てた」、あとは「英語で

話すのは苦手だったんだけれども、英語が好きにな

って話せるようになったよ」ですとか、「学生の皆

さんはすごく優しいし、盛り上げ上手だなと感じた」

なんて声が挙がっておりました。 

また中学生が次のスライドになりますが、こちら

もやはり「楽しかった」「英語がわかった」「伝わっ

てよかった」「文化が知れた」というのがほぼほぼ

共通して書かれていた声です。その他にも、という

ことで例えばですね、「海外の人と話すのは別格だ」

と書いてあったりですとか、「海外の方とお話しす

る機会はなかなかないので緊張したんだけれど、楽

しんで学ぶことができた」といった声もいただきま

した。 

次のスライドでは、「中学レベルの英会話力でこれ

が会話が続くというのが非常に驚いた」ということ

と、「これからもっともっと学んで、沢山の人と会

話がしたい」という声ですとか、あとこれは次なん

ですけれども、「英語をペラペラにしゃべれてカッ

コイイ」とか、「他の国の人も母国語と英語が話せ

るのであれば」、その前のスライドになります。は

い、そうですね。「英語をペラペラしゃべっていて

カッコイイ」ですとか、「他の国の人も母国語と英

語がしゃべれるんだったら、自分達もそうなりたい」

という声ですね。 

これはおそらくですけれども、第１言語に加えて

第２言語として英語をしゃべっている留学生の様

子を見て、自分達と対比して見ているんだなという

ふうに捉えています。その次の一番下のところです

けれども、最後の A さん、B さんというのはこれは

おそらく日本人の学生のことを言っているんです

けれども、やはり学生がスラスラ話すという様子が、

生徒達にとっては憧れにつながっているというこ

とが見受けられます。 

まさにナナメの関係としての大人とか先生ではな

い、自分達により近い学生というのが、達成の実現

性が、実現の可能性が高いというふうにですね、夢

や目標につながり得るということを示しているの

かな、そういったことが子供の声から拾えました。 

次のスライドなんですが、先ほど説明していただ

いたので、省略しますけれども、スピーチ・プレゼ

ンコンテスト、ありがとうございました。非常に勇

気をもって６名参加をしてくれましたし、また、学

生の方もコンテストを勝ち抜いた学生さんがスピ

ーチをしていただいて、これが非常に子供達の刺激

にもなっていったと思います。 

最後になりますが、次のスライドが区民講座の様

子になります。こちらも先ほど説明していただきま

した、今年度はオンラインだったのですが、ちょっ

と写真がなかったものですから、例年対面式でやっ

ている様子が写真でお示ししておりますけれども、

ここでもやっぱりボランティアとして学生さんが

うまく間に入ってくれることで、会が進行しており

ます。学生さんにとっても多様な方との交わりがこ

ういった場で経験できているのかなというふうに

捉えております。私からは以上になります。 

【木内】田巻課長、ありがとうございました。続

きまして、佐藤校長、よろしくお願いいたします。 



 50 

【佐藤】私の方は最初のところでもお話ししまし

たけれども、本校が在京外国人生徒の募集枠の設置

校ということで、平成 28 年度から外国につながる

生徒達が毎年大体 20 名前後入学してくる学校であ

るということで、少し日本語指導のところのお話を

前半のところでさせていただきたいと思います。 

先ほど A グループの方で大変詳しくお話をいただ

いたんですけれども、ちょっと補足させていただき

ます。 

本校では在京外国人生徒の募集枠での入学生徒を

校内的には在京生と読んでいますが、この在京生の

募集資格がご覧のような３項目のどれかという形

になっています。これは東京都の規定になっていま

すが、先ほど学生さんに指導していただいている田

中さんのお話の中では、だいたい N２、あるいは N

３ぐらいを目指す生徒を教えていただいていると

いうお話でしたが、生徒によってはもう少し日本語

の力がかなり厳しい生徒も毎年入学はしてきてい

ます。このような生徒達に、高校生活をしっかり送

らせるためには、どうしても日本語のコミュニケー

ション力をつけていくことが最大の課題になって

いきます。 

従いまして、本校の課題になりますけれども、こ

の制度によって入学してくるいわゆる在京生達に

は、卒業後にぜひとも日本の社会で活躍できる力を

育成して送り出していきたいというふうに教職員

全員で考えているところです。先ほど申しましたよ

うに課題としては日本語コミュニケーション力を

とにかく育成するということが一番大きくなりま

す。校内的にはその下に書いてある、日本語が学習

の障壁にならないような工夫であったり、教育課程

の工夫、あるいは支援体制の整備なんかも課題には

なってきているようなところです。 

いずれにしましても、日本語力をつけるという思

いで実は教育課程を組んでいるわけですけれども、

昨年、文部科学省の方からは、日本語支援に関わる

ところで検討の会議からの報告書が出ています。 

今後、日本語指導に関しては、特別の教育課程等

を含めて、整備がますます加速していくであろうと

は思われるんですが、現在のところでは本校で日本

語の支援を、教育課程に位置付けているのはこの２

つだけになってしまいます。 

一つは１学年の学校設定科目、そのままの名前で

すが、日本語コミュニケーション。これは在京生だ

けが選択する授業になります。週２回、６時間目の

後、７時間目という形で１時間程度、日本語の指導

をしています。ここが実は入学してすぐの非常に不

安を抱えた生徒達、特に日本語能力、それから日本

での生活に不安を抱えている生徒達にとって一番

大切な授業になっています。この授業を明海大学の

学生の皆さんにご協力いただいているということ

なんですね。そういう授業になっています。 

あとは２年生の科目がありますが、基本的には全

ての授業が日本語で展開していますので、入学当初

の生徒達は大変苦労しています。古い写真なんです

が、７時間目と今お話しした授業の風景です。非常

に少人数の形でもう少し細かく実際にはグループ

に分かれて授業を行ったりしているところです。 

生徒達は我々教師から指導を受けるのと違って、

大学生の皆さんから教わるということで非常に喜

んで、親しみを持ってそして学んでいくことができ

ています。先ほど言いましたような、入学しての不

安というものが少しずつ解消していっている様子

が本当に見て取れるところです。 

本日のキーワードになりますけれども「社会に開

かれた教育課程」というふうにそこに挙げましたが、

先ほどの基調講演のところでも今村先生からお話

がありましたが、今後新教育課程に移行していきま

す。その中でも重視されているのが、この「社会に

開かれた教育課程」ということで、これまでにも高
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等学校は外部機関であったり、地域の方々との連携

というのをずっと進めてきてはいるのですが、今後、

さらに高校生が社会を切り開いていくための力、力

量、あるいは資質、能力というものについて、教員

だけではなくて学校外の皆さんとそれを共有して、

そして協力を得ながら育成していくということに

どんどんどんどん移行していくのであろうという

ふうに思っています。また、その取組をしていると

ころです。 

今行っているこの日本語コミュニケーションとい

う授業を通して、これも基調講演のところでお話し

いただきましたけれども、学校という空間、もちろ

ん学校も一つの社会ですので、教師と生徒、あるい

は生徒間という人間関係、あるいは先輩、後輩とい

う関係で学ぶことは沢山あるんですが、それでも非

常に限定されてしまっています。いわば閉じられた

空間というような認識も持たれているかと思いま

す。これを開くことによっていろいろなさまざまな

人間関係の中からより多くの視点から学びを進め

ていって、社会に出ていく生徒の成長を促していく

というような形が非常に重視されています。日本語

コミュニケーションの授業を見ていると、まさにこ

のような効果が非常に表れている教科かなという

ふうに思っています。 

先ほど今村先生の方からナナメの関係というんで

すかね、お話をいただきましたけれども、生徒にと

って大学生の皆さんは、少し先を、人生の少し先を

歩く先輩というふうに映っているんじゃないかな

というふうに思っています。この方々にお話を伺え、

いろいろな助言を得ていくということが、非常にス

ムーズに学習を進めていくことができている理由

になっているのかなというふうに思います。非常に

ありがたいなと思っています。 

本日のもう一つのキーワードの「ボランティア」

ということですけれども、今までお話ししましたよ

うに、明海大学の学生の皆さんに支援していただい

ている授業というのは、彼らにとって非常に大きな

意味を持つ授業です。それが学生の皆さんによって

支えていただいているということなんですね。 

これは本当にありがたいですし、やっていただい

ている学生の皆さんは本当に自信をもっていただ

ければなというふうに思います。ボランティアとい

うものの中で、まずご自身が社会に対してどれだけ

貢献できているか、ということが自覚していただけ

るとありがたいなと思っています。 

先ほど自己肯定感の話も出ましたけれども、本当

に自分は非常にすごいことをやっているんだなと

いうふうに思っていただければと思っています。そ

れと同時に、ご自身の価値観、それから他者、ここ

では本校の生徒になりますが、他者の価値観という

ものも確認しながら進めていただければありがた

いかなというふうに思っています。自分に対する優

しさ、それから他人に対する優しさを学ぶ場がボラ

ンティアであり、その一つが本校の授業であると本

当にうれしいなというふうに思っています。 

win-win の関係というお話がありましたが、相互

の学びの場、相互教育の場がボランティア活動であ

るというふうに思っています。少し長くなってしま

いました。ありがとうございました。 

【木内】佐藤校長、ありがとうございました。 

続きまして、君塚君お願いいたします。 

【君塚】私の方からは、ボランティアに参加して

みて考えたことや今、感じたことなどを話していけ

ればなというふうに思っています。 
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先ほど申し上げた通り、さまざまなボランティア

に参加してきたんですけれども、特に今回は、ドラ

フトゼミについて絞って話していければなという

ふうに思っています。ドラフトゼミは、先ほど学生

の発表でもありましたが、貧困層の児童、生徒など

が来ている場所になっています。片親だったりとか

生活保護などを受けている子達が沢山来ている場

所になるんですけれども、そこに何回か行っている

中で感じたことが、やっぱり今村先生からも先ほど

お話がありましたが、自己肯定感が低い子達が多い

なというふうに肌で感じて、また勉強に対する意欲

も低い子達が多いという印象でした。そこでボラン

ティアとしてどうやって接していけばいいのか、ど

うやって接していったら彼らのその自己肯定感や

勉強に対するモチベーションが上がっていくのか、

ということをずっと考えながら行ってきました。 

その中で私達にもできるなと思ったことが、２点

ありまして、１点目がやっぱり聞き役に徹するとい

うことですね。聞き役に徹して、彼らの今の現状や

考えていることを聞いてあげることで、先ほど佐藤

校長からもお話がありましたけれども、大学生は少

し先を歩く先輩だと思っているので、そのナナメの

関係の大学生達が、話を聞いてあげることで、彼ら

のストレスや不満なども少しは解消されていくん

じゃないかというふうに考えました。 

２つ目は、大学生のこれまでの経験や今、価値観

などを彼らにシェアしたりとか、話していく中で、

児童や生徒の考え方の幅も広がって、それが自己肯

定感を少しでも高めることにつながる、そう感じて

います。 

話を聞くという点においては、学校でもユースソ

ーシャルワーカーだったりとかスクールカウンセ

ラーの方、いると思うんですけれども、学校外でナ

ナメの関係を築いていくことができるボランティ

アというのは、児童生徒や大学生自身にとってもす

ごく意義のあることなんじゃないかなというふう

に感じました。以上です。 

【木内】君塚君、ありがとうございました。 

それでは最後にクマーラ君、お願いします。 

【クマーラ】ありがとうございます。私は明海大

学の留学生を代表して留学生の異文化交流会にボ

ランティアとして参加させていただいて感じたこ

とをお話ししたいと思います。 

私は 2019 年から明海大学の留学生としてさまざ

まな異文化交流会に参加させていただきました。私

はこの３年間でボランティアとして参加したこと

は、やはりボランティアだけではなくて、共同学習

のイベントに学習者として参加したと思います。今

村先生の講演でも出てきたように、双方向の交流会

になったことだと思います。 

逆に留学生として日本というのはどこを見ても私

にとっては異文化なので、現場に行って学生達と対

面でお話しすることで、沢山のことを学ぶことがで

きます。さまざまなボランティアのイベントでさま

ざまなアクティビティをやることで学生達から私

達に質問したり、私達から学生に質問したりするこ

とで、沢山のことを学ぶことができました。 

また日本の学校というのは留学生としてはどのよ

うなものか、自分の国とどのような違いがあるのか

を現場でイベントに参加することで学ぶことがで

きました。 

また学生達はこれから社会人になったら、留学生、

日本という国が沢山の国際交流で豊かな国なので、

これからも交流を続けていけるような人材をつく

るために私達留学生としてどのような交流をして、

どのように支えられるのかを考えました。これから

もコロナでなかなか対面の異文化交流会をするこ

とが難しいんですけれども、できれば対面で沢山の

ことを異文化交流会でお互いに学び合っていけた

らいいなと思っております。 
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ありがとうございました。 

【木内】クマーラ君、ありがとうございました。 

私の考えではここからフリートーキングにしよう

と思ったのですが、先ほど今村様から何点かご質問

がありますので、それにお答えしてからにしたいと

思います。 

田巻課長さんと佐藤校長さんには受け入れに関し

ての苦労話、こちらの方をお話しいただきたいと思

います。それから２人の学生に対しては、ボランテ

ィアに参加しようとしたきっかけと、人には言えな

い苦労話、こちらの方を時間の関係で１分程度でお

願いできればと思います。 

【今村】苦労話ばっかり聞きたくてすみません。 

よろしくお願いします。 

【木内】では田巻課長お願いします。 

【田巻】我々としましては学校の規模とか人数、

さまざまなんですね。その場に応じた内容を考える

ということと、例えば学校も要望もさまざまです。 

例えば、これはだいたい英語の授業での交流をや

る、中学校なんかだと。場合によっては、全教科で

チャレンジしてみたいなんてあると、例えば地理の

学習の中で例えば産地の名産の食べ物と関連づけ、

つながればわかりやすくとかってやっていました

が、そういった内容の調整ですかね。 

あとは、実際やってみて振り返ってまた毎年

PDCA 改善していくというところが実態なのかな

と思っております。大学側としてはやっぱり、ボラ

ンティアの人を集めていただくというところが大

変ご協力をお願いしているというところでござい

ます。 

【木内】田巻課長、ありがとうございました。 

苦労話だけではなく工夫した点もお話しいただけ

たと思います。佐藤校長も苦労話だけですとお先 

真っ暗になってしまいますので、苦労と工夫、この

２ポイントでお願いいたします。 

【佐藤】わかりました。正直申し上げて、A グル

ープの田中さんには申し訳ないんですけれども、日

本語の要するに語学力、日本語力だけを知識という

意味で生徒達につけさせるのであれば、教員が話し

た方がいわゆる教授的な授業としては速いんだと

思うんです。 

だけれどそれは先ほどちょっとお話ししたように、

知識はもしかしたら入るかもしれないけれど、定着

したりとか使っていくという意味では非常に弱い

んですね。それが学生の皆さんが教えてくださると

しみいるような日常の会話的な部分、ような関係で

生きた言葉として伝わっていくというところなん

です。 

ですから、できるだけその学生の皆さんの良さが

生きるような授業と、それからそれを今度は知識の

部分で補っていく、そういう指導と、そこをミック

スしてやっていく、どういうタイミングで入れてい

くかな、そういったところは担当の方ではかなりい

ろいろ研究しながらやっています。 

でも、それは先ほども言いましたように、教員だ

けではやっぱり無理なものなので、丁度いい関係で

やっていただけているなというふうに本当に思っ

ています。こんなところでよろしいでしょうか。 

【木内】佐藤校長、ありがとうございました。 

では学生の皆さんに移ります。きっかけと苦労話。 

お願いします。 

【君塚】ボランティアに参加しようと思ったきっ

かけは、もちろん教員になりたいということもある

んですけれども、一番最初に参加させていただいた

のが、浦安市で行われている未来塾だと思うんです

けれども、未来塾、勉強を教えるという経験がそれ
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までずっとなかったので、それを経験できるという

場を明海大学が提供してくださったので、これはも

うやるしかないぞということで、すぐに参加を決め

ました。 

苦労話なんですけれども、先ほどのドラフトゼミ

の例で言いますと、参加し始めた当初のころに感じ

ていたことなんですけれども、中学生の子達が結構

多く来ているんですけれども、中学生、彼らはかな

り素直に意見を言ってくれるんですね。例えば「こ

れわかんない」とか「先生、話つまんない」とか、

結構ストレートに言ってくれるんですよ。 

それが最初のころはかなり心にグサッと来まして、

そういった経験が本当になかったものですから、か

なり傷ついて苦労した話なんですけれども、現在で

は逆に素直にしっかり言ってくれるんだから、それ

をしっかりと受け止めて、それを改善に生かしてい

けばいいなというふうに現在は考えています。以上

です。 

【木内】ありがとうございました。ではクマーラ

君お願いします。 

【クマーラ】私がボランティアに参加するという

ことのきっかけは、留学生として日本の中学校、小

学校に行く機会はなかなかないので、学校からはそ

ういう機会をくださったら、ぜひ参加するというこ

とがきっかけでした。 

それでさまざまな中学校、小学校、高等学校に行

って日本の学校は、日本の生徒と教師の関係はどう

いうものか、日本の学校はどんな形なのかを勉強す

ることができました。苦労話というと、ほとんど英

語で自分の国の文化の説明をするんですけれども、

中学校、小学校の時は、簡単な英語を使っているん

ですけれども、もうちょっと面白くするためには日

本語で説明したらいいのかなと思ったことがあり

ます。以上です。 

【木内】ありがとうございました。今村様、よろ

しいでしょうか。 

【今村】はい、ありがとうございます。 

【木内】ではここからはお時間を取りフリートー

キングにしたいと思います。まずは、パネリスト相

互の質問あるいは意見交換等ができればと思いま

すので、いかがでしょうか。では学生の君塚君お願

いします。 

【君塚】今村さんに質問なんですけれども、先ほ

どの講演を聞いていて、高校生だったりとかさまざ

まな大学生の動きというのをすごく活発に見えた

んですけれども、その裏に絶対にいるはずの教員の

動きというのがあまり見えなかったように感じて、

自分はもちろん教員になりたいと思っていますの

で、今後、教員がどのように高校生達にアプローチ

していったらいいのかというお考えを聞ければと

思っています。 

【今村】ありがとうございます。 

私よりこれは佐藤先生にお答えいただいた方がい

いのではないかと思いますので、ちょっとだけ申し

上げて、佐藤先生にお渡しできればと思いますが、

佐藤先生、奇しくも先ほど仰ったように、ある意味

教員の方が上手であることは当然であって、教員が

やった方が速いし正確な教授ができるけれどもそ

れでは定着しないという問題にこの「社会に開かれ

た教育課程」というコンセプトの中で佐藤校長先生

はあえて自分達がやることにブレーキをかけ、自分

達はつなぎ役になるということをお示しされまし

た。まさにこの辺りなのではないかなと思うんです

けれども、佐藤校長先生いかがでしょうか。 

【佐藤】ありがとうございます。先ほどお話しし

た中身がまさにそうかなと思うんですけれども、要

はどういう形で効果的にボランティアが生きるか

な、お互いがね。というそこのセッティングの部分
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というのは当然工夫しますし、それからもう一つ、

何よりも安全ですよね。ボランティア活動の中でも

ちろん教育効果もあるんですけれども、まず安全を

きちんと確保するということとか、そういった環境

の部分についても配慮が必要です。かなり時間をか

けて丁寧に整備していく必要というのがあるかな

と思っています。 

【君塚】ありがとうございます。 

【木内】ありがとうございました。他に質問ござ

いましたでしょうか。ではクマーラ君、お願いしま

す。 

【クマーラ】田巻様に質問です。2019 年と 2020

年は対面の異文化交流会に私達は参加をしたんで

すけれども、そのあとはオンラインになってしまっ

たので、これから感染対策を行う上で対面の異文化

交流会を行うことが可能でしょうか。また、私は小

学校、中学校に行く機会ができたんですけれども、

これから明海大学に入学してくる留学生達にもそ

の日本の学校というのはどんな形のものなのかを

経験させていただきたいと思っているので、これか

らは対面の異文化交流会を行うことはできますで

しょうか。よろしくお願いします。 

【田巻】ありがとうございます。我々もやはり対

面が一番心の部分も含めて交流としては意義があ

るものだと思っておりますので、コロナ禍が落ち着

けば、来年度ぜひ対面で学校に来ていただいたり、

またこちらも訪問させていただいたりということ

でそちらを第一に考えています。 

ただ、残念ながらコロナの終息が難しいというこ

とであれば、引き続きオンラインにもなり得るのか

なと思っておりますので、その辺は状況を見ながら

というのが一点です。 

また、オンラインの良さというのも一つありまし

て、行ったり来たりすると１日がかりの作業になっ

てしまうのですが、オンラインであればもしかした

ら１時間単位とか小さな交流活動というのもでき

る可能性もあるなと思っておりますので、そういっ

た部分もいろいろと広げていきたいなと考えてい

るところです。 

【木内】ありがとうございました。他にいかがで

しょうか。パネリストの皆様同士の意見交換の場と

して明海大学の今後の方向性を見据えた発言等を

いただければと思います。いかがでしょうか。 

【今村】先ほど私の質問に皆さん答えていただい

てすごくありがたかったです。特に君塚さん、クマ

ーラさんのお話を伺って、２人とももう顔が教育者

の顔になっているとすごく感じました。おそらく高

校生のころまでは教育を受ける側という意識だっ

たんだと思うんですよね。もしかしたら時には「学

校つまんねぇなー」とか「この授業よくわかんない

なー」と思って過ごしていた時期もあったはすなの

に、こうやって明海大学に入って、ボランティアの

現場にもまれて「先生の話意味わかんない」と言わ

れる側になってどんどん成長しているんだなとい

うことがすごく実感をしたところです。 

そこでちょっとむしろ今日進行いただいている木

内先生にご質問できればと思うんですけれども、こ

れ、どんな秘訣があって彼らは、そして今日、今、

私の目の前にいる今日発表いただいた皆さんも同

じくなんですけれども学生が教育者の顔になって

いく、ここのスイッチが入る魔法みたいなものは一

体何なのかというのをよかったらお教えいただけ

ればと思いまして。 

【木内】わかりました。明海大学のボランティア

に４年間、私、関わってきまして、まず感じたのは、

これはまさに部活動ではないかという感じがした

んですね。 

【今村】あぁ、なるほどですね。 
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【木内】最初は各学校に派遣するだけでしたけれ

ども、その間にいろいろな学生とのやり取りを通し

て人間的な成長を感じ取ることができた、まさにこ

の部活動効果が今の明海大学のボランティアにあ

るんではないかなというふうに思います。よろしい

でしょうか。 

【今村】ありがとうございます。もしよかったら、

それを受けて君塚さん、これは部活なのか、どうお

感じかお教えいただけませんか。 

【君塚】そうですね。自分、中高はずっと部活で

全力に打ち込んでいたんですけれども。 

【今村】何部ですか？ 

【君塚】ソフトテニス部です。 

【今村】あぁ、なるほど。 

【君塚】で、今の発言を受けてなんですけれども、

大学に入ってからサークルだったりだとか所属す

るものというのはたくさんあると思うんですけれ

ども、何か全力で打ち込めるものっていう、集団、

自分が今感じているのは教職の集団が部活みたい

なものとすごく感じていて、その一部にボランティ

アの活動があるので、部活のような感覚で自分は熱

中して取り組んでいます。以上です。 

【今村】いいですね。キーワード「部活」、頂きま

した。ありがとうございます。以上でございます。 

【木内】他はいかがでしょうか。まだ時間がござ

いますので、田巻課長お願いします。 

【田巻】すみません、引き続き君塚さんにお伺い

したいのですが、先ほど価値観を伝えていく、大学

生として、より身近な存在として価値観を伝えてい

くことが自己肯定感の高まりにもという話だった

んですけれども、それにちょっと深くお話を聞きた

いなと思いました。 

【君塚】ありがとうございます。価値観について

なんですけれども、中高生が自己肯定感が低いこと

について自分なりに考えがありまして、やっぱり学

校内で評価されるのって、スポーツができるとか、

勉強ができるとか、あと強いて言うなら恋愛がうま

くいくとか、そこら辺でしか周りから評価されるこ

とってないと思っていて、それだと、それらがうま

くいっていなかったら、自己肯定感って絶対上がら

ないと思って、だから、それを大学生の立場だった

らちょっと違う視点でもっと「こういうことが楽し

いよ」とか「こういうことも社会に出たら評価され

るんだよ」とか、そういう考えも生まれてきている

と思うので、そういったものを話していくうちに、

伝えていけたら、こんな学校だけではなくて、他に

もいろいろな広い世界が広がっているんだよみた

いな、そういったことで、自己肯定感が上がること

にもつながるんじゃないかなというふうに考えて

います。以上です。 

【田巻】ありがとうございます。 

【木内】ありがとうございます。どうでしょうか。

クマーラ君に対して質問を出していただけるとあ

りがたいのですが。いかがでしょうか。お願いしま

す。 

【田巻】足立区に学校来ていただいていますよね。

ご自分の国の学校と日本の学校の違い、驚いたとこ

ろとかありました？ 

【クマーラ】そうですね、一番驚いたことは、日

本の中学校、小学校の教師と生徒の距離が近い。ス

リランカは中学校、小学校で先生と言ったらちょっ

と怖い感じするんですけれども、すごい楽しく授業

しているのを見て、これが勉強にもなるし、落ち着

いて学校を楽しめるなと思いました。それが一番驚

いたことです。 

【田巻】ありがとうございます。足立区の教員に

も伝えていきたいと思います。 

【木内】ありがとうございます。他、いかがでし

ょうか。お願いします。 

【佐藤】今村先生にお聞きしたいのですけれど、

多分学生の皆さんも聞きたいんじゃないかなと思

うんですが、ボランティアに入っていく時というの
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は、結局全く知らない人、しかも世代も違う方の中

に入っていくことになるわけですよね。 

非常に不安を抱えながら入っていくんだと思うん

ですけれども、そういう知らない方、あるいは世代

の違いのある方の社会に入っていく時のコミュニ

ケーションを取っていくためのコツというか、何か

ここがポイントというものがあったら教えていた

だきたいんですけれど。 

【今村】なるほどですね、ありがとうございます。

私も普段は大学生ボランティアの活動場所を提供

するコーディネート役みたいなことをしていまし

て、その時に意識していることが２つあります。 

１つ目はボランティアの学生の皆さん自身は飛び

込んでいく相手側に関心をもったり、相手方を好き

になったりすることですね。やっぱりそれって相手

に伝わりますので、この人は私達に関心をもってく

れて、目を向けてくれて、好きでいてくれるなと感

じてくれることで相手からの本音がどんどん出て

くると思うんですよ。さっき君塚さんが仰った、「授

業つまんない」って言われたと落ち込んだと仰いま

したが、あれはコーディネーター側から見たら大成

功ですよ。怖い先生が来たらその人に「つまんなか

った」なんて絶対言えないですから。なので、「今

日つまんなかった」って言えるぐらい信頼関係がつ

くれるようになるためには相手を好きになって、そ

の価値観を認めること。これがまず１つ目ですね。 

あと、２つ目は、学校であれどこであれ、もしか

したら郷に入っては郷に従えみたいなことがある

場合があります。が、私は大学生ボランティアの皆

さんにおいては、それほどマナーとか郷に入っては

郷に従えみたいなことを意識し過ぎない方がいい

んじゃないかと思っていまして、自分が、これが大

事であると思うことをまっすぐ届けてもらう方が

よいと思っています。 

おそらく相手の、ボランティア活動ってアウェイ

の現場ですけれど、その現場での立ち振る舞いは、

例えば学校で言ったら先生方に勝るわけはないん

ですけれども、そこで何か起きた摩擦みたいなもの

よりも、普段は起きない何かを届けることの方が

100 倍大事なので、その辺りが、もう思い切って飛

び込むということが大事なんじゃないかと思って

おります。相反するようですけれども、この２つの

ことを意識しております。以上でございます。 

【佐藤】ありがとうございました。 

【木内】ありがとうございました。それではここ

からはチャット、あるいは Zoom 参加者、会場の参

加者から質問を承りたいと思います。現時点ではチ

ャットは来ていないということですね。では、Zoom

での参加者、あるいは会場参加者からご質問等を承

りたいと思いますが、いかがでしょうか。はい、学

生から１人、手が挙がりました。どうぞ前へお越し

ください。記録の都合上、所属とお名前をお願いい

たします。 

【上原】外国語学部英米語学科２年の上原です。

今回はパネルディスカッション、とても勉強になり

ました。質問なんですが、今村さんに質問がありま

す。基調講演でナナメの関係というのをすごい教え

て、学んだんですが…、そうではなく質問変えさせ

ていただくんですけれど。 

【今村】大丈夫です。 

【上原】ありがとうございます。学生が背伸びを

していろいろなことに立ち向かって、それを大学生

が支えるというのを仰っていたと思うんですけれ

ども、その時に、何だろう…。 

【今村】その時に大事になること、みたいな。 

【上原】そうですね。ありがとうございます。大

事になることはありますか？ 
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【今村】ありがとうございます。まずこの話の前

提は、社会に開かれた教育課程という大きなコンセ

プトがあり、春から教科、科目も再編成され、探求

という学習者主体の学び方というのが中心に据え

られるという前提があります。 

その中で、学校の在り方、先生方の在り方も、佐

藤校長先生が仰ったように、先生が教える、ではな

くて、先生がコーディネート役になるような学校教

育とまたは、地域との連携というのがこれから広が

っていくということがあります。 

その中で、今、全国でどんどん起き始めているの

は、自分でこれを学ぼう、自分でこれを探求しよう

と思い始めた中学生、高校生がどんどん地域に飛び

出して活動するということです。 

この時に、おそらくこの流れの中でも大学生ボラ

ンティアの皆さんがすごく重要になると思ってい

まして、皆さんがおそらくこれから問われていくの

は、正に君塚さんが仰ったような、聞き役としての

在り方、また佐藤校長先生が仰った、そこでの安全

の確保になると思います。誰かを動機づけるという

関わり方よりも、動きだした誰かが自分で進みなが

らも道を踏み外さないように、そのエンジンを応援

しながら、横でこっそりサポートする、こんな在り

方が必要になってくるんじゃないかなと予想して

おります。以上です。 

【上原】ありがとうございます。 

【木内】チャットから質問が出ましたので質問者

はよろしくお願いいたします。画面に向かってお話

を。直接こちらでお願いします。所属とお名前をお

願いいたします。 

【大池】明海大学の大池と言います。よろしくお

願いします。今日は貴重なお話をありがとうござい

ました。 

君塚君とクマーラ君、そして今村先生にお聞きし

たいのですけれども、先ほどちょっとありましたけ

れどもやはりボランティア活動って若い人達から

すると、ちょっとハードルが高い、ちょっと面倒く

さいなというような気持ちがしないわけでもない。 

で、これからの君塚君、クマーラ君のように、学

生、留学生がこの次の世代、つまり下級生に同じ経

験をぜひとも経験してもらいたい、そう今、思って

いると思うんですけれども、そういう時にどうやっ

て下級生、新しい留学生をボランティア活動に誘い

込めるかどうか、ちょっとそこら辺のヒントを頂け

ると助かります。 

今村先生にも同じような主旨で未経験者にどうや

ってアプローチしていくか、ということをちょっと

ヒントを頂けるとうれしいなと思います。よろしく

お願いします。 

【木内】最初にでは学生の方から。では君塚君か

ら。 

【君塚】これは「カタリバ」の活動について、自

分でもちょっと調べていて、それで学んだことなん

ですけれども、さっき言っていたように、カタリバ

ってより部活みたいな感じというふうに感じたん

ですね。その時にカッコイイ先輩、先に参加してい

た方達の姿を見て、後輩もよりやる気が出たみたい

なことがあったというふうに学んで、それは明海大

学のこのボランティアでも生かせるなというふう

に思ったので、例えば現在だったら寺子屋は先輩と

後輩が組む形もあると思いますし、他にもいろいろ

なボランティアで先輩と後輩が組むみたいな形に

したらカッコイイ先輩を見て後輩ももっと頑張ろ

うとかこれをまたその後輩に伝えようみたいな、そ

ういう流れができていくんじゃないかなというふ

うに、今、感じています。以上です。 

【木内】ありがとうございます。クマーラ君お願
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いします。 

【クマーラ】私は後輩にボランティアに参加させ

てもらいたいと思うのは、参加させてもらうために

後輩に私は経験してこんな利益がありましたよ、こ

ういうことができましたよ、いつか日本で生活する

時はこのようなことが役に立ちますよ、みたいに後

輩に伝えていけたら、参加してもらえると思います。 

例えばこの間のオンラインの交流会の時、ある中

学校でやったアクティビティが「Do you know that 

city? 」「Do you know this person?」みたいな日本

の都市とか日本の有名な人とか紹介してくださっ

て、すごい勉強になりました。 

それはいつか日本で生活する時に役に立つので、

そういうところを後輩達にも紹介してあげて、ぜひ

参加してもらいたいなと思っております。ありがと

うございました。 

【木内】ありがとうございました。今村様お願い

いたします。 

【今村】ありがとうございます。お二人のご意見、

まさにその通りです。先輩が後輩のモチベーション

に火をつけると、カッコイイ先輩に憧れる、これが

大事であるということは間違いなく、先ほど部活と

いう比喩がありましたが、部活で皆さんが経験した

メカニズムには大いにヒントがあると思います。 

そこに補足するならば、実は大きな問題が１つあ

って、今、おそらく佐藤校長先生の南葛もそうなん

じゃないかと思うんですが、今の皆さんの後輩世代

は新型コロナウイルスで十分な部活動を経験して

いません。 

なので、「部活のようにやろう」というそれだけで

通じるこの暗黙知が通用しない後輩達が入ってく

る時には、おそらくもう１つ、さらなる工夫が必要

になると思いますので、その小さな世代差ですが、

このジェネレーションギャップにぜひ注意しなが

ら後輩達を迎えてほしいなと思います。以上です。 

【木内】ありがとうございました。エンドレスで

続けたいところですが、時間がきてしまいました。

本日はご多用の中５名のパネリストの皆さんには

明海大学にお越しいただき、これからの明海大学の

ボランティアの在り方について明確にしていただ

きました。ありがとうございました。 

以上を持ちまして、2022 年パネルディスカッショ

ンをお開きとさせていただきます。ありがとうござ

いました。 
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11．閉会式 

11－１．足立区教育委員会 教育長 挨拶：大山 日出夫 ※リモート登壇 

皆様こんにちは。ただ今ご紹介をいただきました、

足立区教育長の大山でございます。まずは明海大学

の先生方、学生の皆様方には、日頃から様々な事業

で、足立の子供達のためにご理解とご協力をいただ

きまして本当にありがとうございます。 

本日は午後、半日ではございますけれども、久し

ぶりのシンポジウムということで、私も勉強させて

いただきました。 

今村先生のお話の中で、大学生ボランティアにつ

いては「ちょっとだけ未来を生きる年上の先輩」、

この「ちょっとだけ未来を生きる」という部分が非

常に良い言葉だなという風に思いました。 

支援をする側とされる側が分断されるのではな

く、お互いに win-win の関係になるというお話を聞

いて、学生の皆さんの発表も聞かせて頂きました。 

その中で先程もありましたけれども、外国人への

日本語指導ですとか、生活的に苦しいお子さんへの

勉強の対応などと、今、教育委員会でも抱えている、

本当に難しい課題に最前線で取り組んでおられる

ということで、本当に頼もしいなという風に感じま

した。 

最後のディスカッションでは、君塚さんから、「聞

き役に徹するんです」というところから、また子供

達に新たな視点を、ものの見方を教える存在になる

というようなお話も聞いて、本当にありがたいお話

だなという風に感じました。 

引き続き今後も、足立区の子供達、また日本の子

供達のために、是非今日参加をされた学生も頑張っ

ていただければなという風に思います。 

半日勉強になりました。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

11－２．閉会挨拶：明海大学 副学長 高野 敬三 

ただいまご紹介頂きました、明海大学 副学長の高

野と申します。閉会にあたりまして、私のほうから

一言、本日ご参加いただいた皆様方に御礼の言葉を

申し上げたいと思います。 

2022 明海大学「大学と地域連携の未来」シンポジ

ウムに本日ご参加いただきまして誠にありがとう

ございました。 

本日は、今村先生から基調講演をいただいたあと、

学生の発表ということで、会を進行させていただき、

締めはパネルディスカッションというかたちで、今

まで執り行ってきたところでございます。今村先生

からは、基調講演で「ナナメの関係」ということで

お話をいただきました。 

この言葉は、かなり前から使われていた言葉でご

ざいますけれども、やはり本音でコミュニケーショ

ンができるというのは、「タテの関係」でもなく、

「ヨコの関係」でもない、「ナナメの関係」でいく

ことが大切であるというような意味合いかと思い

ます。またボランティアの意義について、様々な大

学生ボランティアの全国事情につきましてもご紹

介いただき、ご自身が取組をされてきたことについ

て、経験を踏まえて示唆のある発言をいただいたと

ころです。 

ボランティアの意義、先生は「伝播」「触発」「連
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鎖」ということでおっしゃっておりましたけれども、

やはり、いかにそのボランティア活動を Expand し

て行くのか、触発する、Inspire して行くのか、そ

して連鎖、Chain、Connect して行くのか、こうい

ったことが非常に大切である、意義があることであ

るということではございますけれども、一方でやは

り課題としての「報酬」、お金の件ですね。有償、

無償のボランティアということでのお話かと思い

ますけれども、あとは「継続性」「支援体制」とい

うことでお話がありました。 

この「支援体制」のことにつきましては、ディス

カッションで議論を進めていただき、また「継続性」

ということに関してもお話をいただいたところで

ございます。 

特に学生の方から、継続するためには何が必要な

のか、特に先輩後輩、先輩の「ボランティアの楽し

い姿」を後輩に伝えていくということが、事業が長

く続くことであるという意味合いでお話をいただ

いたと思いますし、支援の関係であれば、やはり学

校ないしはボランティア先のところで様々工夫を

いただいている、こういったことが行われていない

となかなか成長していかないというようなことで、

パネルディスカッションにうまく繋がったと私は

考えております。 

「社会に開かれた教育課程」ということがサブテ

ーマであったわけでございますけれども、今後の学

校教育では、やはりお話にありましたように「探究」

というのがキーワードでございます。 

「探究の活動」「探究の学習」をする上では、学校

だけでは十分に機能していかない、様々な社会人、

あるいは学生、あるいは様々な地域人材が学校に関

わっていかないと、この「探究」という活動ができ

ないものだと改めて今日、パネルディスカッション

でも確認ができたところかと思っております。 

今後、明海大学が更に地域連携を進めていく上で、

今日は非常に参考になるお話をいただいたととも

に、学生の発表、そしてパネルディスカッションが

行われたかと思っております。 

ご参会の皆様方にとられましても、満足の行く会

であったのかと信じて、本日は会を閉じさせていた

だきたいと思います。 

来年また、「2023 大学と地域連携の未来」を明海

大学で開催をさせていただきます。どうぞその際は、

ご参加いただければありがたいと思いまして、私か

らの御礼の言葉と、お願いということで、会を閉じ

させていただきます。 

どうも、本日一日ありがとうございました。 
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12．アンケート 

◆所属を教えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆基調講演はいかがでしたか。 

 

◆学生発表はいかがでしたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足

80.0%

まあ満足

19.4%

少し不満

0%

不満

0%

無回答

0.6%

教育委員会

29.7%

教員※

37.7%

学生・大学院生

21.7%

マスコミ関係の方

0%

地域住民の方

0%
その他

10.9%

教育委員会 52

教員※ 66

学生・大学院生 38

マスコミ関係の方 0

地域住民の方 0

その他 19

計 175
※（小学校・中学校・高等学校・大学等） 

満足 140

まあ満足 34

少し不満 0

不満 0

無回答 1

計 175

・教育委員会を、昨年の教育機関関係者とすると、

教育委員会、教員の参加が増加している。 

満足

82.3%

まあ満足

17.1%

少し不満

0%

不満

0%
無回答

0.6%

満足 144

まあ満足 30

少し不満 0

不満 0

無回答 1

計 175

・高い満足度を示している。 

・切り口である「ボランティア」、その関わり方で

ある「ナナメの関係性」について、新たな見方、考

え方であるとの肯定的な意見が多数見受けられる。 

・新たな試みであった学生発表は高い評価を受けている。

取組む学生の姿勢や資料の見やすさ等について評価され

ていることが自由回答から読み取ることができる。 

・個々にもう少し丁寧な総括があると、さらに良いとい

う意見もあり、今後の発表形式の改善点の一つであると思

われる。 
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◆パネルディスカッションはいかがでしたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆Zoom によるオンラインで参加した方にお聞きします。 

映像や音声などの配信はいかがでしたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆配布資料（リーフレット）は活用されましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足

82.3%

まあ満足

16.6%

少し不満

0%

不満

0%

無回答

1.1%

満足 144

まあ満足 29

少し不満 0

不満 0

無回答 2

計 175

・毎回高い満足度を示しているパネルディスカッションだが、

今回も同様の結果となっている。 

・パネリストそれぞれの視点での考え方、発言が知れたこと

について評価する自由記入が多いのは、学生から基調講演者、

教育委員会、校長先生への質問等、活発な意見交換が見られた

点ではないかと考えることができる。 

満足

78.9%

まあ満足

14.9%

少し不満

6.3%

不満

0%
無回答

0%

満足 138

まあ満足 26

少し不満 11

不満 0

無回答 0

計 175

・配信に関する満足度は昨年並みだが、少し不満のポイ

ントが上がっている。 

・ノイズによる聞き苦しさの指摘があるが、視聴者のマ

イク ON によるノイズは Zoom ミーティングでは 100％制

御できない為、著しく視聴者に不快感を与えているようで

あれば、Zoom ウェビナーでの配信の検討も必要である。 

・配信環境、回線の安定性については、特に不満の意見

は見受けられない。 

・活用したという意見が大多数である。 

・一方、少数ではあるが、気付かなかったという意見も

確認できることから、告知と活用の促しについては、強

化する必要があるかもしれない。 

活用した。

89.1%

活用しなかった。

9.7%

無回答

1.1%

活用した。 156

活用しなかった。 17

無回答 2

計 175
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◆総合的に見て、本シンポジウムにご満足いただけましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

満足

84.0%

まあ満足

16.0%

少し不満

0%

不満

0%
満足 147

まあ満足 28

少し不満 0

不満 0

計 175

・高い満足度を示している。 

・大学生主体での開催についての評価や、学生視点での

発表といった、今回チャレンジしたコンセプトについて

の評価する意見が多く見受けられ、受け入れられたこと

を示している。 
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【基調講演 自由回答】 

 新しい発見があった。 

 中学生を担当する立場として、ボランティア活

動や地域との関連等、いろいろと考える・見直

す視点をいただきました。 

 学生ボランティアに講演にあったようなアプ

ローチがあることを初めて知りました。ななめ

の関係の意味がよくわかりました。 

 様々なご経験からのお話が良かったです。 

 普段のボランティアの何気ないことだけど重

要なことがわかった。 

 「ナナメの関係」という新しい視点に気づくこ

とが出来ました。そのうえで「タテ」の信頼関

係がしっかりしてこその「ナナメ」の確立であ

ると考えました。 

 学生の取組がよく分かるとともに、成果と課題

も明確であった。基調講演とシンポジウムは連

動しており、話を深めることができました。 

 身近でかつ重要な課題に、具体的に講義をいた

だいた。 

 大変参考になった。 

 オンラインで参加させていただきましたが、あ

っという間に時間が過ぎるような、構成、内容

ともに大満足です、貴重な時間となりました。

ありがとうございました。 

 学校における学生ボランティアは教員の補助

ということではなく、教員と生徒、または生徒

同士の関係性では得られない教育効果がある

ことを再認識できた。 

 Zoom で参加しましたが、終始考えさせる内容

で、ボランティアについて考え直すきっかけに

なりました。 

 具体的な取組が紹介されて、参考になった。 

 

 高大及び中大連携の意義と様々な取り組みが

理解できた。 

 これまでの歩みとこれからの方向性について、

非常にわかりやすい説明だった。 

 とてもためになりました。 

 今日は貴重なお話を聞かせていただき、ありが

とうございました。「ナナメの関係」、これは学

校教育において求められる存在かもしれませ

ん。先生のお話の中に、地域や近所などつなが

りが多い子の方が自己肯定感が高いとありま

したが、小さいころに育った感性がベースとな

り、人とのかかわりを作っていくと思います。

たとえ小さいころにそう言った経験がなかっ

たとしても、親や先生でもないちょっとだけ未

来を生きる大人の先輩とのかかわりをとおし

て、未来を生きる子供たちを取り残さないよう

な環境を作っていくことはとても大切だと感

じました。「私もなにかやりたい」と思わせる

ような取り組みをなさっている先生の活動が

これからの子どもたちを作っていくと思いま

した。 

 カツオ君の例がとてもわかりやすく、一層内容

に引き込まれました。 

 わかりやすい例を出しての説明で立ち位置の

把握などが容易になったためすんなりと聞け

た。 

 少し先をいく先輩の背中をみせるような「なな

めの関係」としての、ボランティアの存在の価

値や意義について概説いただき、大学生の学校

支援ボランティアの意味を振り返ることがで

きました。 

 普段聞けない話が聞けた。 
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【学生発表 自由回答】 

 学生のプレゼンに私のプレゼンで活かせる部

分を見つけることができた。 

 自分の都合でＡグループの発表までしか視聴

することができませんでしたが、大学生がひた

むきに頑張っているその姿勢、誠実さが伝わっ

てきて、自分も頑張らねば…と元気と勇気をも

らいました。 

 ここまでの準備、練習に時間をかけて臨んだの

ではないかと思いました。このような大きな場

面での発表は、良い経験になると思います。 

 田柄高校も含めてご報告いただき感謝いたし

ます。 

 大学生が中高生との交流を通し、成長されてい

る様子が伝わり頼もしさを感じた。 

 学生の皆さんの真摯に取り組む姿勢が伝わっ

てきました。 

 それぞれにもう少し丁寧な総括があると、さら

に良いと思いました。 

 本校での支援等に協力をいただいている。 

 学生の皆様の発表もとてもわかりやすく、勉強

になりました。ありがとうございました！ 

 各校における学生ボランティアのニーズや実

態、今後の課題が分かりやすかったので。 

 緊張を見せずにハキハキと喋っていてかっこ

よかったです。資料も見やすくわかりやすかっ

たです。 

 貴学の教育に係る実践事例について実践した

学生自身がプレゼンしていた。 

 明海の学生として誇れる学生ばかりだと感動

しました。 

 学生が主体的に諸活動に取り組み、そこからの

学びを今後につなげようとしている姿が見て

取れました。とても立派でした。それぞれ時間

が短く、伝えきれなくて悔しい思いをしている

かもしれませんね。もっと詳しく、うまくいか

なかった点や今後の取組について聞きたいと

思いました。 

 活動した内容を簡潔にまとめることができて

いて、内容に興味を持って聞くことができた。 

 皆が頑張っているのを見て、自分も頑張ろうと

思った。 
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【パネルディスカッション 自由回答】 

 わかりやすい内容であった。 

 部活動というボランティア活動のヒントは面

白いですね。 

 大学と地域や小中高との連携について、それぞ

れの視点から本音の部分でお話を伺えてよか

った。 

 学生の方お二人のボランティアに向かう姿勢

を力強く感じました。 

 少々一人ひとりの話が長く、議論の時間が少な

かった。 

 様々な課題や取組に貴重な意見が拝聴できた。 

 お立場の違う方からのご意見、ご感想が聞けた

ことがとてもよかったです。 

 高等学校における日本語支援を学生ボランテ

ィアが担うことで、生徒の学習意欲が高まると

もに、来日して間もない外国籍生徒の相談相手

になっていることを再認識し、明海大学との連

携の重要性を実感した。 

 それぞれの視点で議論をしていく中で、前に発

言した人の内容を踏まえていてすごいと思い

ました。自分の体験を交えていて説得力を感じ

ました。 

 それぞれの組織のリーダーと連携に取り組ん

でいる学生等の考えが理解できた。 

 それぞれの視点で、話を聞くことができた。 

 本当に楽しかったです。 

 パネリストそれぞれの視点から話を聞くこと

ができました。学生がパネリストにいることで、

学生視点の考えも聞くことができたことがよ

かったと思いました。 

 パネルディスカッションを聞いて自身がどの

ように関わっていくのが良いのかを考える際

に助けとなる内容だと思った。 

 学習支援の継続に向けた課題についてのヒン

トになる対話でした。学生さんが、自分の言葉

で語っているところがとても響きました。 

 とても内容のあるディスカッションで楽しか

った。 
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【Zoom 開催 配信 自由回答】 

 音声が途切れることがなかった。 

 直接の空気感までは感じることはできません

でしたが、視聴動作もスムーズで何も問題なか

ったと思います。直接の方が良いですが、遠方

の方は、こちらの方が参加しやすいですね。 

 基調講演での質疑応答でノイズが入り、聞き苦

しかった。大学生の活動報告１人目の発表に対

し、チャットで質問が出ていたが、司会の方が

気付かなかったのか、スルーされてしまった。 

 画像音声ともに全く問題はありませんでした。 

 問題なく快適に視聴することができました。 

 音声が聞き取りやすかったです。映像の乱れも

なかったのでまるでその場にいるようでした。 

 コロナ禍で中止になってもおかしくない中、運

営ありがとうございました。 

 説明者の画面も見やすく、スライドも見やすく、

ライブ感もあり、楽しく拝聴できました。 

 バッチしでした。 

 所々でノイズが入っていた。 

 特に雑音なども無かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【配布資料について 自由回答】 

 配布資料が必要ない内容であった。 

 今後、自分の仕事に活用しようと思っています。 

 参考になりました。 

 事前に目を通した程度だったので上記の通り

回答しました。 

 参考とするため。 

 事前に拝見でき、事前学習ができた。 

 本日の内容を事前に把握したかった。 

 手元にデジタルで見れるように置いておきま

した。タイムスケジュールや参加者がわかるこ

とで時間を活用できました。 

 参考になりました。 

 どこにあるのか気づかなかったです、、 

 

 事前に学生発表がどのような内容なのかを大

まかに確認した。 

 話す内容の概要等を見るために活用した。 
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【次年度以降 シンポジウムテーマ 自由回答】 

 外国語教育について。 

 引き続きの取組の報告があるとよいと思いま

す。コロナ禍でのボランティア活動もよいと思

います。 

 教育方法。 

 今回の取り組みについて継続してきた内容の

実践報告等について。 

 地域連携の成果として、卒業生のその後の活躍

について、興味があります。 

 やはり、会場で、直接発表を聞いたり質問でき

たりできるほうが発表者の思いが伝わると思

いました。 

 テーマは特にわかりませんが、現職の先生や教

員経験がある方のお話を聞く機会がまた欲し

いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【全体を通して 自由回答】 

 教育や私自身のプレゼンに活かせる内容ばか

りだった。 

 大学という自分が勤務している場所と違う世

界をみることができ、また、違う世界に触れる

ことができ、貴重な機会になったと思います。

ありがとうございました。所用があり、途中で

退出してしまい、申し訳ございません。 

 ＭＥＩＫＡＩ－ＪＯＥでお世話になっており

ます、福島県いわき市教育委員会です。今回の

シンポジウムに参加し、明海大学で、幅広く学

生ボランティアを行っていることを初めて知

りました。特に、浦安市小学校英語支援が興味

深かったです。学生が外国語授業で、Ｔ２．Ｔ

３を務めるということで、現場のニーズに合う

事業だと思います。実際の運営で、打ち合わせ

をどう行うか、児童の個人情報に関する対応な

ど、外部の人材が授業に入ることについて、さ

まざまな点で事前の確認や準備が必要になる

のではないかと思いました。本市における外国

語授業への取り組みの参考にいたします。あり

がとうございました。 

 有難うございました。 

 

 パネルディスカッションで今村先生が、大学ボ

ランティアを受け入れる学校側にも目を向け

てくださったのが、中学校関係者として嬉しく

感じました。学生の皆さんの真摯な姿勢にも明

るい未来を感じることができました。参加させ

ていただき良い経験になりました。ありがとう

ございました。 

 今回のシンポジウムは大学生が主体に開催さ

れた点がとても素晴らしいと思いました。違う

角度からの視点で大変勉強になりました。あり

がとうございました。 

 来年も、どうぞよろしくお願いいたします。 

 本日はありがとうございました。とても貴重な

時間を過ごすことができました。 

 子ども側から考えた視点だけでなく、学生の立

場から見た視点、専門家の方からの分析の視点

を知ることができ、非常に勉強になりました。

ありがとうございました。 

 オンラインでの長時間開催となるため、学生の

発表を選択制にして、時間を短縮してもよいの

かもしれません。学生の思いが伝わり、内容は
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とても良かったと思います。 

 いつも大変お世話になりありがとうございま

す。今後も win-win の関係を継続していけるよ

うによろしくお願いします。 

 連携事業がスムーズに行えるとよいと思うま

す。計画から実施の仕組み!システムをもう少

し改善できると嬉しいです。オンラインでも出

来るシステムや対面交流のシステムと併用も

あると連携事業が進むと思います。お世話にな

っております。ありがとうございました。 

 様々な取り組み、運営をありがとうございまし

た。今後とも宜しくお願い致します。 

 コロナ禍においても、工夫して実施していただ

きありがとうございました。 

 いつも新しい学びの機会をありがとうござい

ます。毎年参加させていただくのをとても楽し

みにしています。本区（足立区）の小・中学生

も、明海大学の学生の皆さんとの関わり・ナナ

メの関係の中で、普段の学校生活からは学べな

い多くのことを学んでいます。また、関わって

いただいた学生の皆さんが、このような大きな

シンポジウムの場で堂々と活躍されている姿

を見れば、少し先の自分のなりたい姿を想像で

きるのではないかと思います。来年も楽しみに

しています。貴重な機会をありがとうございま

した。 

 四年間ありがとうございました！ 

 いつもお世話になっております。年々、学生の

皆さんが様々な経験をとおして学びを深め、発

表も素晴らしいものになっていると思います。

先ほども記しましたが、直接お話を伺いたいで

す。今日は本当にありがとうございました。 

 関係者の皆様、ご準備お疲れ様でした。大変有

意義な発表会でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の事業報告 
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13．日本語指導教員研修（足立区/都立飛鳥高校/都立田柄高校） 

報告：外国語学部日本語学科教授 木山 三佳、同講師 田川 麻央 

 

１ 概要 

日本語指導が必要な児童・生徒に対する指導につ

いて、教員向けの研修をおこなっている。今年度は、

足立区小学校教員対象研修２回、都立飛鳥高校、都

立田柄高校、において実施した。 

２ 年間の実施報告 

（１）足立区教員研修           担当：木山 三佳 

第一回「複数言語環境にある児童・生徒の言語習

得」(2021/６/７)参加者・・・７名 

日本語指導が必要な児童の言語的課題の背景にあ

る言語習得のメカニズムを紹介し、子どもの第二言

語習得には、「母語」「年齢」「入国年齢」「滞在年数」

の４つの要因が関わっていること、リテラシーの獲

得にはプレリテラシーが重要であることを説明し

た。さらに実践課題として、発音・表記・漢字につ

いて毎日短時間で行うことができる練習の作成を

行った。 

第二回「ことばと教科の力を育てる教育実践」 

(2021/12/３)参加者・・・７名 

バイリンガルの言語能力についてのカミンズの

理論的な枠組みについて紹介し、日本の小中学校に

おける日本語指導と在籍学級における教科学習の

橋渡しとなる JSL カリキュラムの言語教育の方法

論を概説した。最後に中心的な概念である「スキャ

フォールディング」を授業活動に適切に配列し、日

本語の目標を設定するという課題を行った。 

足立区の受講者の感想から 

今回とても驚いたことが、母語の習得が十分でな

い幼児期に第二言語を学ぶことは、共倒れの危険が

あると研究結果から知れたことです。これまで「早

ければ早いほど良い。」と勝手に思っていた第二言

語の習得について、まさに青天の霹靂でした。また、

最後に演習がありましたが、すぐにはできないにし

てもそういう意識をもって指導を行っていくこと

が大切なのだと改めて気付かせていただけました。 

（２）東京都立飛鳥高等学校（2021/10/22） 

参加者・・・30 名             担当：木山 三佳 

「教科学習と日本語指導-「高等学校等における日

本語指導の制度化および充実方策」を受けて」 

文科省 10 月 15 日の報告書の概要を紹介し、認知

的課題、言語的課題の両方を解決するべく文脈に埋

め込んだ言語の指導、教科と日本語の指導の統合を

目指す指導の必要性について説明し、「学ぶ」ので

はなく「使う」つもりで読ませること、前もって全

体像を与えること、メッセージの多様性を利用する

こと、などの具体的な方法を紹介した。 

飛鳥高校の感想 

全日制課程副校長               池田 厚 先生 

今回、講義いただいた内容は、教科学習のために

必要な日本語指導に関するものでした。「背景知識

を得ることで、状況モデルを描くことができる」と

いう文章理解のメカニズムを分かり易く解説して

いただき、語彙や文法を理解しただけでは文章理解

には至らないということがよく分かりました。全日

制および定時制の教員合わせて約 30 名が参加し、

昨年同様の内容の濃い充実した研修会となりまし
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た。日本語指導が必要な生徒が年々増えていますが、

教職員の多くはどのように支援したらよいか深く

考える機会がなかなかありません。今回の研修を受

け、外国人生徒が日本の高校の授業を受ける上で、

大切なポイントを得ることができたと思います。 

定時制課程副校長               東 達康 先生 

教員対象の日本語研修会を実施していただきあり

がとうございます。研修を通して教科学習と日本語

指導とのかかわりについて詳細にご説明があり、ま

た、日本語指導における課題や指導する上での具体

的な方法を紹介していただき、教職員の日本語指導

に対する意識向上にとても役立ちました。今後とも

指導・助言を賜り、生徒の日本語能力向上に尽力し

ていきます。 

島村 学 先生 

教科指導の中でも日本語指導につながるような具

体的な方法をご教授いただき、大変勉強になりまし

た。また、日本語指導を支援するためのツールをご

紹介いただき、生徒との関わりの中で活用すること

ができています。日本語指導に関わる知識や技能に

ついては、日々の業務で取得することが難しく、こ

の研修会での学びは大変有意義なものとなりまし

た。 

（３）東京都立田柄高等学校（2021/12/22） 

参加者・・・10 名            担当：田川 麻央 

全国的に日本語指導が必要な外国人生徒等が増え

る昨今、滞在期間、日本語の習得状況、生活への適

応状況など一人ひとり異なる外国人生徒に対して、

どのような学びの支援を行うべきか模索が続けら

れている。本研修会では、二言語を併用する生徒の

言語能力と認知過程について紹介し、日本語指導を

通じて育成する力とコースデザインについて、整理

した。言語能力は日常的な生活に必要なコミュニケ

ーション能力と学習に必要な言語能力に大別され、

学習に必要な言語能力を身につけるには、日常的な

生活に必要なコミュニケーション能力よりも長い

時間を要する。しかし、一方の言語で身につけた学

習に必要な言語能力は、他方の言語で学習する際に

プラスに働く。また、言語の処理には脳のワーキン

グメモリが関わっており、限られた認知資源をいか

に効率よく使用するかが問題となる。第二言語であ

る日本語が十分に発達していない生徒の場合、単語

の認知、句や一文の解析といった低次の処理に多く

の認知資源を割き、思考や推論といった高次の処理

に費やす認知資源が不足することが多々ある。低次

の処理と高次の処理では、低次の処理が優先される

からである。高次の処理に多くの認知資源を割ける

ように、日本語能力を伸ばし低次の処理を自動化さ

せることが学力向上につながると思われる。 

成長過程にある生徒のための日本語は、単に言語

知識や言語スキルの獲得だけにとどまらず、仲間と

つながり、認知的な発達、自己実現へとつながって

いくものである。それを踏まえたうえで生徒にとっ

て必要な日本語学習を設計する必要がある。 

都立田柄高校の感想 

副校長 金澤 剛志 先生 

田川先生から数値等のデータを用いた講義を受講

しました。若手教員のみならずベテランの教員でも、

多数在籍する外国籍や外国にルーツのある生徒へ

の対応について戸惑うこともあります。その様な中

で、基礎的な対応や今後の支援について学べたこと

は、とても貴重な経験です。今後も明海大学との連

携を深めて指導を行います。 

毛塚 篤志 先生 

研修を受け、学校生活を送る上で身に付けさせた

い「サバイバル日本語」が大変参考になりました。

異なる文化で育った外国人生徒が、本校で生活する

ために、最低限知っていてほしい言葉を選び、身に

付けさせ、混乱なく生活できるよう支援しなければ、

と思いました。研修で学んだことを生かしてまいり

ます。ありがとうございました。 
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14．2021 年度 英語授業改革セミナー 

 

１ はじめに 

2021 年８月６日に第４回「明海大学・朝日大学共

催・2021 英語授業改革セミナー」を開催した。新

型コロナ感染防止の観点から、大学会場における対

面形式と Zoom によるオンライン形式とを併用し

た形での実施となり、全国から小学校、中学校、高

校の先生方、教育委員会の方々、大学教員、大学生、

教育関係者が 250 人以上参加した。 

第１部の基調講演では、文部科学省初等中等教育

局外国語教育推進室教科調査官の山田誠志先生が

「新しい観点による学習評価から、求められる指導

を考える～英語教師としての喜びを感じる授業を

～」という演題で講義された。豊富な資料とともに

会場の受講者とのやりとりを交えながら学習指導

要領に示された概念の具現化について話された。 

第２部では２つの時間帯（13:00～14:15、14:30～

15:45）にそれぞれ４つのワークショップが行われ

た。 

ワークショップ A では朝日大学経営学部・英語教

育センター教授の亀谷 みゆき先生と山形県立小

国高等学校校長の米野 和徳先生が、「評価を変え

て授業改善！－指導と評価の一体化に向けて－」と

いうテーマで対談形式により理解を深めていく講

演を行った。 

ワークショップ B では愛知県立旭丘高等学校英語

科教諭の箕浦 麻里先生が、「生徒の Motivation を

高める協働活動と高次言語活動－「論理・表現」の

授業で養うスキルとは－」と題して、Zoom のブレ

イクアウトルーム機能による受講者同士の話し合

いを交えながら講義を行った。 

ワークショップ C では千代田区立九段中等教育学

校・文教大学・都留文科大学非常勤講師の本多 敏

幸先生が、「読むことから話すことへの領域統合的

言語活動」と題し、実際の授業ビデオを交えながら

講演を行った。 

ワークショップ D では本学教職課程センター教授

の百瀬 美帆先生、多言語コミュニケーションセン

ター教授のパトリツィア・ハヤシ先生及び准教授の

タイソン・ロード先生が「楽しく学ぶ小学校外国語

－ALT とのコミュニケーション活動を中心に－」

と題し、児童役の学生たち（外国語学部英米語学科

３年生の佐藤 向日葵さん、２年生の上原 二葉さ

ん、内山 瑞貴さん、児島 晴香さん）とともに授

業ですぐに使えるアクティビティーの紹介などを、

Zoom のブレイクアウトルーム機能を併用しながら

行った。 

 

 

 

参加学生 

外国語学部英米語学科３年 及川 龍之介、小林 悠太、佐保 翼、橋本 ありさ 

  佐藤 向日葵 

 ２年  上原 二葉、内山 瑞貴、児島 晴香 

本多 敏幸先生 

山田 誠志先生 
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事後アンケート 回答人数  102 人 

所属別割合   

小学校教員 11.8%  中学校教員 27.4% 

高校教員  28.4%  大学教員   6.9% 

大学生    6.9%  教育委員会等 7.8% 

その他   10.8% 

 

※各講座への満足度 

肯定的回答：大変満足/満足と回答した割合 

否定的回答：あまり満足しなかった/満足しなか

ったと回答した割合 

 肯定的 

回答 (%) 

否定的 

回答 (%) 

基調講演* 89 8 

ワークショップ A 95 5 

ワークショップ B 100 0 

ワークショップ C 99 1 

ワークショップ D 100 0 

＊基調講演についての否定的回答は主に配信状

況の不具合に関してであった。また不参加者が

いたため回答割合計が 100%にならない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ サポート学生の役割 

それぞれのワークショップは明海大学を会場とし

て配信し、外国語学部英米語学科３年生の及川 龍

之介さん、小林 悠太さん、佐保 翼さん、橋本 あ

りささんがそれぞれの会場で配信技術担当者とし

て発表者をサポートした。 

配信担当 及川 龍之介の感想 

私は今回の授業改革セミナーで基調講演とワーク

ショップ A の配信補助を担当させていただきまし

た。大学外への配信ということで不安な気持ちもあ

りましたが、講演をしてくださる先生方のサポート

をすることができたて嬉しく思っています。 

今回は落ち着いて講義を聴くことができませんで

したが、将来は英語教員としてこのセミナーに参加

したいと思いました。 

配信補助以外には、来場者受付・案内を英米語学

科３年生 佐藤 向日葵、２年生 上原 二葉、内山 

瑞貴、児島 晴香が担当した。 

３ 事後アンケート結果 

基調講演については、「新しい学習指導要領や観点

別評価を実施するうえで、ポイントとなる点をとて

も丁寧に説明していただき、クリアではなかった部

分が見えてきて、向かうべき道筋が見えてきました」

などのコメントが多くの受講者から寄せられた。 

 

 

 

 

 

ワークショップ D 
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15．2021 年度教職課程・地域学校教育センター （METTS）の歩み 

報告：外国語学部 教授 教職課程・地域学校教育センター副センター長 大池 公紀 

 

１ 2021 年度の活動について 

全てが「コロナ」に集約される一年であった、と

記入したのは 20 年度の報告書であったが、21 年度

も新型コロナウィルスがデルタ型からオミクロン

型に変わったもののその脅威は減少していない一

年であった。ただ少しずつではあってもその様態が

分かり始め、ワクチン接種も 22 年２月には第３回

目が始まるなど With COVID 19 を踏まえた教育実

践が進められる機運となってきた。 

教職課程センター案件では、昨年度は７月の教員

採用試験に向かってコロナの混乱期が重なってし

まい模索を続けざるを得なかった試験対策講座を

はじめとして多くの事業は 19 年度並みに戻った。

ただ学校現場の緊張感から秋の中学校等での訪問

研修や海外研修などが実現できず、次年度の実施に

望みを託したい。 

新型コロナウィルスによる 20 年度の教育活動の

変更の 1 つとして教育実習の実施時期が後期に移

行したことがあった。昨年は、教育実習全予定 29

名の内（小学校での教育実習は除く）、前期実施１

（英米語１）3.4%、後期実施 28（日本語 10 英米語

18）96.6%であったが、21 年度は教育実習全予定

29 名の内、前期実施 21（日本語 10 英米語 10 中国

語１）72.4%、後期実施８（日本語５英米語１中国

語２）27.6%で、本来の前期実施へと戻りつつある。 

地域学校教育センター案件では、コロナウィルス

の影響によって中止された対外事業（それらも含め

て以下に記録として残した）も少数ではあるが存在

したが、「大学生と話そう会」「あけみ英語村」など

が Zoom を活用したオンライン実施に切り替える

など実施形態に変更を加えることで全体的には 19

年度とほぼ同じ教育活動が実施できた。そのような

厳しい環境の中でも「田柄高校留学生交流会」「未

来塾」「ドラフトゼミ」「足立区英語マスター講座修

了者英語成果発会」「浦安市小学校英語支援」など

対面での実施を継続している事業もある。 

この２年間、授業展開や生徒指導だけではなく、

地域との連携事業等でも急激に ICT 化を図らねば

ならないことが求められている。その一方で教育活

動の中には、心のケアや生活支援などデジタル化で

きないものが厳然とあることも更にクローズアッ

プされてきた。明海大学教職課程センター・地域学

校教育センターは、学生を強力に支援するとともに

その両面をいや増して強化するべく職員一同励ん

でいきたいと願っている。 

21 年度も多様な事業を展開してきた。その多くの

事業の中にあって、様々な困難を乗り越えてご支援

いただいた教育委員会及び該当校の先生方の熱意

と使命感に改めてここに感謝申し上げたい。 

２ 2021 年度教職課程履修者数 

（2021 年５月１日現在） 

    日本語 英米語 中国語 合計（昨年） 

１年次  22    49    0   71  （54） 

２年次   16   26      1   43  （37） 

３年次  17    16   2    35  （30） 

４年次  15   11   3   29  （30） 

科目等履修 0       1      0       1   （0） 

合計 179（151） 

３ 2021 年度公立学校教員採用試験合格者 

教員採用試験受験者延 27 名（卒業生を含む）、１

次試験合格者 17 名、２次合格者９名。３年連続し

ての２桁の実現には一歩及ばなかったが、現役７名

の合格者を含めて本学規模の大学としてこの数字

は立派に評価してもらえるものだと確信をしてい

る。また、昨年から日本語学科現役生卒業生に公立

中高等学校採用合格者がコンスタントに出ている

こともここに記しておく。 

千葉県  中高英語 ４  （英米語学科３、卒業生１） 

中高国語 １ （卒業生１） 

東京都  中高英語 ３ （英米語学科３） 

中高国語 １ （日本語学科１） 
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４ 教職課程センター事業 

４月  １年生教職ガイダンス 

第３回教員採用模擬試験 

教職講座（敎育法規等）開始 

2021 年ちば！教職たまごプロジェクト開始 

教職課程自己点検評価検討開始 

５月  釼持特任教授「板書指導の在り方」講座実施 

教育実習開始 

玉川大学連携小学校教員養成特別プログラム 

開始 

教職 ICT 機器（情報通信技術）活用プログラム 

検討開始 

教員採用試験直前講座及び面接講座開始 

６月  卒業生向け面接講座（Zoom にて会開催） 

Tokyo Global Gateway(TGG)訪問（英米３年） 

７月  教員採用試験受験者激励会 

教員採用試験受験（現卒 27 人受験） 

８月  教員免許更新講習 中止 

各都県教員採用２次対策面接講座 

教員採用２次実技試験講座（英語） 

９月  教職課程センターAll Day Long Meeting 

英語科教育法集中講座（英米３年） 

10 月 教員採用試験２次発表（現卒９名合格） 

３年対象教員採用試験向け講座開始 

学部各学科教職科目履修ガイダンス 

千葉県教育委員会教員採用選考説明会 

11 月 ３年対象教員採用スタート模擬試験 

在学生対象教員採用試験合格者報告会 

港区内公立中学校訪問研修 中止 

足立区内公立中学校研修会 中止 

東京都教育委員会教員採用選考説明会 

2022 年ちば！教職たまごプロジェクト募集 

12 月 ２年教職ガイダンス（教育実習校開拓） 

教育ボランティア活動報告会 

１月   玉川大学連携小学校教員免許取得説明会/ 

校内選考実施 

２月   新４年対象教員採用試験ガイダンス 

３月   新４年生対象教職勉強合宿 中止 

教員免許状授与式 

新年度各学年教職ガイダンス 

千葉県教育委員会教員採用選考説明会 

 

５ 地域学校教育センター事業 

４月  都立飛鳥・南葛飾高校日本語教育支援開始 

５月  連携高等学校６校第１回連携協議会 

足立区連携事業第１回連携協議会 

浦安市教育委員会第１回連携協議会 

足立区民対象初級英会話講座（前期）開始 

６月  浦安市青少年自立学習支援未来塾開始 

足立区日本語指導第一回研修会（小学校） 

足立区中学校英語・学校経営支援開始 

７月  都立田柄高校留学生交流会実施（訪問） 

文部科学省委託小学校外国語のための免許法 

認定講習等実施事業（Meikai Joe Plus）開始 

足立区英語アドバイザー育成研修会開始 

都立葛西南高校校内寺子屋開始 

浦安市学習支援事業ドラフトゼミ開始 

８月  明海大学・朝日大学共催「2021 英語授業改革 

セミナー」 

９月  教職課程センターAll Day Long Meeting 

連携高等学校交流会「大学生と話そう会」 

10 月 足立区民対象中級英会話講座（後期）開始 

明海大学あけみ英語村 2021（区立興本小） 

都立飛鳥高校日本語指導研修会 

明海大学あけみ英語村 2021（区立足立入谷小） 

浦安市小学校英語学習支援開始 

連携高等学校６校第２回連絡協議会 

足立区英語マスター講座修了者英語成果発会 

11 月 足立区中学校留学生交流会（扇中・新田中） 

足立区連携事業第２回連携協議会 

12 月 足立区日本語指導第一回研修会（小学校） 

都立田柄高校日本語指導研修会 

１月  足立区英語教員対象勝浦研修会中止（区内実施） 

足立区連携事業第３回連絡協議会 

（安井学長・近藤区長臨席 Zoom 開催） 

２月 2021 明海大学「大学と地域連携の未来」 

シンポジウム 

足立区中学校留学生交流会（２中学校 中止） 

浦安市教育委員会第２回連携協議会 

３月 文部科学省委託事業（Meikai Joe Plus）成果 

報告書提出 

連携高等学校６校第３回連携協議会 
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16．2021 年度 METTS NEWSLETTER 第 1 号から第 10 号 ※表面のみ 
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2021 年９月 27 日（第５号） 2021 年 10 月 25 日（第６号） 

2021 年 11 月 16 日（第７号） 2021 年 12 月 24 日（第８号） 
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17．2021 年度 METTS 事業参加学生一覧 
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2021 年度 METTS 事業参加学生一覧 

日本語指導支援（飛鳥高等学校）  

<全日制課程>  

日本語学科４年  高橋 美優 

日本語学科４年  林 城毅 

日本語学科３年  呉 義偉 

日本語学科３年  田中 愛唯 

日本語学科３年  山口 莞奈 

<定時制課程>  

応用言語学研究科博士後期課程３年  林 苗 

日本語学科４年  永沼 彩乃 

日本語学科４年  ファム ティ ゴック ハン 

日本語学科４年  林 城毅 

日本語学科３年  浦野 遥風 

日本語学科３年  菊地 竜星 

日本語学科３年  田中 愛唯  

日本語指導支援（南葛飾高等学校）  

応用言語学研究科博士前期課程２年 枝常 姫香 

応用言語学研究科博士前期課程２年 富田 遼太郎 

応用言語学研究科博士前期課程１年 沈 伽迪 

応用言語学研究科博士前期課程１年 楊 凱 

日本語学科４年  工藤 楓 

日本語学科４年  永沼 彩乃 

日本語学科３年  菊地 竜星 

日本語学科３年  角田 涼輔 

日本語学科３年  田中 愛唯  

日本語学科３年  山口 莞奈 

訪問交流会（都立田柄高校） 

日本語学科４年  ゼン シンウ 

日本語学科４年  テン ミョウ 

日本語学科１年  カ ジャフ 

日本語学科１年  コ コウセイ 

日本語学科１年  チャン ズイ ヒエン 

日本語学科１年  チャン ティ ミ ズエン 

日本語学科１年  グエン フォン ジャン 

日本語学科１年  チン カジ 

日本語学科１年  トウ ゴウ 

英米語学科３年  R.P.P.マドゥランガ クマーラ 

英米語学科３年  リュウ ハクブン 

経済学科４年 チン シンハン 

経済学科１年 チョウ テイ 

HT 学科４年 タン ヅェンシイ 

大学生と話そう会 2021  

英米語学科４年  高橋 勇気 

英米語学科３年  及川 龍之介 

英米語学科３年  小林 悠太 

日本語学科２年  三森 茉柊 

日本語学科１年  能勢 舞桜 

大学生と話そう会 2021（留学生）  

経済学部経済学科３年  史 楷鋒 

HT 学科１年  シャルマ ススミタ 

明海大学あけみ英語村 2021（留学生）  

日本語学科３年  ウー イウェイ 

英米語学科３年  エンリケス カール 

英米語学科３年  R.P.P.マドゥランガ クマーラ 

英米語学科３年  アリサ ハシモト 

英米語学科２年  グエン ティ トゥイ ズオン 

経済学科３年    シ カイホウ 

経済学科３年    リ シュンキ 

HT 学科４年     シャシカ ペイリス 

HT 学科４年     タン ヅェンシイ 

HT 学科３年     ライ ミンホウ 

明海大学あけみ英語村 2021（教職履修生） 

科目等履修生    藤田 祐也 

英米語学科４年  五十嵐 彩音 

英米語学科４年  鵜沢 美里 

英米語学科４年  江川 有紗 

英米語学科４年  奥野 日菜 

英米語学科４年  佐久間 健祐 

英米語学科４年  嶋田 宗晋 

英米語学科４年  高橋 勇気 

英米語学科４年  庭山 航瑠 

英米語学科４年  矢吹 駿介 

英米語学科３年  池上 温哉 

英米語学科３年  及川 龍之介 

英米語学科３年  加藤 天真 
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英米語学科３年  君塚 翔伍 

英米語学科３年  小林 悠太 

英米語学科３年  佐藤 向日葵 

英米語学科３年  佐保 翼 

英米語学科３年  椎葉 晴斗 

英米語学科３年  関野 玲佳 

英米語学科３年  高橋 陽人 

英米語学科３年  高橋 凜 

英米語学科３年  武藤 美優 

英米語学科３年  横田 裕哉 

英米語学科３年  米元 拓光 

英米語学科２年  内山 瑞貴 

英米語学科２年  児島 晴香 

足立区中学校異文化交流事業（扇中学校）  

英米語学科３年  R.P.P.マドゥランガ クマーラ 

英米語学科３年  アユミ スズキ 

英米語学科３年  アリサ ハシモト 

HT 学科４年     シャシカ ペイリス 

HT 学科４年     タン ヅェンシイ 

足立区中学校異文化交流事業（新田中学校）

英米語学科３年  R.P.P.マドゥランガ クマーラ 

英米語学科３年  アリサ ハシモト 

英米語学科２年  グエン ティ トゥイ ズオン 

経済学科３年    シ カイホウ 

経済学科３年    リ シュンキ 

HT 学科４年     シャシカ ペイリス 

HT 学科４年     タン ヅェンシイ 

英語マスター講座成果発表会  

英米語学科科目等履修生  藤田 祐也 

英米語学科４年  庭山 航瑠 

英米語学科４年  嶋田 宗晋 

英米語学科４年  五十嵐 彩音 

英米語学科４年  江川 有紗 

英米語学科４年  奥野 日菜 

英米語学科４年  鵜沢 美里 

英米語学科４年  高橋 勇気 

英米語学科４年  佐久間 健祐 

英米語学科４年  矢吹 駿介 

英米語学科３年  佐藤 向日葵 

英米語学科３年  高橋 凜 

英米語学科３年  及川 龍之介 

英米語学科３年  加藤 天真 

英米語学科３年  小林 悠太 

英米語学科３年  椎葉 晴斗 

英米語学科２年  上原 二葉 

英米語学科２年  内山 瑞貴 

英米語学科２年  川元 麻衣 

英米語学科２年  児島 晴香 

英米語学科２年  磯野 奨 

英米語学科２年  桑原 百蘭 

英米語学科２年  高橋 昴瑛 

英米語学科２年  直井 乃々美 

英米語学科２年  中川 綺乃 

英米語学科２年  八代 涼花 

校内寺子屋（葛西南高校） 

英米語学科２年  磯野 奨  

英米語学科２年  上原 二葉 

英米語学科２年  内山 瑞貴 

英米語学科２年  桑原 百蘭 

英米語学科２年  児島 晴香 

英米語学科２年  小林 優汰 

英米語学科２年  佐久間 陸人 

浦安市小学校英語支援  

英米語学科４年  鵜沢 美里 

英米語学科４年  江川 有紗 

英米語学科４年  奥野 日菜 

英米語学科３年  池上 温哉 

英米語学科３年  佐保 翼 

英米語学科３年  鈴木 歩 

英米語学科２年  武藤 美優 

英米語学科２年  横田 裕哉 

浦安市未来塾  

経済学部４年    伊藤 正紀 

経済学部４年    中里 圭 

英米語学科３年  佐藤 向日葵 

英米語学科３年  佐保 翼 

英米語学科３年  椎葉 晴斗 

英米語学科３年  髙橋 凜 

経済学部２年    村上 風日 

日本語学科２年  網中 萌恵 
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英米語学科２年  内山 瑞貴 

英米語学科２年  児島 晴香 

英米語学科２年  手崎 龍之介 

英米語学科２年  直井 乃々美 

英米語学科２年  保足 晟吾 

英米語学科２年  八代 涼花 

浦安市学習支援「ドラフトゼミ」  

英米語学科４年  佐久間 健祐 

英米語学科４年  高橋 勇気 

英米語学科３年  及川 龍之介 

英米語学科３年  君塚 翔伍 

英米語学科２年  磯野 奨 

英米語学科２年  上原 二葉 

英米語学科２年  川元 麻衣 

英米語学科２年  桑原 百蘭 

英米語学科２年  児島 晴香 

英米語学科２年  小林 優汰 

英米語学科２年  坂脇 海翔 

英米語学科２年  手崎 龍之介 

日本語学科２年  三森 茉柊 

明海大学・朝日大学共催 英語授業改革セミナー 

英米語学科３年  及川 龍之介 

英米語学科３年  佐保 翼 

英米語学科３年  小林 悠太 

英米語学科３年  橋本 ありさ 

英米語学科３年  佐藤 向日葵 

英米語学科２年  上原 二葉 

英米語学科２年  内山 瑞貴 

英米語学科２年  児島 晴香 

足立区民対象生涯学習講座  

英米語学科４年  高橋 勇気 

英米語学科４年  矢吹 駿介 

英米語学科４年  及川 龍之介 

英米語学科３年  加藤 天真 

英米語学科３年  君塚 翔伍 

英米語学科３年  佐藤 向日葵 

英米語学科３年  佐保 翼 

英米語学科３年  鈴木 歩 

英米語学科３年  高橋 凜 

英米語学科３年  武藤 美優 

英米語学科２年  上原 二葉 

英米語学科２年  内山 瑞貴 

英米語学科２年  川元 麻衣 

英米語学科２年  桑原 百蘭 

英米語学科２年  手崎 龍之介 

MEIKAI-JOE プラス 生徒役  

英米語学科３年  及川 龍之介 

英米語学科３年  佐藤 向日葵 

英米語学科３年  髙橋 凜 

英米語学科３年  米元 拓海 

英米語学科２年  上原 二葉 

英米語学科２年  児島 晴香 
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